
ISS目 的12-818l

Vol. 70 通巻810号 平 成元年 9 月25日発行 ・毎月 l 回25日発行 日召初24年 3 月 19日第 3 役 郵 便 物 認 可

と本土

ARCHI T E CT URE  A N D  S OCI E T Y  

1989

9  

日 本 建 築 協 会

特 集 ・ 鹿 島 建 設 大 阪 支 庖

建 築 設 計 部 作 品 集

・構造の省力化



令 官 室 友 金 属

d市J地にお いて '1' 小JJ U失のビ ル建設、住て

f干え需要が I' . :J まって いる引校。単なる他物

としてでは な く、 そのデザ イン性 、機能性、

さらにインテリジェン 卜刈! 必など、 付JJll ullil j1'1

のI古川、ビルづく りかVlまれています。こう

し た ｉｉ ｾ 二代 の ニ ーズ に お 応 えできるの が、 、 ＱＱ

村の rS N ビルテ インクムノンウェルド uょ

をほ月] し、 L場製品化の外情 ・! ぶ' k JI など

のシステム建材引 を引場で主Ilみ立てる '1' 低

N4ビル)円 システム建築で‘す。設計 ・デザイ ン

の自由度がIn J く、IJ tJ J主l胤(1 ・コス トダウ ンを

五現。次代 を見つめ 、術に快適なおI しし 、ビ

ル宅n:J をつく リます。

住友のシステム建築 溶接不要の中低層鉄骨造ビル建築

SNt: JUデf シク

工期短縮を実現したパーツ組み立て施工。 個性的デザインが可能な設計の自由性。

工場裂品化による偶成部材 ・部昂を現場で1居え

付けるだけですから、大幅な工期短縮 ・コスト

低減を実現 します。

隣援建物か気にならない敷地の有効活用。

建物の内側から外壁工事を行ないます力、ら、隣

後建物があっても敷地いっぱいを利用して建て

られます。

近隣に迷惑をかけずにクリーンな工事。

足場なし工法や外装の製品化などにより、近隣

への迷惑を解消したクリーンな工事が行なえま

す。

耐久性・防水性・耐震性に優れた高晶質。

ノンウ工ルド工法と昂質管理の行き届いた工場

製昂化部材 ・部昂により、優れた耐久性 ・耐震性

を発慢します。

互換性の高い矯成部材 ・部品を多種多僚に1前え、

施主の要望や設計の個性を活力、したデザインを

実現できます。

システム権成

サブシステム 概 要

最骨ザブンステム 工;! ; ノンウz ルド工法によるHn! 揖揖造

エンポス付デyキプレート檀用耐此合成床

外周壁サブシステム 工法 曹足場施工の乾式工法

SNウオールF 7ッ葉樹脂重基調桓パネル

SNウ有一JレS 力ラーンート張I)ALCパネル

SNサッン パネル?イプ71レミニウムサ yン

詮瞳サブンステム システム 空調・酎生・トイレ電買註惜

インテリジエノト システム ビル菅理・通信

L ー? 竺型

天井・問 問・庫

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社

大 阪 = 大 阪 市 中 央 区北，且 4 - 5 - 3 3 ( 1主 主 ヒ ル ) 干 54 1 f t  ( 220)  5  1  1  1  

東 京 =東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 1 - 1  - 3 ( 大 手 セ ノタ ヒ ル ) 干 100 宮 ( 282) 6  1  1  1  

支社主庖］九州・瞳兎 島 Ｎ ＧＱＧ 縄 中国岡 山 ・四国相散 山 名古屋 岬 伺 ・北 陸 斬 渇 ・惜 ， ｾ ・ 北 関 車・車 北 膏百 ， 北，聾 唖
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工期短縮30日を実現グ

豊富な昂揃えとシステム化を推進一 一従来の埋

込み工法にくらべ画期的な工期短縮が図れます己

* 丸型柱、側柱、隅柱用等の各種特型サイズとともにアンカー

ボルト固定用型板も準備しております。

・露出形で柱脚の固定度が増大

・信頼性が向上

・コスト低減が可能

・施工が容易

合建築基準法第四条に基づく認定建設省東住指発第50号

* 八イベース工法評定日C J -S723

。 白 豆 金 属 機 材 椋 式 委 社

， 

ｾ＠

本社 干 135 東京都江東区東陽小ト13(東陽セントラルビル)

電話 (03)615-5432

日立 ( 0294) 53- 2201間

九州 ( 092) 27 ト8941

信州 (0263) 27- 0052附

広島 ( 082) 22 ト4486

新;g (025)  241- 542 1  

岡山 (0862) 23- 241 1  

北関東 (0276) 46- 6681

大阪 (06) 203- 9765

東北 ( 022) 267- 0216

北陸 ( 0764) 25- 8 176

札幌 (0 11 ) 22 ト6558

名 古 屋 ( 052) 582- 3356

- 情造材 鉄骨構造用接合材 (ハイベース工法 ハイスプ' h卜ノンスカラップ) ・給湯給水冷暖房配管機器 蓄圧式給水タンク( エノ ザリン) 膨張タンク

ウォータハンマ防止器 ・フリーアクセスフロアシステム 一般電算機室用フリーアクセスフロア クリーンフロア オフィスフロア タイルカーペット( ステップ

ジョイ) ・チエン 伝動用ローラチ工ン コンペヤチ工ン 水処理用チェン 立体駐車場周チェン 周辺機器 チェンテンショナ(スナップアイドル)

取扱営業品目

1  建築と社会/ 1989.'1' 9 月号



畿と

ーノくロックをあなたに-

「かつて、 バ ロッ クの建築家ボ ルロ ミーニのサ ン ・カルロ教会堂を訪れ

たl侍の強し、印象を忘れることができない。 この教会堂の身廊 に 入ったl瞬間

に建築と音楽の極限の共鳴を身の内に党え、激しい感Z功に打たれたからで

ある 。 . . . . . . まさに、建築と音楽の一体的な共鳴 というしかない。 いいか

えれば、ボ ルロ ミーニのサ ン ・カルロ教会堂の笠It:] 的桃成と、 バ ッハのフ

ーカ における調性と対位法の桃成と の問に、す ぐれて等質な表現 がみられ

楽の巨匠ヨハン ・セパスティアン ・バ ッハの音楽の生演奏を 聞 きながら、

スラ イドも交え てイタリア ・バロ ックの建築家フラ ンチェスコ ・ボ ルロ ミ

ーニを 中心とする バ ロック建築の話を附J < 。 こんな素敵な講演会を企画し

まし た。 ーバロ ンクをあな たに 一 秋の夜のひとときを、あなたも休じゅう

でハロ ックを感じてみませんか。

諮問には、福井大学の建築学科教授を経て仁愛女子短期大学の音楽学科

長を務められ、音楽にも建築にも造詣の深い渡部 貞治先生を お迎えし、演

奏は 、大阪を中心lこ活躍されているアムジ一室内合奏団にお願いしました。

講演と l則象と音楽が一体化したユニーク な講演会にしたいと 思います。

るという こ とである 。J ( 渡部員約)

バ ッハの音楽と ボ ルロミーニの建築に共通 点がある 。 こんな夢のある話

をあ なたは信 じますか。

日本を代表す る洋服嘘築の名 作である 中之島中央公会堂で、バロ ッ ク音 ふるって ご参加下さし、。

- 演 奏 会 「 音 楽 と 建 築 バ ロ ッ ク を あ な た に一 」 ・

日 時 10月21日UJ 午 後 6 時 開 演

会 場 大 阪 市 中 央 公 会 堂 ( 大 阪 市 北 区 中 之 島 ト ト2 7 Tel  0 6 - 2 31一 0631 )

講 師 渡 部 貞 清 氏

演 奏 ア ム ジ 一 室 内合 奏 固

定 員 200名

参 加 費 会 員 2 ，0 0 0円 、 会 員 外 2 ，50 0円 ( 学 生 : 会 員 1 ，50 0円、 会 員 外 2 ，0 0 0円 )

( ii'j'I'i f . えを合みます)

- 演奏曲目

j ラ トッカータとフ ーガ二短調 B  WV5 6 5  

月 行楽の俸げも の B WV I079 

j ヲ 2  r!Tのインウェンション B  W V772 

月 G  線上のアリア B WV I068 

( 竹弦楽主J : lilll u¥3 得より )

fヲ プ レリュード B WV I006 

( 1!¥¥伴奏ハルティ ー タ第 3 番ホ長，ul ，j より ) 他

. アムジ一室内合奏団ご紹介

1981年、ク ラシ y クをより自然なむのに、また、生の音の楽しさを感じてむらえるコンサー卜がしたいという思いて発足。

観客の顔が見える広さでのコンサートを中心に、対反を中心に活動している。アンサンブルの良さを大切に、心の通い合う

j寅奏家が次第に集まリ . 現在の形となる。ジャ ンル ・時代にこた' わらず、新しい室内楽の方向を求め‘ あらゆる曲に挑験し

ている。特に、ヴァイオリン長野昭子氏のソリスティ ック な部分をt舌かした，寅奏は. 多くのファンに喜ばれている。

・今までの主なコンサー卜

人惟週間記念コンサー 1， ( 国際交流会館)

ｬｩｾ 揖古における『四宰 ｊ 全曲公，寅Ｈ大槻能楽堂 Ｉ

定期，直奏会( ピロティーホー J レ 労働セン 7 - )  

長野昭子ヴァイオリンコンサー卜( 労働センター)

パロ y クコンサート( 毎日国際サロン) 他

. A : 賦的なi l l l

「ワインと室内楽町タ J

「らょっと晋にさわってみよう」

「ミュージ > 7 ステ ション中之島 89J 他

国渡部氏こ稲介

1918年生まれ

1941年 仙 台高等工業

学校( 現東北

大学工学部)

建築学ヰヰ卒業、

鉄道省入省、

日本固有鉄道

3先街宣術研究

所主任研究員

19俗年京都大学工学博士

1969年信弁大学工学部建築学ヰヰ耕受

1970年日本建築学会賞( 論文賞) 受賞『パロッ

クの建築論的研究1

1984年 仁愛女子短期大学教授、音楽学科長

その問、東京工業大学. 福井工業大学、聖母

女学院短期大学講師. 日本建築学会玉里事 ( 柑圭

支部長) 等を歴イ毛退職後. 現在. 建築史家

・著書およひ論文 わて口 y クの建築論的研究J

Iパロ y ク建築H 建築と音楽の共鳴j その他

サン ・カルロ教会堂正面

申 込 ハガキか F A X または屯話にて 、氏名、勤務先名 (三件立r，) ・連絡先屯話称号 ・参加証送付先および所在地・ 郵便番号 ・催し名称(1音楽と建築J)

・会員、会員外の府j J j iJ をご述絡下さい。 申込締切10月12日( 刻。 申込者多数の場合はIlli せんにて決定の上、参加] 証をお送りいたします。

( 日本建築協会ιJ<; 器製 : 干530 大阪市北 区梅田 1 - 1  - 3  - 2100 大腕駅前第 3 ビル21附 T  E  L 06- 3必 ー0633 F A X  06 - 348 - 0634)  

2  
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一 一 一 一 日 本 建 築 協 会 会 告

. ビデオ映写会.

オーストラリア、ニュージーラント.のウォータ- フロント・リゾート開発

(企画 ・製作: J  1  C  C 総合開発局、 発売:丸善)

いま日本各地でウォーターフロント ・リゾート開発が盛んに行わ

れています 。 そこで今回は、ナチ ュラル ・リソート ・シティー( 自

然 ・リゾー トと 一 体 に な った都市 j の図 、オーストラリア、ニュー

ジーランドの 、 ウォーターフロント ・アーノ〈ンリゾート開発、都市

近郊型大規模ウォーターフロント ・リゾート開発、アイランド ・リ

ソート開発を紹介します 。

日 時 ① 10月21 日仕) 午後 2 :00- 5  :00 

② 10月23 日( J ! ) 午後 2 :00- 5  :00 

場 所 ( 社 ) 日本建築協会 ( 大阪駅前第 3 ビル21階)

定 員 30名 ( ①②いずれも )

参 加 費 一 般 1，000円、会員 500円 ( 含 、 缶 ジ ュ ー ス 、 消 費 税 )

申 込 方 法 ハカキ、 F A X 、電話で日本住築協会事業諜へお申込み

ください。催 し名 ( ビテオ映写会、オーストラリア、ニ

ュージーランドのウォーターフ ロント ・リゾート開発 ) 、

参加目、氏名、会員 ・一般の別、勤務先、参加証送付先、

屯 話 番 号 を お 知 らせ肱lいます 。

日本建築協会事業課 〒530 大阪市北 区純圧11- 1- 3- 2100

F A X  06- 348- 0634 

T  E  L  06- 348- 0633 

※ 申込者には参加証を郵送します。

I  . アイランドリゾート ( 40分)

世界故大 の サンコ可Ｚ｜ｾのバ庁、グレートバリアリーフに浮かぶ国際的ア

イランド リゾート、ハミルトンアイランド、へイマンアイランド、

リンタマンアイランド 。

2  ゴールドコースト (40分)

ブリスベーンの南東にある都市近郊型大規快ウォーターフロント ・

p
t
 

i

 ，

 

l

、

リゾート 。 オーストラ リアi政大規桜のリソート 地。

a  

3 . パース (22分)

世界で最も住んでみたい街、 美しい街、といわれているア ーバン リ

ゾート 。

4 . シドニー ( 24分)

世 界三大 美港の一つ。ナチュラルリゾートシティー、ワールドワイ

ドビジネスシティーとして 、 ウォーターフロントリソートと一体に

な った 者11市 。

5 . ダーリングハーパ ー ( 24分 )

シドニーや1 l ' 最大のウォーターフロント開発。 フェスティパルマーケ

ッ トプレイス、シトニー水族館、 パワーハ ウスミュージアムなど 。

6  オークランド ( 22分 )

lit 界ー の 規模 を誇 るヨ y トハーパーと一体になった大都市 。 まさに

7 リン リゾートの中に存夜する都市といえる 。

. 7 イランドリゾー l

4 中之島公会堂再生への提案

大 阪 ・中之島に建つ 「中之品公会堂」は、亦レンカ、に緑王i の 屋 桜

のネオルネサンス様式として、最近とりわけ注目を集めています 。

大 阪 府 建 築 士 会 の主催 、 日 本 建 築 協会 、朝日新聞社 ほ か の後援で、

この中之品公会堂の機能を、来るべき 21世 紀 の 大 阪 の 核 と し て 、 大

阪 ら し さ を 笑 践 し て い く た めの リーテイ ン グプ ロジ ェク 卜として位

置づけ、大阪のイメージを長〈発信しつづける拠点形成の場となる

よ うな 徒 系のアイテアコン ペ を、下記要領てー行 い ま す。

所 要 図 面 設 計 主 旨 ( 400 字 ) 以内、 設計主旨のわかる図面 ・パー

ス ・模 型写真等を 、 A 1判 l 枚 に 作 成

登 鈴 平 成 元 年 11月 15日(ノ)¥) までに、大阪府建築士会 「ア イテア

コンペ係 J ( T  E  L  06 - 947ー1961) へ 。登 録料 要

応募総ii 切 平 成 元 年 11 月30 日(村。作 111;応 非 先 は 同 上

応 募 資 絡 とくになし

審査委只 来 孝 光 、 片 倉 健J荘、木津川計、柴田竹男 、林野 全 孝 、 原

広司、ノ ｪ 、凶山 Ｑ ｉ Ｑ 、杉原繁 の ｾ氏

入 選 発 表 披 優 秀 1 点 ( 50万円 ) 、優禿 3 点 ( 各 10万円 ) ほか

4  

コー J レドコースト

ずーリン7 ハ パ

"'"J '""' 

4木材科学講座「新しい木材の活かし方J

最近 、 木 材 が積 極 的 に 使 わ れ 、 木 の も つ 心 理 的 役 割 、 優 れ た 居 住

環境性が注目されていますが、 ｦ ｾｻ 記講座では木材のもつ居住性能と

木造住宅の高耐久化について、第一線の方々にお話を願います 。

日 時 平 成 元 年 11 月 17 日制 9  :20 - 16:40 

場 所 大阪木材会館 ( 大阪市西区新町 3- 6- 9 T E L  06- 538- 7521)  

定 員 80名

受講 料 共 催 ・協賛団体会員 15，000円 非会員 20 ，000円

申込先 日本材料学会 ( 京都市左京区吉田泉殿町 1- 101 TEL 075ー

761- 5324)へ 受 講料を添え て 、氏名 ・勤 務 先 ・所属団体名

を記し 、10月14 日(.1: ) までに 申し込むこと 。

協 賛 日本建築協会、大阪府建築士会ほか 10団 体

題 目 室 内意匠とし て の 木村/ 京r.l 1大学W 問 11 増田 稔

住 宅 に お け る 床 衝 撃 音 述 断 性 能/ 大越工業(附 吉 見 哲

住 み 心地 と木質材料/ 京高11大""1 木村研究所 山 田 正

木 質 ド ア の 防 火 性/ 自身日本住宅木村技術セノタ 一 山 田 誠

商品I久 性 住 宅 の 設 計/ 関東学院大'下 JI左黒弘三

'" 

• 
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特 集 ・ 鹿 島 建 設 大 阪 支 庖 建 築 設 計 部 作 品 集

・ 構 造 の 省 力 化

SPECJAL  FEATURお ON THE WORKS  OF KAJJ MA CORPORATJ ON ON  OSAKA  BRANCH  &  THE STRU-

CTURAL  DESJGN  FOR LABORSAVJNG JNNOVATl ONS 

9 品
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建 築 に お け る 情 報 の 流 れ と 省 力 化

・ 構 造 の 省 力 化 の 現 状 と 問 題 点
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東開IJ 外 観 ( 長s物 左 短 大、右 高 等 学 校 )

広島女子商短期大学・広島女子商業高等学校

設 計 監 理 教 育 施設研究所広島事務所
所 在 地 広 島 県 安 芸 郡 坂 町

施 工 鹿 島 建 設 広 島 支 庖

敷地面積 40，596.  18m' 

建築面積 6，657. 76m'  

延床面積 18 ，794. 29m'  

情造規模 R C、4 F  (一部 S 造)

工 期 昭 和63年| 月 一平成元年 2 月

最 寄 駅 J R呉 線 坂 駅

撮 影 国 際 写 真

、，

‘  

配置図 1  :  3，400 

短大 l F ピロテ ィ

6  挫 築 と 社 会/ 1989年 9 月号



この学園は、女子の商業高等教育に 64年の歴史を

持つ伝統ある学校である 。

このたび、広島駅から J Rで約 18分の坂町に、高校

が移転新築し、同時に新設の認可を受けた短期大

学も新築の運びとなった 。

設計するにあた って、校風に沿 った学園らしさの

表現と、親しみのわくア ッ トホームな空間造りを

テー? とした 。

配置計画は、敷地の有効利用を図るため、敷地形

状に沿 って中庭を囲む計画とした 。

短大は将来予想される埋立で、アプ ローチが現在

と逆の東側に変わ っても対応可能なように、本部

棟 ( 2 階建) 、図書館( 3 階建) 、講義陳( 4 階建) を

ピロティでま書いでいる 。

平面計画としては、学園本部や教員のエリアを{ 呆

ちつつ、学生の活動の場が単調にならないよう、

変化のある施設とした 。 また短大高校のそれぞれ

に、学園の中核としての学生ホールを設け、各 1，皆

のラウンジや中庭と共に、学生め語らいの場とな

るようスペースの充実を計 って いる 。

外観は、周囲の松林やパ ックの 山々に映えるよう

白を基調とした 。

短大 1 F 玄関ホール

屋恨はコロニアル葺( 一部銅板 ) 、腹壁は御影石風

吹付、笠をタイル及び日欠イ寸タイ ルとした 。

また、 l 階のピロティ部分に丸柱の列柱を並べ、

図書館や屋外階段を曲線にして、女子校らしい" 柔

らかさ" を表現している 。

今回の学園の新築は、学園高IJ 始以来の一大事業と

なったが、新しい施設や設備を有効に利用しな が

ら、 より盟かで充実した、想い出に残る 学生時代

が過せるよう願い、学園の益々の発展を祈るもの

である 。

( 教育施設研究所広島事務所)

短 大 中庭
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所 在 地 兵 庫 県 西 宮 市上 ヶ原 1- 1- 155

敷地面積 116 ，270 m
'  

建築面積 3，902. 5
m

'  

延床面積 13 ，491 .1 m'  

構造規模 RC( 一 部 P S梁)

関西学院大学講義棟 A号館・B号館・C号館

設計監理 日本設計事務所 大阪支社

施 工 竹 中工務庖
BI 、4 F ( A' C号館) 、3F ( B号館)

同

月

内

《

J
'

年

駅

約

園

山口

東

一

甲

月

線

川

津

文

年

今

雅

幻

急

百

回

目

飯

ニ

古

期

駅

影

客

工

最

撮

北側JEj(j j外観

北側外観
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配 置 図 ( ・新築部分 ) I  :  6000  



関西学院大学は凶 ￭ｾ Ｇ ［ 市の上ヶ ｬ 点台 地に あり 、 ＱＱ Ｑ 山

をfTにした紋なかな美しいキ ャンパスを 持つ 日本

でも有名な伝統校 であ る。

今回の A ・B. C  3 仰の講義仰は、キ ャンパスのほ

ぼ
1

ド央にあリ 、大学の歩行者動斜lの要所に計画さ

れた 。

同li 呂学院の，建物はスパニ ッシュミ ッションスタイ

ルと H乎ばれている主主築様式で統一されている 。

このスタイルの特徴は 、赤 瓦( スパニ ッシュ瓦) と

クリーム 色のス タッコ壁、正問アーチの: ぞとサラ

セン 快係等の組み合わせて1 ・リ、スパニ ソンユの

繊細さとミ y ション 建築の": J 太な構成が合いま じ

ったものである 。

A . B. C号館 3隙の構成は 、A . C号館が小教室 -

iur ｾｾ ｾ ｬ 室を 中心 とした も ので、 ｂ 号 館は Ｑ ＵＰ 人 ＭＶＰＰ

人の大教室棟 というものである 。

教育設 Ｑｾｩｩ もかなり充実しており、特に ｂ 号館は、

全教室に A V機採が配されている 。 また身障者 の

人j主にも利用しやすく考えてあり、点字プロ y ク

1ドイス用 のl布、

.  

.11. 磁ルー プアンテ ナ等、純々 の対

策がほどこされている 。

外観はスパニ ツンユ ミ y ションスタ イルを踏襲し

ている 。 各隙 の ｴｬｾ 入口は 、特徴 を持たせるように

デザインを変え、各僚を結，;;1度り廊下は、アーチ

村ーの回廊風の桃成とした 。

各棟の平面は A . C 号館が H ｊｾｉｾ の窓配置で 、教 主の

独立性と lri' けさを雌{呆 し、また: 容はできる| 恨り 2

nii に取り、ドl 完全の風を入れるよう心がけた 。

B 号館は中央に rlJ 9  m のホールを設け 、多人数の

一時期の 出入に対応できるよ うに考 え、大教主の

天井高もできる| 民り確保し、圧迫感のない空1111づ

くりを目指した 。

( 太凹恭司 / 日本設計 事務所大阪支社 )

波リ廊 F

1; 1民!ホ ール
教1 ;
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イトーキ岡山流通センター

設計監理 安井建築設計事務所

施 工鹿島建設・不動建設 ・藤木工務庖 J V

〉

ｾｾｾ＠ ITOKI 

-- -・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・圃圃・

⑨ 可F
全長九附

配置 l 階平面図 1  :  1800 

10 捜築 と社会/ 1989年 9 月号



瀬戸大柄て“連結された四国への玄関口にあたる岡

山県総合流通セ ンター内に立地する当流通セ ンタ

ーは 、中四国 ・九州方而の流通拠 点として機能す

べ〈計画されたものである 。

株 式会社イトーキは、ｾＡｊｬｩＱｦｪする Ｒ Ｑ 世紀の企業 づく

りを目指して新しい C 1 の確立を図リ、近年大き

くイメージ チェ ンジを おこな った。その活動は全

社的に及び，着々と業紅i をあげるなかて酬最初に 完

成した自社施設がこの流通セ ンターである 。

計画のポイントは いかにイト ーキの C 1 にふさわ

しい新しいイメージの流通センターを、経済効率

を重視しつつかたちづくるかにあ った。建物阻 11/1¥

のメタ リックペイントの化粧位( 直後 2 m ) を、開l

にみたてて家具のイ メージとだぶらせ、 外壁には

角il J i . アルミ板 のシルバ一色とカ ンパニーカラー の

レ y ドを配し、 C Ｑ をｾＡￎ ｬ < 表現するよう意図した 。

平而的にはピロティを設け車柄通路を一吉11建物内

にとりこむことにより、変形した敷地内で与最大| 恨

の延床閉鎖を確保できる計画とした 。 また 3 階建

の建物は各階 7 m'i !I lの1; 皆高としているため、こ の

|宿高を 利用して管理事務室を 1 階部で 2 層に使い、

作業の効率化を図 った。事rf 拐11エリアについては、

高床式と低床式のプラ ッ トホームを併設し多品純

の製品入 出庫に柔軟に対応できるようにしている 。

( 大村鍛太郎/ 安井建築設計事務所)

所 在 地 岡 山 県 都窪郡早島町矢尾815

敷地面積 9，379. 49m'  

建築面積 3，554. 7 1  m'  

延床面積 10 ，526 .73m'  

僧造規模 S 、3 F

工 期 1988年 11 月一1989年 6 月

最 寄 駅 J R山陽本線庭 瀬 駅

撮 影 5 5大 阪

エ ン トランスディテ ール

" 1 ' ラソトホ ーム

夜景( 北京iffi) 事務室

11 



Z 場f虫東市l 外観、手前が扇f I :，のI許

株 式 会 社 扇 雀 飴 本 舗 姫 路 工 場

設 計 監 理 大 建 設 計

〈民

施 工 竹 中 工 務 庖

言ユ豆札

備 三 菱 重 工 業

= 宝電機

高砂熱学工業

12 建 築 と 社 会/ 1989年 9 月号



扇雀飴本吉 ｾ￬ 姫路工場は姫路市白浜町に、姫路市が開発を進

める食品1m工基地・ 7 リンベースの一回を占めている 。

ここには 「ペアドーム」 と名付けられた大小 2 つのド ーム

屋恨が並んでいるのが見られる 。大きい方が工場倣 ・小さ

い方が事務縦である 。大きいドームの端部には 「扇雀の培」

と呼ばれる俗があり、 m昔11には社章である雀の7 - 1 を冠

している 。

日台をほう l; f ると何故か心がね1む。 口の中に広がる心地よい

甘酸 つばさが、私達を幼い日に束の間連れて行 ってくれる

からであろうか。飴は甘い、おいしいだけでなく、その小

さなー粒の 中に優しい夢が、物語が浴け込んでいる不思議

な菓子である 。

飴に対するこのイメージをそのまま、飴を生産する工場建

築にオーバーラ ップさせている 。 ドーム屋恨は飴の持つま

ろやかさをイメ ー ジするものである 。 ドーム毘恨は rll lk;Jilで

あるが故に穏やかに、ソフトに空間を規定し、印象的なス

カイラインを創 出 している 。大小のドーム屋恨は手をつな

ぐ親子、寄り添う恋人のように並んでいる 。

そして、その先には扇雀の絡が立ち、 i隼むべき方向を 示す

灯台のように見える 。 ここは工場見学ルートの終点で瀬戸

内海を望むことができる 。 さらに、羽ばたく ｴ｜ｾ を思わせる

吊構造の庇、 m線ならぬ欽告に止ま って羽を休める雀のサ

インなどがデザインされている 。飴と同じように、見る人

の気持に作用し、何かを諮りかけ、また思い出させてくれ

る建築ー 印象的で物語性のある ，建築ー を目ざすものである 。

この工場から生み出された小さな一粒が再び私達に( ましい

夢を見させてくれれば幸 いである 。

( 石脇志郎 ・高山司郎/ 大，建設計設計室 )

所 在 地 兵 庫 県 姫 路市 白浜町字常盤新開甲 841 - 33

敷地 面積 10，0∞.63m' 

建築面積 4，845 .88m'  

延床 面積 6，506 .89  m' 

構造規模 5 及び RC 、3 F

工 期 昭和 63年|日月 一平成元年 6 月

最 寄 駅 J R姫路駅、 山陽電鉄白浜ノ宮駅

撮 影 宮 前 写 真 場

工品川車見学者通路

工場fJ lt 北京商外観

工場棟北部外観

事務機北西f(1I 外観

13 



Gal l er y  

まち・建築・ひと
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!  ｾ ｾ＠

ス ポ ーツ 施 段 参品

ヒ， .ナ

壱

主℃

参

壱 晶 神戸のつつじケ丘、桃山台をみおろす高台に建つ、その名もロイヤ J レヒル

・81 テニスクラブ、地域の コミュニケ ーションの場として、大きな屋根の下

で、集うようにと 。

ヲ ， . ナ

弐 品 箕面 ゴルフクラブのゴルフ場施設の一部を改造、増築して、ヴィラベルテ

ニスクラブ と言う その名の響きの如〈清楚に 。

会 話 プ ー ル ・アスレチ ック・ エア ロビクス・ラケ ッ トボールなど 、今 にも弾け、

飛んで行ってしまいそうなものをコンクリ ー トで包みこんで、表面に 少 し

色をつけたスポーツスク エア一、スタ ーサ ップ。 清水勝年

ｾ＠

吾22

主Eミ

清水勝年( しみず・かっと し) 1944生

1963 大阪市立都島工業高等学校建築科卒業

笠谷工務庖設計部 1  

辰野，膏隆建築事務所 |  

河井建築設計事務所在職J

1974 ア トリエ S アンド S 一級建築士事務所設立

1976 鮒 清水建築事務所に改組、現在に至る

企画編集 作 品 作風小 委 員 会 北 漂 修-

j量 影 磯部 ，膏
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bei ng 2  居 直 り の 来 て に

being という言葉は、存在を証しするものが 街角には、微笑ましい建物や楽しい街飾り

行為であることを明示すると同時に、生命を も増えてきました 。 ここでは、現代という時

得て実存する人間をも両義します 。 の流れが忘れ去ろうとしていた 人間的行為 ( b

このシリーズではbei ngが持つ意味と問機に、 eing) をと りあげ、心の栄養にしていただきた

行為( 作品) と作者をとりあげ、ビジュアルに いと考えています 。

紹 介 しようとするものです 。 A R T IS  F OR  T HE  S PI RI T! ! と叫びながら

Less is Mor eという標語が 出来て 50年 が 過 夢の 中 で走り続ける真赤なル ビー の心臓をし

ぎ、 Less is Bore と郷捻されてからも 20年 が た彫刻家水 口フスキ ー は輝ける being です( 第

過ぎました 。 3 回) 。コ ンク リー 卜を手ずから打つ建築家 、

bei ngl l  

) 11役 立

'". 

'"‘ 

It 湖町a 7ロジェクト



探偵団を組織 する建築家 、伝統 は創造するこ

とによって守られると獅子奮迅する陶芸家・・・

等々 。

bei ng というシリーズが始まって 2 年余り、

そして 13回を数えました 。 ここにそれを回顧

し、改めてシリーズが意図するところをお伝

えしたいと考えました 。 そして、 10月号から

は見開き 2 頁でご紹介して い きます 。

bei ng編集幹事会一同

地場注業の伝統をJ } ; リる 一一一鬼 瓦

be的99

布・が・う・た・う・人

bei ng ワ

路 よ 観 察

，. ; . . " け円札、対仰' "

。z 、

ti  

掴

吋?

""'l 見守，一‘・・ω、"‘ "・"院 Ｇ‘ｾ＠ I，. - ; " " : J  

t:-.:'‘"1.. ｾ ・・Ｂ・ Ｎ .働省.白・・ ..， 

‘・.. 

.，・・..‘ J"'''. バ，.. ド電・1....(.τ ゆ t " .，f......

.-r ｾＱ，Ｎ首・ ｡ ・Ｂ‘ＧＢ‘・、 ＧＮＢｦ［ＢＡ ・ ｡ ・Ｎ ｾ＠ ，，-I.-，t;‘ 

.." .  
，..:-‘・:::11.-， ｾ・＾・ ＮＮＮ， Ｎ Ｎ ｾ・《・Ｎ

.・・・・.‘1"('"・・

h

w

一蟹

bei ng 8  

安 原 盛 彦
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L 上 山 止J 己 止 と
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• 

企 画 会 員 企 画小委員会

Director  T.  REI KO  

Photgrapher M.  MI Z OC UTI  
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- 写真と 概要を ど しど しお送り下さい 。

E E田 園
凡例 a . 所在地 b  敷地面積 c  建築面積 d. 延床面積 e  .  *構造規悦 f . 工期 g. 最 寄駅

2250 佐 賀 東 邦 生 命 ビ ル

設 計 : 末松設計事務所

施 工 : 奥村組 ・松尾建設 JV

a  佐賀県佐n市駅前 中央ト83

b. I ，07 J. 31111'  

c .  753. 1201'  

d . 6 ，352. 76m'  

e.  S R C、8F 、 PI

f . 昭和62年 10月ー平成元年 3 月

g .  J R長崎本線佐賀駅

2253 東 和 証 券 大 阪 ビ ル

設 計 ・ 大林組

施 工 。大林組・大末建設 J V

a  大阪市中央区今僑2- 2

b.  612. 99m'  

C .  527. 07111'  

d.  5，238. 02111'  

e .  S R C( 一部S ) 、B1F 、9 F 、P I

f  昭和63年 l 月~平成元年 3 月

g  地下鉄堺筋線北浜駅

2256 富山 駅 前 桜 町 市 街 地 再 開 発事業

設 計 。 建 築 計 画 事 務 所 和 敬

施 工 ・佐藤工 業北陸支広

a  富山市絞町 2ーl

b.  1，655. 55111'  

c .  1，463. 66111'  

d.  10 ，215.88111'  

e .  S R C、S 、B I F、7 F

[ 昭和634'- 3  J ' J - 平成元年 4 月

g .  J R北陸本総白山駅

20 挫築 と社会/ 1989年 9 月号

2251 サンハウス木曽川

設 計 : 杉本設計

施 工 : 大末建設名古屋支広

a  愛知県葉栗郡木05・川町大字黒田字商事fr 聞東ノ切41

b.  3 ，708 .4701'  

C  • 784. 78111 

d .  7，579 .3801'  

e  .  S、R C、JJ F

f  昭和62年 II 月~平成元年 3 ｽｾ＠

g .  ｊｒ 束梅道本線木 ｉｾｉ 川駅

2254 西天満大治ロイヤービル

設 計 A RI建築事務所

施 工 村本建設

a  大阪市北区西天満2- 15- 2. 3 .4

b .  217. 95111'  

C .  152. 86m'  

d .  971. 99m'  

e .  R C(一昔IIS) 、B I F 、7 F 、P I

f  昭和63年 5 月~平成元年 H J

g  地下鉄御堂筋線淀屋情駅

2257 マリントピア天橋 立

設 計 : 松 村 組 大 阪 本 庖 l 級建築士事務所

施 工 : 松 村 組 大 阪 本 庖

a  京 ｭｬ 昨 ｊ ￭Ａ Ｇ ｩｾＡ 市日出

b . I . 664. 14 m'  

585. 2401'  

d.  2，703. 48m'  

e .  RC 、 B1F 、 6 F

f . I I ! HIl 63年 4 月~平成元年 5 }.J  

g.  J Rを;九i総出 i.11)l li

2252 市 営 中 央 駐 車場

設 計 : 四日市市都市計画部営繕課 東畑建築事務所

施 工 戸田建設・日本建設J V

a  . 四日市市諏訪町 1- 5

b.  12，208 .37111'  

C .  1，540 .57m'  

d .  9，771  .76111'  

e .  S RC( 一 部P C梁) 、B2F、5F

f  昭和62年 12月~平成元年 3 月

g  近鉄名古屋線四日市駅

2255 富 山 県 立 砺 波 学 園

設 計: 富 山県建築設計監理協同組合

施 工 ー川 図工業・鷹栖建エ・市I1建 工 J V

a  栃t庄市街山 1164

b .  9 ，176. 60m'  

c .  2，291. 84m'  

d.  2，037. 55111'  

e.  R C、平家

f  昭和63年 7 月~平成元年 3 月

g .  J R城端科l砺波駅

2258 室 津 ビーチハウス

設 計 : 土 谷 重 男 + u建築企画室

施 工 : 志田建設興業

a  兵庫県 ｩ ， ｬｴ 名 ｭ［ｾｴ 淡町主i.l t

b.  2，84 1. 65m'  

c .  289.  11m'  

d.  289. 11111'  

e .  R C、 I F

f  平成元年 4 月~平成元年 7 月

g  淡路交通 Ｊ ｩｾ ｉＡ Ｎｉｻ ス ＱＧ［［



E 書孟置

古記録に地震の実像を探る

る 合 li或 の 故 か 或 い は こ の 古 境 を 横 切 る 管 田 断

層 の 活 動 に よ る も の か な ど に つ い て 、 史 学 者

と地 質 学 者 と が 論 じている。

以 |刊の二J也災 の他 、 第 12: ! i i では「笑像を把

tlil し に く い 畿 内 の 諸 地 ぷ」 と 題 し て 、 近 倣 を

'1' 心 と し た 地 域 に お け る い く つ か の地 浪 が 取

り 上 げ ら れ て い る 。 一般 に 、 近 畿 闘 に 住 む 人

々にとって、 J也ぷ は 大 き な 関心 を- 1 1 . う災害と

して f足 え ら れ て は い な い よ う に 息 わ れ る 。 こ

れ は 、 同 地域 の 近 年 の I也浪活動! 曳が比較的低

いことによると考えられるが、 ヨ Ｑ ｺｉ ｉｆ を 通 言 ｾｌ す

れ ば 、 近 畿 は 地 以と告' . F. t. まの土地 で は な く 、 む

し ろ 他 地 域 よ り は る か に 多 い 古 記 録 が 残 さ れ

て い る ことに賞者かされるであろう 。 こ の I也に

I也 ぷ に 関 す る 記 量 生 が 数 多 く 残 さ れ て い る 理 由

と し て 、 古 く か ら 政 治 、 文 化 の 中 心が あ っ た

こ と が ま ず あ げ ら れ る が 、 そ れ だ け で は な く

地 ぷ 活 動 そ の も の も 多 か っ た の で あ る 。 本 f!?

の l ドに も 、 近 畿 地 方 は 中 部 日 本 と と も に 日 本

列 Jみ で 最 も 活 断層 の多しづ也域 で あ る と い う 記

述 が み ら れ る 。

第 II 音I1各 論 で は 、 上 述 の I也渓以外 に、承手1 I

八 年 の 信 波地 良 ( 第 7 訟 ) 、元 康 二 年 の相 快

・武 蔵地 渓 ( 第 8 草 ) 、 天 保 四 年 の 庄 内 沖 地

iM ( 第 9 主主 ) の他 、 疑 惑の 諸地 誌 ( 第 10章 ) 、

訂 正 を 要 す る 諸 J也浪 ( ｾＢ ＾［Ｑ ｬ￮ 立Ｉとして数多く

の 地 誌 に 対 す る 検 討 が 、 各 執 筆 者 の そ れ ぞ れ

の 立 場 か ら 述 べ ら れ て い る 。 な お 、 抗 日I音I1史

料紙li には、本昔、を榊成する各地 ぷ 史 料 の研 究

の 過 般 に お い て 新 た に 発 見 さ れ た 新 史 料 が一

指 し て 掲 げ ら れ て い る 。

*  

宮 野 道 雄

伐 さ れ て き た 古 文 書 を 繊 く に あ た り 、 必要 な

基縫的 ｾ ｊｾｊ Ｚｲｩ を Ｔ 訟に分けて解説している 。 そ

の 主 な lλl 谷 と し て は 、 第 1 ￮ｾ では ｲ 理科年表』

所 収 の 「被告: : t 也長年表」 の成 立 と 変 選 お よ び

J也 災 規 棋 を 表 わ す マ グ ニ チ ュ ー ドM の 解 釈 の

いろい ろにつ いて述べ、ヨｾ 2  i ; i では史料の伝

Ａｾ性の吟味など理解にあた っ ての注意事項を

指摘し、釘ｾ 3 章 で は 地 民 活 動 の 地 域 的 特 性 を

地 形 ・地 質 の 視 点 か ら 論 じ 、 第 4 草 で は ttl! IJ設

構造の[ 師から近畿地万 の 断層 活 動 に つ い て 述

「古 地 誌研究会」

藤 田 和 夫/ 山 本 武 夫

松 田 時 彦/ 大 長 昭 雄

全体を通じての 印 象としては、ｾｾ 1 音11の 概

論 で は 呉 な る 専 門 分 野 に 立 つ 執 筆 者 I:¥J の表: fJL

の 差 異 が や や 気 に な っ た が 、 第 II 音11各 論 に 入

って か ら は 、 む し ろ 、 そ の 対比 が 読 み 手 に と

っ て は 快 い 刺 激 に な っ た 。 と く に 、 古 代 の 地

ぷ に 関 す る 記 述 か ら は ロ マ ン の 香 り さ え 感 じ

られて、 研 究 訟 の li! E ぃイメージを払拭してく

れる 。 従 来 の I也災 研 究 の 書 物 が 理 学 や 工 学 か

ら の ア プ ロ ー チ に 片 寄 り が ち で あ っ た の に 対

し 、 史 学 の 聞 か ら の 検 討 を 大 幅 に 取 り 入 れ た

こ の 書 物 は 、専 門 技 術 者 、 研 究 者 以 外 の 人 々

にと っ ても興住1¥未あるも の で は ないカ、と忠、う 。

このような在見点からも、 J • .J l 門前頁域iの 』キを抱主え

たより多くの方々のご Ｍｾ Ｕ Ｑ ｬＺを是非お初 ｊ めした

( 大阪市立大学生活科学部助教授)
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に お け る こ れ ま で の研 究成身長のうち、 T前F拘I寺執蒋4存I I.

以 降 に H明j片j らカか、になな. つた分が 9 つの主章E に ま と め

ら れ て い る 。 す な わ ち 、 ま ず 第 5 主主では允恭

五 年 ( 416 ) の 畿 内 地 浪 を 取 り 上 げ て い る が 、

こ れ は 我 が 国 の 文 献 ( r 日 本 的一紀 J ) に み ら れ

る 日 本 放 古 の 地 以 で あ る 。 本主主では、この地

良 の j... !:.f iJJ;Ii 也 に 関 す る 史 学 者 と し て の 見 解 を 地

災 学 者 が 受 け て 、 対 象 と な っ て い る 地 域 の 地

長 活 動 の l伺 か ら 補 足 す る 形 で ま と め ら れ て お

り 、 呉 な っ た 立 場 、 視点 か ら 一 つ の 事 象 に 取

り 組む 場 合 の 前 白 さ を l床わ う こ と が で き る 。

つづいてt . !1 6 章 で は 、 天 平 六 年 ( 734) の 畿 内

地ぷに| 剥して、仁徳 天 皇 陵 に つ ぐ 大 古 境 で あ

る応布11: ; 1 ミb J . I 竣の部分的崩壊が、 li tX.国J1:J j に お け

箸

ｊ 也 ｪ ＮｬＭｾ 災害は俊介 災者と いわれる 。 すなわち、

i}fi 与の繰キ1'1は 地以 動 に よ る 往 築 物の jji lj Jll .  !政

til などの振動被主、料! (，iiiiI 段、津波、火災等々、

多岐にわたり傾斜主でしかもそれらがi ! l i l刻 し て

発 生 す る 。 我がI J i Iで は l明治 以 来 、 近 代J也民 学:

の 発 展 の 下 で地 μ 現象の解明がi i ! i み、さらに

地 政 工 学 の 研 究 者 を中 心 と し て 耐 点 的 な 建 物

. 高I1市 の 構 造 が 追 求 さ れ て き た 。

こ の よ う な 地 誌 防 災 に | 期 す る 研 究 の 流 れ の

中 で 「過 去の 地 誌 に 学 ぶ 」 姿 勢 は 、 決 し て 目

立 た な い が 常 に 持 ち つづ け ら れ て き た と 思 う 。

既 伎 の 地 渓 は 、 多 く の 人 的 ・物的被害: のもと

に 行 わ れ た 笑 大 笑 ! 験 と み る む き も あ る 。 そ れ

だ け に 、 古 い 地 誌 の 記 録 は 何 にも換え盟!I :ぃ- Ct

I D : な資料なのである 。

隣 国 中 華 人 民 共 和 国 に お い て 、 文 ' j ' : による

記 ，肢が 残 さ れ た 故 古 の地 ぷ は 、紀 元 前 1831年

の 泰 山 地政 で あ る と い う か ら 、 そ れ に は 比 べ

る べ く も な い が 、 日 本 も 過 去 の 地 以 に i剥する

記 録 が 数 多 〈 残 さ れ て い る 点 で は 、世 界 的 に

み て 有 数 の 国 で あ る 。 我 が 国 で は 、 明 治 時 代

以 降 、 地 震 の 被 害 調 査 が 組 織 的 に 行 わ れ る よ

うにな り、 記 似 のイ言似 性 は 格 段 に 明 し た が 、

江 戸 H寺代 以前 の地 ぷ に つ い て は い く つ か の 事

ｪＹ ｉｊ を除き 、内 容が不充分であったり、伝 ｩｾ 性

に 欠 け る も の が 多 い 。

近年、 地 11主 学 会 の 中 に 「 歴 史I也呉研究会」

が 発 足 し 、 地以に| 射する古文書の発 j}:I: 、 研 究

を行い、毎年 成 長 ｾ ・を発表しているが、平成元

年 度 で 第 6 回 を 数 え る 。 そ れ と は 別 に 、 今 回

紹 介 す る 書 物 の 拝 者 逮 は 、 I也災 学 、 地 質 学 、

I也! 修学 、 考 古学、 史 学 な ど 係 々 な 分 野の 専 門

家 を 集 め て 「 古地 誌 研 究 会 」 を つ く り 、 十 数

年 米 の研 究 を 行 っ て き た と い う 。 そ の 目 指 す

と こ ろ は 、 上述 し た よ う に 武 重 な 資 料 の 宝 庫

で あ る 古 記 鉢 を 正 し く 解 釈 し 、 多 微 な 1H1J 国 を

有 す る 地 良 現 象 を 解 き q明 か し 、 防 災 対 策 に 資

す る 匁l 見 を 得 る た め の 学 際 的 研 究 の |井l妬 に あ
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つ ぎ に 、 第 II 音11各 J命では、

編 著萩 原 尊 櫨

続

古

地

震

|

|

実

像

と

虚

像

る。

r 絞 古地 iA- 尖 {象 と 虚 像』 は 、」二に述べた

r  ，1] J也 災 研 究 会」 の メ ン バ ー で あ る 地以学者、

地 形 ・地質 学 者 、 史 学 者 、 地 良 工 学 者 か ら 成

る二fi 人 に よ り 翁こわ さ れ た -占 物 で あ り 、 同 じ 執

筆 者 迷 に よる 『古 地 浜 歴 史 資 料 と 活 断 層 か

ら さ ぐ る 』 に あ2 くもグ〉である 。

本 15の 構 成 は 、 第 I 昔I1概 論 、 第 II 昔I1各論、

第 111 音11史 料 編 よ り 成 る が 、 概 論 で は 各 論 に 進

む li ij 縫 と し て 、 長 い 年 月 に わ た り 日 本 各 地 に



東海ルネサンス・対談

浜松一一魅力ある都市創り

栗 原 勝

浜 松 市 民

vs 

中 島

本 会 .lf.t i毎I 部 氏 世 知 1:)，: 教 授

くりはら まさる

1924年、三重県に生まれる 。1947i f.、

点京工業大学建築学科卒業。1948年、

浜松市役所建設昔I¥i建築諜勤務。岡市

企画調務部長 ( ' 67) ・財政部長 ( ' 69) ・

収入役 Ｈ Ｇ ＷＵ Ｉ を総て、 Ｑ ＹＷＹ 年 Ｕ 付、 ｩｊｾ

絵市長に就任、現在に至る 。

勝

川

4

r! :J .r.る 4

市長 彩、は東京工大へ行〈前は京都にいました。

今の工芸繊維大学、 昔の京都工専、松ヶ崎の。

中島 松ヶ崎の、あれはなかなかの名門て析すね。

市長 デザインをやっていましたから。

図案科へ入学しましてね。先生ご存じでしょう

か、昔、建築工芸学の方で本野精吾 (故人) とい

う先生がおられまし た。 また デザインの方ではす

でに故人となられましたが、 ドイツにも留学され

た向井究三郎という先生に図案学を学びました。

その頃、 ワルター ・グロピウ スのノ〈ウハウス運動

の話に感動を党えた ことなど忘れ られませんね。

中島 じゃ、本格的ですね。

市長 ええ、ですから 、こ のごろデザインのこ

とが、名古屋ではデザインの世界博覧会が開催さ

れていることもあ っていろいろ 言われますが、そ

の当時にいわゆるデザインの基礎的なことを勉強

したわけで、大変よい糧にな ったと思 っておりま

す。

中島 それにしましでも 、ここの市長さんにお

なりにな って、本当 に都市デザインについてです

ね、水を得たとばかり にご活躍のように承 ってお

りますけ ど。

市長 なかなか思うようにいきませんで、苦労

しているんですが、まさか、こ んなになるとは夢

にも思 っていなか ったわけで、人生というものは

わからないものですね。

中島 私は、東海道本線の浜松と新幹線の浜松

駅とに分かれてましたね。で、今から何年前にな

りますか、 9 年ほど前でしょうか。「浜松政経フォ

ーラム 」、あそこからシンポジウムをやるからとり

あえず来てくれないかということでおじゃました

のが、浜松の町を本当に知 った最初な んて' すね。

あのときのパネラーのおひとりが笑は浜松の医科

大学の学長先生 でごぎい ま した。ほかに浜松] C、

青年会談所の理事長さん なん かもパネ リス トでし

たね。でか、浜松の都市計画一一特に駅前の問題と、

新幹線の駅に東海道幹線の浜松とド y キングして、

その跡地 を何にするか、遠州鉄道の浜松釈をどう

するかとか、いろいろありましたんですが、きょ

う新幹線をお りまして 、駅前がす っかり変わりま

してね、すばらしいなと思 って。しかし 市長さん

にお目にかかるわけですから、も っと知らないと

いけないと思いまして、そこの浜松城へ上がりま

して、高いところから見てきたんですけど、なか

なか、いわゆる 一言 で言いますと 、躍進する浜松

市という感じがいたしました。

市長 いやいや、私は昔こ この旧制中学一一 工

業学校を 出 ましてね、学生時代は京都だの東京だ

のと行 っておりましたけれども、こちらへ23年に

戻りましてね、戦後すぐに。そして初め、市の建

築課へ勤めたんですよ。それが始まりなんです。

中島 なるほと:i ' J o

市長 で、製図は手なれてましたから 。戦災で

焼け野原ですから、 8 害11が本当に何もなくて、空

襲で灰に帰したものですから 、いち早〈何をやる

かというと、まず学校を建てるとか 、そういうこ

とが主だ ったわけです。それから住宅とか。そん

なようなことから始ま ったんですが。

そのとき、既に戦後の復興て叫すね、偉い方々が

浜松の復興を都市計- 函をや っていたと思う んです

ね。それが今の中心市街地の原型にな った。 それ

から 四十数年た ってきたわけです。

この問、 30年前後の市町村合併促進法による建

設計画、更に広域振興計画をはじめとして、経済

発展計画に基づ く様々な開発立法による 地域総合

計画の策定など、将来のための計画を練 ってきた

わけですが、御ゑ知の ようにテク ノポリスの指定

を59年に受け、号 |続き昨年から今年にかけて国際

コンベンシ ョン シテ{ の指定や、いわゆる頭脳立

地法によるテク ノポリスを支援する方策と しての

国際頭脳センターの指定を受けるなど、新しいこ

れからの 21i!l: 紀に向か つての骨格が形成されて き

ました。そして、いよいよ薗竜点崎ともいう べ

母都市機能の集積を駅前に実現する計画も概ねま

とま ってきました 。 そこで、この際市有の土地 L

最大限に生かすべ〈 民聞の知恵も出 していただ く

こととしました。数年前に先生がシ ンポジウムを

おやりにな ったH寺、皆さんがい ろんなことをお っ

しゃ っていただろうと思うんですが、そうい った

構想が概ねまとま ってきたという、そういうふう

な段階です。

中島 しか し、あの ときに在、が感 じました のは、

市民の人たちがコ ンペ ンシ ョン ンティ、 これでな

いといけないんだとか、やは り浜般がこれか ら生

きる道というのは、それと同時にやはりひとつの

シンボ リックなもの。よそにない個性豊かな町 を

つくる必要きがあるんじゃないか。 それはやはり駅

前の再開発だと 。 あのときにルネ ッサンスという

言葉を使 っている人がありま したよね。感心した

んですけども、しかし不思議にも期せずしてそ う

いった声が出ていたとい うことは、市民の人たち

の願いでしょうけれども、行政とい うの は非常に

難しいわけですね。行政とい うの は主導型でいい

のかどうかとい うことはやはり問題があるかもし

れませんね。

市長 ええ、そ うですね。私は浜松の成長して

きた歴史とそ の現状認識、そ ういうも のから見ま

すと、浜松は日本の国土の中で都市形成をしてき

た上て¥非常に興味ある存在だろう と思 っていま

す。 といいますのは、よ く静岡市と対比される ん

ですが、静岡は県庁所在地ですか ら、行政、政治、

そうしたものが中心的な機能をもつわけですね。

浜松はそれがないわけです。 いわゆる中枢管理機

自Eとい ったも のは弱いわけで' すね。 ところが人口

といえば静岡市 を 5 - 6 万人も凌駕 しております。

なせe だろうか、そ ういう意味 での拠点性は弱い

けれども、産業て"すね。間違 ・進取の市民性と相

ま っ て、工業 ・ 商業 ・ 農業 のよ ｾ械 が 非常に強か っ

たことが最大の理由だと，思います。今日、ピア ノ、

電子楽器等を中心とした楽総生産てーすがこれは世

界的な企業とな っておるわけですね。それからオ

ートパイを中心とする輸送用機械も世界的な企業

にな っています。繊維は、 かつ ては遠州織物と し

て名を馳せました が、最近は 、産業構造変化の も
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とで厳しい状況に置かれていますが、大変に高い 調和] を求める流れにな っていくであろうし、そう そういう意味で人材を養成していこうということ

技術を誇っております。さらにこの地は占くから、 いうことの姿を進めていく必要があるだろうと、 ですが、そ うした支援を行政がお手伝い しなけれ

天竜木材の産地 として、木材産業が盛んだ ったわ そのように考えているところです。 ばと思います。そして絶えず状況判断の中で、何

けです。それで木材を土台とした産業 ・技術が栄 中島 確かにそう て'すね。名古屋でもそうです を先取りすべきかを念頭におかないと後手にな っ

えました。機械の鋳型の原型をつくる技術とか、 が、大体中部圏というものは、物を造ることは大 てしまう。繰り返しになりますが、テクノポ リス

木工機 (最近は NC機といわれる ) の製造等大き 変うまいんですね。しかし何を宕 IJ るかというその の理念 を成功させるために、人材育成のための機

な力を持つに至 っております。 辺のところが少し弱か ったんじゃないでしょうか。 関 ・施 設である とか、広 い芳、味での快適な環境づ

またさらに最近は、テレビ生みの親として 御高 市長 そうなんて' すよ。個々の企業の技術を見 くりは重要な眼目ではないでしょうか。

名の高柳健次郎 さん (浜松が御郷里) の関係 の方々 ますと、皆やっているわけですよね。それはいま 中島 そうしますと、人材を養成しなければい

(静大工学部 ・旧浜松工専) による光技術の開発 先生がお っしゃ った 「つく ること のう まさ 」 とい けませんし 、そうい った 人材を確保しなければな

等、世界的な技術と聞い ております が、そうい う うのは、私も大変なものだと思うんです。例えば、 りませんね。

技術集積が、生産力と相ま って、1動く場として 市 エレクトロニクスの技術が開発されますと、それ 都市の中で我々はよい環境で生活したいと思い

民生活に結びついて 、浜松に人が集まる 、そ うい を援用して NC メカトロですよ、これは応用です ますが、全体的な解釈での都市生活は、あと 10年、

うことだろうと思います。さらに恵まれた 地の利、 よね、そういう意味では。それはうまいと忠、いま 21世紀になると大分変わ ってくるんじゃないかと

温暖な気候がそれを強めていると言えるでしょう。 す。それから、私達の日常生活のまわりを見渡し いうようなことが言えますね。

歴史的にみて、 50年代までの都市づくりにはそう ますと、あらゆる分野で、エレクトロニクス技術 市長 私もそれは充分に考えて い くべきだろう

した背景があ ったと思います。 の応用機器が目を見張るばかりです。 と思いますね。そういう環境づくりという意味か

私は50年代にな って、その当初の頃、これから 中島 ですけど、物づくりがうまい。これはい らい いますと、ハイテ クに 対 してハイタ ッチとい

は今までのような高度成長時代が終わ って、今ま けないという意味じ ゃな いんですけども。それを うことを言いますが、いわゆる感性ですね。そう

ではこれてよか ったかも知れないが、資源問題が もう次は何 にすべきか、どうい ったものをク リエ した環境づく りをあわせて考えな い とJ聞いのない

恨本にある中で、教育 ・福祉 ・公害 ・環境等大き イトするかというところに変えていくのが21世紀 町にな ってしまうわけですね。こ こには多くの技

な諜題とな ってきている。そうした ことから 、こ でしょうね。 術者や研究者が居りますよとい っても、こうした

れからはソフト社会に変わ っていくのではないだ 市長 一 ー と私も思いますね。 人々がどう生活するかという のは、生活していく

ろうかと考えてお りました 。そして 世界的な交流 中島 しかし、盟僑なんかへ行きますと、笠橋 上て¥ライフサイクルをどのようにしていくのか

も情報化が進むにつれて多くな って釆ょうから、 の亡 くなった市長さんともお話をする機会が よく とい うことを考えていかなければならないと思い

そういう人たちの受入れの環境づくりも考えなけ あったんですが、昔のことをお っ しゃる んです よ。 ます。

ればいけ ない。 浜松との対比 をいつもお っ しゃるんですね。 つまり 研究者であるとか、技術者であると 同時

産業構造の面では 、これか らどのように変 わ っ 浜松はどんどん伸びているし、現在も伸びて 、 に人間 らしい生活の在り様や、それを含む あ るい

ていくか 、その辺を見直してみる必要があるので これからも伸びるかもしれない。あれは浜松高等 はとり巻く環境の笠さが問われているということ

はないか。そのためには、 地元企業の皆さんによ 工業を浜松と豊慌が誘致合戦をして、豊橋が負け ではないでしょうか。

る議論をしていただきーもちろん専門家の助言 も ましたと。浜松が現在やはり浜松高等工業という この地域にあ っては 、浜名湖の 自然、山も近 い、

得ながら どうあるべきかを検討することが重要 技術的な面の非常に社会 に対する貢献が近い将来 森林があり、海があり、そうした環境を長い目で

なことではないかと縫起 して おりました 。 そのた くるんじゃ ないか、というようなことを 言 ってお みて 、 いわゆる本当の定、味のリゾートという↑ 央適

め具体的に 「地械における産業構造の将来像」と られましたけれども、機かにベースにそうい った 空間の計画を考えたいと思います。つまり快適に

いった テ ー ? で、その作業 に取りか かろうと して 学問的な学術的な、またそのソーシャルス トック 住めるという居住環境 (定住地) であ りたいと恩

おりました。 があ ったということも、これは浜松が強みですね。 うわけです。

ちょうどその頃、テ クノポリス政策 (高度技術 市長 これは、明 治の時代に政府の文教政策、

集積都市建設構恕) が打出されてきました。いろ それが産業政策に結びついているわけですね。 で

.  .雪... 、 I I ・・. • .雪
いろ内容を研究すると 、今 日までのこ の地域の産 すから、そういうことを歴史的 に顧みますと、そ 人 間 王 俸 の 立 場

業発展の土台とな った技術の蓄積、それぞれの時 れは高等工業学校があ ったというのは力が大きい。

代の要請に対応するたゆまざる技術改革の歴史を 高柳健次郎さんも、ここでイの字をつく ったので

考えると、ここに誕われている理念 (サブタイト すからね。その伝統が今日も生きているわけです 市長 そういう環境を考えますと、今、進めて

ルには 「新しい技術と文化に根ざした町づく り」 から。 おります浜名湖て' の頭脳公圏構想、は、浜名湖とい

とあります) は、あるべき将来の道 を示唆してい 中島 テレビの第 l 号ですから。 う自然の美しさ 、海のもつ12かさを最大限に生か

ると思いました 。 市長 ですから、今まで申し上げた中で、これ すという発想によるものですが、私はその計画の

浜松の これからの行き方というのは、どういう からハイテクといわれる時代にどういう対応を考 内容や奥行 ・幅をもたせるなど、計画を更に高め

姿がベターなのか、政策的に、いろいろ資料の積 えるか、それには学術研究機関であるとか、産業 るためには、浜名湖周辺全て、また天竜川から南

み上げ、また検討しなが ら第 3 1.大の本市の総合計 技術の上で時代の先取りの先導役を果たしていく 信州、|そして 三河地域や将来構想の伊勢湾架橋など

函の作業も並行して進めている時期でもありまし ようなことを考えることが重要なことではないで を視野にいれていきたい。もちろん 、道路交通ネ

たので、それらとの盤合を図りながら、総合計画 しょうか。 ッ トワーク の箆備とか情報通信と かありますが、

を「産業と文化 の調和 ある豊かな 人間都市」と謡 21世紀はそれを求めていく 時 代fごと思いますか 要は人間主体の立場から、住みよい環境づくりを

つて、策定 したわけです。 それは今 お話しした よ ら、今その用意 をしておかな ければならないと思 することが大切だろう 、そんな ことを考えたり し

うなよって来るゆえんと、今後のソフ ト社会への いますね。この頃言われるリサーチコア ( テクノ ます。

変化 という方向を考え合わせていくと、文化 との ポリス構想の 中で提示さ れております) など も、 中島 ところで、浜松にはヤマハて" すね。まあ

23 



ヤマハだとか河合がや っているんですが、ああい ト都市という意味でい えば、音楽をひとつの柱に がこんなことを言 っていますね。「人聞の欲望とい

う「音」の問題がですね、っくりあげていかれる しようというわけですからね。 うのは、 一番底辺は食べること、住むことだと。

工場がたくさんあるわけですね。確かに人聞の感 中島 ところで、こちらには「姫街道」という、 その次は、そうい ったある程度の欲望が満たされ

性をかき立てるようなものなんですけども、それ 本当に歴史を伝えてくれるいい道がありますね。 ますと、その上位の欲望にや っぱり向くんだ」と。

を支える音楽の大学というのはないんで“ すね。 先ほどお城へ上がりましたけれども、なかなか これはだれしも考えることですが、そういったこ

市長 妓念、ながら音楽大学というものはありま や っぱり石垣一つ見ましても、何かその当時のこ とを少し町づくりの中で敷併しますと、都市基盤

せん。将来の課題です。今ありますのは、信愛学 とを語 ってくれるような雰囲気がありまして、何 整備というのは、これはやはり人間の欲望という

凶高等学校の音楽やl です。放近、優秀なオ ペ ラ払 かこう浜松はそうい った古いのと新しいのがうま ものに今最低限度これは必要なものだということ

手が出ていると| 甘い、ております。昨年今年と、現 〈調和しているような気がするんですよね。 て' すね。その上の上位の要望というのは、やはり

代音楽の最高峰といわれておりますポスト ンにあ 市長 私も建築、都市計画という私がやってき 都市に美しさを求めることですね。ですからいま

るパークリー音楽大学による夏期セミナーが本市 た目で見ておりますが、そういう性格を持ってい 市長さんがお っしゃったように、やっぱ りフ 7 ';1 

で開催されておりますが、こうしたことを着実に るように思います。歴史遺産というべきものでし ションというようなことを、ただ単に着飾るだと

積み上げていくことも、課題取り組みの一つの方 ょう。 かあるいは建物をきれいにするということ、これ

法でもあろうかと思います。 たまたま、テクノポリスの表題を謡えというわ は当然ですが、その中にやはり人間が人をつくっ

けで、「音と光と色の未来都市」とい っているんで てくれるわけですね、そうい った環境が必要です

すよ。 ね。

「音楽のまちづくり」
中島 それはいい。 市長 そうで" すね。

中島 そういう意味で私は新しい浜松の駅をお

りましてから、真正面を見ましたら、これは「浜

市長 と こ ろ で 、 舗 で は 10年 前 、 附 は 楽 器 音と光と色の未来都市 松」 と大分雰囲気が変わ ってきたなというような

の町として世界に類のない楽務生産の都市ーそれ

は情報発信の基地でもあるわけで とともに音楽

の町にしたいという l傾いをもちまし た。

音楽ホールを建設することも不可欠なことです

が、市民が音楽に肌で親しみ、参加する環境を高1)

ることも、も っ と大切なことと考え、ちょうど54

年が国際児童年に当たりましたこともあり、その

記念事業として、子供たちのための音楽祭をスタ

ートさせよう、そして将来、国際的な音楽祭がで

きるような町にしたい。二つ目には 、記念児童文

庫を創設しよう、この児童文庫は基金を設定して、

その果実で毎年児童ーのための図書を購入し、併せ

て市内どこでも利用できる体制にしようという事

業でした。

音楽祭は今年で10年 たつわけですが 、その聞に

その輸は広が って、中学生、高校生、一般市民の

各種の音楽団体の参加というように発展してきま

した。 一方、立派なコンサートホールが欲しいと

いう市民の声も大きくな ってまいりましたので、

今 、駅前東街区に 多目的ホールや音楽志向のホー

ルの建設に向けて踏み切 ったところです。こうし

た経過の中で、県知弓5さんも静岡県として、国際

的な、どこへ出しでも恥ずかしくない音楽堂を建

設しようという発案をされました 。県の立場から

今、その構想、が検討されておりますが、音楽文化

振興のため、大変心強く思 っているところです。

中島 ああ、そうですか。

市長 もろ手を挙げて賛成しました。私は 10年

一市長にな ってか らの夢ですから、ょうやくここ

まで来まして、今ふるさと岩1) 成卒業が提喝されま

したので、もちろん 「音楽のまちづくり」という

のを出しました。「広げる 、育 てる、奏でる 」とい

うのが目標です。要するに今のハイテクに対する

ハイタ ッチの中て¥これからもソフト社会、ソフ
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市長 光は、要するにオプトエレクトロニクス

一光産業ですね。それから映像ですよ、テレビと

か、そういう映像。それから音は楽器が盛んです

から、音の関係ですね。色というのはフ 7 ';1 ンヨ

ンなんです。デザインなんです。つまりも っとも

っと私は繊維協会の方、繊維や、染色の方とかね、

町の商業デザインの方々に期待しますのは、これ

だけの隠れた潜んでいる資源を持 っているのです

から、人々の心の中に、いわゆるデザイン 7 イン

ドを。つまり、 一つひとつに形があり、色がある

という、それだけの認識を持てば、浜松はも っと

きれいになるんじゃないか。そういうことを一生

懸命やろうじゃないかと。今聞かれている名古屋

のデザイン博はなかなか評判もよいようですから、

名古屋のデザイン博は、せ'ひとも見たいですね。

中島 せがひひとつ。夜、もかかわ っておりますけ

れども。

市長 ああ 、 そうですか。

中島 しかし、アメリカの心理学者の 7 スロー

感じがしたんですが、浜松の悶有の美しさ、個性

というのは 一体何だろうかと. 患 って、ちょ っ と戸

惑 ったりしたんですけれども、これからおっくり

になるんだろうと思います。

市長 ょうやく緒についてきたと思いますから。

駅前もね、私の方でいち早〈、全国で 9 番目と言

っていましたが、景観条例 というのをつく ったん

です。

中島 そうですか、それは結構て' すね。

市長 制定しまして、昨年その中で具体的事業

としまして、駅前周辺を景観地区として、色彩も

余りけばけばしいものは避けて、周辺とのバラン

スを配慮するとか、総合設計的な手法でや ってい

ただくとか、建築物は美しくデザインをしてほし

い、周辺 irf 観へのぬ' 与とかい うような希望と期

待を込めての行政指導と同時に、そんな考え方で

初めての都市景観賞を設定しました。初めての設

定ということもありましたので、すでに条例制定

以前か らそうした配@: のもとに建設され、先導的

な仕ｾｪＺをされた事業主もあり、また個人の方々も

ありましたので、自薦 ・他府j の作品を選定の対象

としたのです。審査には、建築学会の会長もして

おられ、建築、デザイン のエキスパートでもあら

れる清家清先生に委員長をお願いし、地元の関係

皆さんに委員として参加していただきました。

中島 それはいいことて'すね。

市長 作品は40数件に及びました。いずれも優

れた作品揃いでしたが、景観1 ' t は 10人の方が受賞

されました 。 こ うしたことも 一つの努力だと思い

ます。小さな田舎にある町工場でもデザインに工

夫された立派な作品がある。住宅にもそれぞれに

主張があ って楽しい作品があります。

中島 や っぱりそういうものを見出すというこ

とは、それをおっくりにな ったn に対する誇りを



認めるわけですから。

市長 そうです。設計者とその施主ですね、施

行者。これの両方に貨をあげるんですから。それ

はね、建築士の理解がなか ったらできないですか

旬。

中島 それとやはり、クライアントのご理解も

必要ですね。

市長 そうで・すね。建築主の理解、さきにも申

し上げたようにその理解は重要なことですね。

私も若い時代、時々設計を依頼されたこともあ

りましたが、建てようとする建築主からいろいろ

注文がある ( それは 当然のことですが) 。それに対

して設計者がそれなりにいろいろな提案やデザイ

ンを示す。デザインの方は余り評価されないこと

がしばしばあります。せ っかちな説明は難しいで

すが、建築における機能とデザインが融合して、

いいものはいいという評価がほしいと思 ったこと

がよくあり ました。

少し話が転じますが、この数年、鉄道高架とか

市街地中心の機能を高めるための基盤整備として、

駅前広場をはじめとする区画整理事業とか、再開

発事業を進めてきました 。先程来申し上げてきま

した都市美、景観等にも配慮しながら実施 してき

ました。お陰で、駅広場から西側の街区で公共の

仕事は大慨にな って、今、民間の皆さんが主体と

なって再開発事業が進められております。今後残

されておりますのは、東街区の開発整備でありま

すが、これまでの整備の中で、大変な栄誉だと患

っておりますのは、駅前の最観や緑化事業に対し

て、経済同友会賞、内閣総理大臣賞 (みどりの都

市賞) や景観賞として建設大臣賞をはじめ、県が

定めた長一観賞にサンクンガーデンが最優秀賞に、

また、ふるさと 50選に選ばれるなどしたことで、

今までの努力がそれなりに認めていただいたとい

うこと です。

もちろん市民の理解と協力がなければできない

ことであり、浜松の顔づく りを目指す事業に対す

る評価に感謝しております。

そこで、私は思、うのですが、浜松が灰燈に帰し

た中から、これだけの基盤が整備されてきて、こ

れから更に面的な受備に入 っていかなければなら

ない、そうした中で個々の建築というのはいろい

ろな規制はあるけれども少しずつでも美しくな っ

てい ってほしい。建築やデザインはその時代、歴

史の鏡といわれますよ うに 、そ の時代の主張があ

りますよね。なんでもかでもいいのではなく、そ

れぞれの建築主張、都市計画 ( いわゆるアーパン

デザイン ) とか環境デザイ ンとかあると思います。

そうしたものを創造していく建築家が、建築や都

市を哲学しながら新しい形を現出していく。

私どもの住むこの地にもたくさんの建築家がい

ます。この方々とお互いに刺激しあい、勉強しあ

いながら、行政も理解を深めながら、新しく、美

しく、住みよい街づくりのために努力し、ある意

l床では 一歩進んだ先導的な役割を果たしていくこ

とも必要ではないかとそんなことを考えますね。

中島 や っぱ り、そうい ったことが、先導的役

割lを果たしていただきましたら、 一般の市民の方々

が、それに対して感動を得まして、そしてや っぱ

り美しい周辺の環境をつくる、そうい った一つの

旗手にならなきゃいけないという気持ちになると

思いますね。

市長 ですから、地元にいら っ しゃる建築設計

家の方々も勉強されますしね、それか らいい設計

を個々のものにはやっていらっしゃいますよ。そ

ういうことが私は町を美しくしていく大切な要件

だと恩います。今日までの日本の都市づくりの流

れの中では、どうしても都市計画・道路という発

想だ ったと私は思うんですね。それはもちろん基

礎的な機能ですから大事なことなんですけども、

今度は上に建 って いくものが一つひとつがきれい

浜松減天三'J' llfJ

でないといけませんから。

中島 そういうことて' すね。で、浜松市では都

市景観条例をおっ くりになっ たわけですが、私は

実は岡崎市の者11市景観の方の委員をやっているん

です。そのときに、やはりこうい ったことを提言

しまして条例をつく ってもらったんですが、市が

重点的にここは最観をよくしていこう、景観創出

のエリアを考えましょう。もう一つは 、市民が自

主的に私どもの生活環境、こう い ったところは自

主的に景観をよくしましようというような申し出

があ ったときには、市はそれを記、めましようとい

うような ことをやりまし て、大変成功していると

思うんですね。しかし、それは岡崎市というテリ

トリーだけ じゃなくて、その 中につ くられる鉄道

にしましても、道路にしましでも、建設省がおっ

くりになっていますけれども 、歩道僑て・すね、 オ

ーバーブ リ y ジ、あれなんかも建設省の国土工事

事務所の方から、こうい ったデザインをしたんで

すが、これでよ ろ しいですか、ちょ っと御意見を

聞かせてほしいとかい って、僕のところへ時々お

いでになるんです。ですから、や っぱ り市の姿勢、

市の姿勢ということは市民の姿勢ですね、そうい

った方向性がきち っと出てきますと、いろんな方々

が協力してくれるということ。これは、大きな成

果ですね。

市長 やはり大きな関心をね。ですから婦人の

方々にもいろいろとお話しする機会がありますが

ね、皆さん町を歩いていて、漠然と歩いているの

ではなく、このごろはアーケードをきれいにした

り、歩道にもいろいろ彫刻が入 ったような足もと

を見て歩いたりすると、それがどんなデザインを

しているか、あるいは庖舗のウイ ン ドーはどんな

ディスプレイがされているか、そういう細: かな、

広告、ポスター 1枚にも町の美観にそ っているか、

そういう目で見ていきたいものですなどと。

中島 ああ、さ っきもお っ しゃ っておられます

1'J。

しかし、女性の方々は非常にそういう色彩感覚

は小さいときからトレーニングを受けていますか

らうまいんですね。

市長 私は京都の向井究三自11さん時代に、君達、

百貨庖一一あの当時ですよ、昭和17年ごろですか

ね、時々百貨庖へ行 って見た方がいい。それは、

婦人服のところと、着物と、男子の服とここを見

るわけです。それはね、男の服というと、グレー

にカーキ色か白か黒か紺か、そんなもんだという

わけですよ。女性のところへ行ってみろというの

は、その時代そのときの色が、あらゆるものがひ

とつの流行、 7 7  Ｇｾ＠ o / ョンとしてある。その移り

変わりをデ y サンをするだけでも大変な収穫にな

ると。そういうことを教えてくれたんです。

中島 京都には大丸が、高島屋、藤井大丸て、し

よう。駅前へ行きますと、京都丸物、今は近鉄に

なりましたけどね。

市長 やはり女性の目で見た町というのは、男

性とは違 ったソフトなものをつくると恩いますし、

ユーザーとい う立場から言 えば、極めて現実的な

物のとらえ方をされますから、そういうことも私

は大事 じゃないですかということを申し上げたり

するんですけどもね 。

中島 いや、非常にユニークな市長さんの町づ

くりの考えというのは、本当に敬服し、たします。

市長 いえいえ、少しでも自分が学んだことが

生かされればなと思うだけて' す。行政ですから ね。

そうはいきませんけども。

中島 しかし、そうい った姿勢をお持ちですと、

それが理解して くれる方、そうい ったものをとう

っかんでい くかということでしょうけどもね。幸

い町づくりで、よい町をつくろうということはだ

れしも反対がないと思います。それをうまくひと

つ、せ前ひ御指導いただきまして・ 1

本日は長時間本当にどうもありがとうございま

した。ますますのご活躍をお祈りいたしたいと思

います。

( とき 1989
1
1' 7 月 4 日 とこ ろ 浜松市役所市長室)
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一宮市博物館

所 イl ' j也 一 応 市 大 和 町 妙 ! M _L，!j ' 2390

設 計一件 ｬ 升 ｈ 召政 ｩｬｬ Ｊ 設計 Ｇｉｾ 務所

- 't;"f 市 建築 tm建 築 住 宅 課

施 工 竹 中 中 村工 業 建 設 共 同 企 業 体

敷 地 l(ijfi'[ 9 ，2 15 .  61 m'  

処 ｾｉＨｲｩ 千 ｬ Ｇ ｴ 2 . 486 .1 9m'  

延 床 I(II 秘 4 ，6 16 .1 5111 

規 模 地 下 1 1沼 地J ' . 21府 併 記 1 1; 苦

情 iiE 鉄筋コンクリート iit

- ll' 11鉄fi 鉄筋コン 7 リート ii E

竣 工 1987年 10 )J

南北朝H寺代の自IJ 建と伝えられる尾張の

名刺、長 jゐ山妙、興報恩禅寺の樹木は修治:

とし 、こ の中に搭E頁がその尾似の去に1 I ) t

夏の日 芥れの西日をうけていた 。物静か

なft; t も、茜色に染ダコられたなかで、 っく

L  じ皐

つく 法師 の声 までが、こ の I'ij. 寂に公を自己

って いるかのように，思える 。

この妙興ミ干の森の木の間除れに紋もこを

行 ｩ した半円形と、その奥に為Ｚ倣のｾ似を

51!.た 。 しかし 、樹間か らは 、i; !i - いベージ

ュ色のタ イルに深みを党えさせるのは、

凸型の表面をも って いるからであること

を知った 。 この，建物は、地上 2 [ ; 皆建、森

よりも低くおさえ、森の 中に共存してい

るか の ように伺える 。設計者の 内井昭 i後

氏は、 設計の コンセフトのーっとして 、

土地に連続した建築 の形態をつくる ( 創

る) と いうことであ った 。 これは建築の

中に自然を生かす、 ということであると

話されているが、見 Ｇ ｊＧ ［ に ｾｉｊｩ 遣された 。

東 海 の 建 築 マ ッ プ一 一 東海支部建築マップ小委員会 一 一 景観としての建築

R A K A M 

li 来から繊維のまちとして栄えてきた ンを 通して、盟かな生活段岐を柄創 作、

この尾伝一山市は、オイルショ ック以後 、 生産" の一環する建物が出現した 。

jij 十イ1: j 也 - ";' ;"J 秋 1); O:lII f .l>ii 1); 0:' r: '1' i芭83 得 地 1J ，':[1製品の輸入明大、円高による輸n¥減 オーナ ーの コンセフト の一つに 、昼休

設 計 C &Ci設計
少と、 一 11与JYJ の よ うな | 盗践は見 られなし、 。 みには庭の 木訟で公泌ヵ、でき 、街行 く人

施 工 長 谷 川 I T A:ii I，li

ｾｊｈ 山 ＱＨｬｩｦ ｬＧＱ 612. 50111 

愛知県では、起死| 旦|生とテザインセ ンタ びととは大きく |井Jii!l: された，会越しに 、紘

挫 築 Ifli ti1 293. 25111 

一を設 問し、指導、再生に ｾｉ ｊＡ 起て 、ある 。 を挟んでの対話の出米る笠 11¥1であ った。

延 床 Iflih'[ 6 21. 87m 
とかく 、脱飢とまでいかなくとも、この これは、建物と自然 との共生 、人と人

縦 悦 I也J ' . 31; 符 言葉からくるイメージは甚だ ｉｉｾ ， 、。 この との協調杢聞の創 造 をめさしたものであ

情 造鉄筋コンクリート巡

ときに、この建物一 一ファ y ションから る。 この よ つな柄引砂がい 1[;" として自IJ

峻 工 1987年 8 )J 

インテリアに至るトータルな刺繍テーザイ リ出 され 、優れた対観 をもたらした 。
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選ぴ抜かれた条件

新乾式工法 ・セラブリ、ソク

セラブリ y クは、きわめて簡単な地工によ

って、美しい f:l : J_: りのレンカ 外壁を可能に

しました 。 この外壁材は、ベース 20 という

特殊設計された下地ノ、ネルと、特殊 ｉｦ ［ ｾｫ に

焼成されたレ ンガタイルによ って桃成され 、

木造 ・鉄骨造 、 またまJitlS . 改築にとi i &応純

聞はひろく、工mJ の短縮、省、力化によるコ

ス トダウン等 の様々な魅力を持ちます。 セ

ラミ ック素材と下 J也ノ、ネルの二重情造は、

耐久 ・耐候 ・耐水 ・耐長 ・耐凍筈性等、現

代建築が要求する性能を i，，!. j たし、防火認定

も取得しました 。 この新しい乾式工法、セ

ラブリ y クの活用をぜひご検討ください 。

ｾｵｮｩｳｾｩｲｯ＠ PS 

国 代 耐 史 工 鑓 商

志 社 ・〒 ' 89 調 戸 市 上 本 町 時6 T EL. (OS61 )叫 -1 122

東 京 ・〒 103 中 央 巨 日 本構 茅 ‘ 町2- 16ー10 T EL. (03)  667. 目 岨

大 阪 ・干 540 大 阻 市 中 央区 内 本 町2ート 19 T EL ( 06)  942- 4177 

名 古 屋 ・干 ' 89 湘 戸 市 呂 田 出 町2 T EL. (OS61 )柑 1171

仙 さ ・干 981 仙 台 市 膏 葉 区 東 閉 宮 H ・15 106号 T E L.( 022) 273- 8389  

償 埠 ・〒 221 横 浜 市 神 奈 川 区 台 町 13- 8 日6号 T E L.(0. S)321 - 9246 

植 岡 ・干 81 卜23 絢ali! a置町大字袖璃字石橋 116- 1 T E L.(092) 622- 8797  

114えれんが協会会 ii

后舗繁栄の情報・企画・設計-

S P A C:a 
K A T O BI 5 0  

力卜ウ美装株式会社

志 位 名古屋市i!! i{&JII 白IJ N' - I スベスビル 〒4511Et 052 ぉ5-1 i!53代

名古. l lf . ;f:1B 各百痩南西巨月四百 ｕ ＿Ｋｉ スヘースヒ ｊ レ 〒 ＴＵＱＱｅｬ 限定総 ｓＭｬｾｬ 代

"  周 防伺市実磨町2-3- 1 ，1-1. .. ゐやヒル7F 〒430 TEl 田42-55 医あ. <t

金 沢 会J弓南高民間卜36 " ヒル' F 〒蛇o TEL0762-21ーまDJ <t

滅 総 ' " 松市沼山町325 団 旗 谷 ピJI，. 4F .lt; 8 〒a J IEl 血34-52 回11代

ス 鰻 " . ' 区観 大隠市中央区E 町1- ) - l 鎗 工ヒル6F 〒541 r札 価 21をぞ:li 11t

li • ｲＮ｡ Ｚ Ｑ 南 西 Ｂ ，Ｂ町 ＹＭＱＳｾ Ｑ｜ ｍ ピル ｉ ｆ C 〒認も rEl. OI7S 日・日加7"

1慮髭理包 :'- $' - "j( 山市1: 11.1118-2 〒4刷 rEl. OS田 67-0947代

カトウ美装グループ

株式会社東京スペース

司区 II 東摂I i tp!R1882区働人 "町3-6-9 引 田 TEl . 03守田9-<<四 1t

各省贋. 務断各省慶市tpHI8s M3-12- leη !Eピ}j，2F 干d羽 rEl 隠2 日トJ n; >i t

; ! 沢 温 婦 斯 石川県書沢市高周町卜36 ・HピJL. 4F 〒920 IEl 0762-21-5刷>i t

梱 観 原 工 ・ p・奈川軍制自慢棟割' " 下3-11 〒2筒 T且 血17・7 H45Ht

S P A C E  J A P A N C O.. LTO.  

港 ｾ ， 巨 ｆ 凶 ＱＱ 印国米巨 ｋｯｲ 酬 ｉｉｇ｡ｲ 印明。岨 ｲｲｹ ｂ｡ 什蜘 Ｎ ｋ 朋 Ｘ TEL5 田a民. .  
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. 大先輩に聞く

平固定男

関西の構造設計事務所の草分け的な存在である 側平田建築構造研

究所を訪問し、代表である平田先生( 以下敬称略) のお話しを聞か

せていただきました 。一言一言、言葉を選らばれながら私たちの質

問にお 答えになる先生には、構造実務者としての今までの経験と自

れ も

{ 言力、勺くる重みや迫力を感じ深い印象をもちました 。

生いたち

大正 8 年、高知県の西部を jたれる凶万イ川の河口にある下回とい

う問に生まれる 。子供の頃の建築へ進むき っかけについては、
「全

くなか ったというのが正雄な答だと思う 」。という様に、生まれたと

ころは欽道もない回答で 小学 生 ・中学生時代にビルというものを見

た記憶ヵ、なく、1 ，! ' ; にも建築へ進むとは思 っていなか った。父は小学

校の校長であり子{共を教師にしたいという希望があ った様であるが、

むしろ親戚に医者が多いことや助 言 もあり、旧制高校に進みドイツ

語を中心に勉強をする 。 しかし家の経済的なことも起こり 、卒業す

るときには進路変更せざるをえなくなる 。 そこで、たまたま数学を

勉強していないこともあり 、数学の少ない学科は建築事| だろうとい

う覧当をつけ建築の方へ進む結果となり大学へ進む 。

学生時代

京都大学の，i ] ; 築学科に入学した昭和 15年当時は、太平洋戦争 の哀

只中であり、もののない時代、本のない H寺代の中、不自由をしなが

らも H召和 17年 9 月に半年早〈卒業することになる 。大学では村ii主を

専攻せず森田 ｅ ｴＭ Ｍ 先生の下て Ｂ ｾ Ｍ ｉ 国 ｩ ｩｦｾ の建築論を勉 ｾ ｾｉ する 。 卒業論文

では建築のフ ァサードについて建築の令えをいかに配置すべきかと

いう 『建築構成の理論と実際』 をテー 7 とした 。 「基芸術ヲ解スルモ

ノハ坦! 論ヲ好マズ 、……・ ・殊ニ建築学ニオイテ建築構成ノ理論 カ成

28 ts 築 と社会 / 1989年 9 H号

ひらた さだお

1919  高知県中村市に生ま i L る

1942 京都大学工学部怨築学科卒業

1942 株式会社地池組に入七i

1953  平田建築設計事務所を 設立

1957 株式会社平田建築椛ili 研究所に改組

現在に至る

1970  日本建築学会特別1' l :

1982 大阪府知事11:

1987 建設大臣賞

主な 公 職

大阪府連築審査会委員、 (凶大阪府建築士会副会長、

ＨｈＩ 日本建築協会 ・ Ｈ凶 大阪 主 ｉｬ築士 Ｔｾ 務所協会 縞造

家怒談会関西支部各理事

著 書

『草自IJ の記J ( 学芸出版社 )

立スルモノテアロウカ 。 ・・・・・ 」で始まる 内容は、後年構造設計者と

して片寄りのない視野の広い建築のとらえ方をする 一つの財産にな

ったと考えられる 。余談であるが平田定男の自叙伝といえる著書「草

創 の 記』 の中に 「建築は美しくなければならない 。憐造もそれに協

力しなければならない 。構造は柱 ・梁 ・壁だけで構成された二次元

空間ではなし、 。 プロポーションのよいバランスのとれた美しい構体

は可能だ。」という 一節カ、あるが、学生時代からの- 11 した流れがあ

る様に思われる 。大学での恩師 としては、森田先生の他に構造の大

家である坂 1!(('Eji;先生と棚紙記!jt 先生が思い出で i栄〈残 っているという 。

その他 、戦時下の学生生活にあ って休み時聞のテニスも楽しい思い

出であ った。

就職そして 事務所開設へ

海軍、陸軍の技術将校へ illi む人々が多い中、坂先生の} 時めもあり

i!fl 池組へ入社する 。卒業当 1f i1は 、安井建築設計事務所とかの数える

ほどの設計事務所しかなく、 「設計事務所のない時代」 であ った。 入

社後は坂 ・棚僑先生という構造界の両巨頭がいる京大を出ているの

で、当然構造ができるだろうと思われ 、「鴻池組へ入 ったとたんに構

造計算の仕事をさされるはめとな ったu これが後に構造へと進むー

つの大きなき っかけとなる 。仕事としては、倉庫・格納庫 ・軍需工

場の建設が多か ったこともあり、初めての仕事は、大同製鋼の 30 ト

ンクレーンの走向する工場であ った。 そして棚紙先生の指導をあお

ぎながら設計を進めた 。二 番目の仕事の 200 トンクレーンの走向する

工場では本当にクレーンが動< 11寺の緊張して見ていた記憶は今でも

鮮明に残 っている 。 その後日首相 19年に鴻池組を i旦社して、軍需省に

入る 。軍需省時代は地下工場の建築を担当するヵ、すくに終戦を迎え、

昭和27年までの約 7 年聞は建築とは離れ、者II !為工専 ( 現大阪市立大

学 ) の両耳目i! i などの峨につく 。 そして、関西では皆無といえる構造設

計事務所のない If ; ' j 代に、これからの建築は、構造 ・h'¥$4: . 設備と分

業化されるであろうという見通しをたて、椛造設計事務所開設へと

進む 。 これは、助 言者より 「一 人のオールマイテ ィーの建築家の時

代は終 った。構造のス ペ ンヤ リストとして進むのは正しし、り という



中央公会堂 (秋 ) / 京都大学建築学科同人展出展

アドノ〈イスカずあ ったからだという 。

思い出に残る仕事、および人々

事務 所|品目立当時は、戦後の復興H寺で木造が多〈 、構造計算を必要

とする対象の縫物ヵ、少なか った。 ただ、 「キャバレー」が構造計算の

対象となるものであった 。 そんな中、 1 I i 皆キャバレーの 中央にある

伯をぬいて 、40 m X 40 mの大空間に建物を変更した物件が三十年を

こえる構造設計の中でも一番苦労をしたし、スリルカ、あったという 。

またこれは、戦争 中の200 トンクレーンの工4J'; に関与した こ とが大き

な自伝にな っ ていたという 。 ＴＧ［ 務所 ｬ ｾｦｊ 設後 、 昭和 ＳＲ 年に現イ Ｑ Ｚ の 事 務

所もある大阪市北区堂島へ所員を含め 5 人で移ってくるのであるが、

この場所は、仕事の上で繋がりの深か った竹眼健造先生の事務所(中

之仏 ) が j! i : くにあるためでもあ った。竹股ー先生からは 、事務所をや

っていくための建築技術以外の経営団lや経済 ・社会 ・文化 の多方町

にわたるものを教えられ、印象深いという 。 その他 日本を代表する

往築家である坂倉準三先生、村出i ' 1 i 長吾4 先生 、丹下 住tt 三先生主卒者名な

J建築家との出会いに恵まれ、それぞれ思い1 : 1 ¥に残る人々である 。 ま

た構造設計者主! ' .井善勝先生と共同でした、日本万国博基幹施設の大

屋桜も日本建築学会特別賞を受賞・したこともあり思い出に残る仕事

である 。椛ii:i の設計者から見た村里f先生、丹下先生などの巨匠につ

いての感恕はとの聞いには、 「共通していえることは 、直観的に柿j2i

に者I，f，息!を 言っ ても構造的に成り立つというものを 、きちんとつかん

でいる u ということである 。

趣味一一一 下手の効用

小 さい頃からすきだ った絵は、現イ1: も続けており 、自宅にアトリ

エを持ち、例年 5 月頃 『京都大学建築年: 科同人展』 を行な っている 。

今年で 9 凶目を数える同 人展は 出展者も 20人. fJU支に増え 、 「私のよ

うな下手な絵を 1:1"， すと 、人 が比に来てこの燥なものが展覧会に tL¥せ

るのなら向分も出してみようと 、 5 人から始めた会も 20人にふえた

のはいわゆる下手の効用である り という 。そして今から振り返 って

日本万国博基幹施般の大屋根 1970 

みると絵が好きだ ったことが 、建築に携わるき っかけとな ったのか

もしれないという 。花や J!Il¥，i 止が多い iEli 絵は 、心のあたたかみがよく

伝ってきて 、やわらかい絵という表現がふさわしい機である 。

若い人々へ、そして精進界への言葉

今の機造設計 lこ悦わる若い人々へ伝えたいことは 、f#f造の基本を

しっかり勉強しなさいということである 。 日本のfj Y i 造設計( 手法) と

いうものは非協に進歩して 学問的には非常に高いレベルにあると

思うが実務という加では疑問がある 。我が固においては 、予法が非

7首に基準化 されているために 極端に言うと少しの数学の知識さえ

あれば 、学会基i i ' ¥にそ ってやれば、一応構造設計者として世の 中に

通じる 。 それではだめで椛造力学的な基礎的な勉悩がおろそかにな

っ ている 。 その上に附造計 ｴｾＺ のコンビューター化が ｩｬｬｩ み、担任しい計

算はしてくれるのであま り勉強しなくなった、その点を大いに反省

しなければならない 。

また 、現主1ーの構j主界への意見として主張したいことは超高層建物

の鉄筋 コンクリート化に対しては、 何 らかの歯止めをしなければな

らないし 、現在の高さでー j金大地誕の洗礼をうけて再考することが

必要である 。現在 、我国の耐震設計に用いられている入力の方法に

ついても疑点が残されているし、実験方法も地24時の，建物の挙動と

はか なり かけ離れた方法で行われている様にも思われる 。 また 、高

焔! 支の膨大な量; のコンク リートに 対 して 、品質管理 、施工管理!が完

全に行 し、得るかどうかにも疑問が残されている 。等々を考ーえればl 、

鉄筋J コンク リートの超高層化には似重でなければと強制される 。 こ

の言葉は今まて ・ 構造設計の理論と実際を ＳＰ 年以上も ｉｾ ｉ ｊ 方行 っ てきた

裏付ーけにより 、はじめて 言 えることではないかと感じた 。

*  

自分の組識の若い桃造 ｾ ｉｉ 当者といっしょにお話を ｉ ｈｊ きおえ 、 弓エ務

所ーを 後にする時には 、これから 私 たちも設計を illi めるうえで理論と

笑 |僚の聞に 立ち 、きちんとしたものを 作 っていかなければむら ない

と身の引き締まる jtぃ、がしました 。

赤井富弘( 編集委員・近畿地方建設局) 記
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電磁シールドと透視性にすぐれたインテリジ‘工ント力、ラス

私たちのまわりは、情報化時代の進展にともない、政送 ・通信用fE; 皮を始め、コンピュ

タなどのO A機器などから発せられる多くの電磁波であふれています。これらのf E俄波は、

私たちの生活を支える 方で、他の電子機器の誤動作を招くなどの悪影訟を起こしてい

ます。また電極j皮の漏洩も、機密保持の上で、重要な問題になっています。これまで電磁

波を遮蔽するには、透視性や採光性を犠牲にしなければなりませんでωした。このたび旭

硝子力、開発した電磁遮蔽ガラス「デンジカット J は、電極i皮を遮蔽しながら、普通のオフィ

スと同等の快適性と透視性を保持することを可能にしました。旭硝子の「デンジカット J

は、これからのインテリジェントビルにふさわレい、確かな性能とf夫適性をお約束します。

E Ml : 建材システム

Ｍｅ 雪市 倉恒ｾｾＺ軍ｩｉｩ司雇Ｍ

FPS刀::Jt-

PRヨロ

PJ1SCI 

• 
本 社 〒 l ∞ 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内2 I  2(千 代 間 ヒ ル ) 主 庖 札 幌f i OI  I  (2  I  21  3886 ・仙 台 窓 口22 (225) 7305 ・東 京宮 03 (283)  9426 

関 東宮 03 (28319354 名 古 序 f i 052 (5831  2854 大 阪 f i 06 (3731  5870 広 島窓 口82 (2481  3737 ・偏 向 f i 092 (441 ) 4123旭硝子株n会社
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E MC建材システム

電磁遮蔽ガラスデンジカット

旭硝子株 式会社 本 社/ 干 l∞J ! ( ，;( r. n  l 代 HI 区 )L 町 内 2ート2( 干fUII ビル )

東京. ! i l[ti /〒ゆo ｊＡ ｵ ｾＺ ｲＮｦｉｔイ ｴ ｉｬｬｉＲ ｕ￮ｩｕｔ ｉ Ｍ Ｑ Ｒ Ｍ Ｑ Ｈ 新イ Ｑ 梨 ￦ｲ ヒ Ｇ ル Ｉ T E L  03 ( 283)9426 

大阪支 }，li l 干 530 k 阪 市 北 区 Z HI トト4( 阪急ターミナルピル ) T E L  06 (373)5870 

れ占匝 i 闘/ 干 450 1'，，' ili ，fj'j' 村[ 烹 r，駅4- 11 - 27(車2e. UI ビル車館 ) T E L  052(583)2854 

- はじ めに

目玉度情報化社会の到来により、彩、たちのまわり

は、紋送、通信用電波を始め、 OA機器などのコ

ンビュータｼ見 ｊ Ｚ￬Ａｊ｢機器などから発せ られる多くのｾｬｌ

U益法であふれている。これらの屯磁波は、情報化

時代の大事な位であるが、一方他の泣子機総に思

わぬ誤動作を招くなど電磁波町主主: む多発している 。

また、コンビュータからの屯磁波の ｩｾｩｩ 曳は、機

密保持のうえで重要な問題である 。 従来は、屯磁

波を遮蔽するには 、透視性や採光悦i を犠牲にせざ

るを仰なか ったが、今回i l ! ! 硝子が開発した電磁遮

前記カ' ラス「テ、ンジカント」は?正有益波を i壁画E しなカず

ら、普通のオフィスと同等の快適性、透視性を保

持ーすることが可能なカラスである 。

・特性

1  .  ｾい、屯磁遮蔽性能

- デンジ カ ットの断面図

特妹金属肢をガラス表rfli にコ ー テ ィ ン グ し、ガ

ラス周辺のアース屯極 ( アルミテープ部分) か

ら、特殊- ; : u: 導性 y ーラントを介して 、サ ッシと

屯気的な導通をもたせ、ｪ｜ｽ［いＮｾＧｬｬＮ磁シールド性能

を笑現している 。!Jtイ1:のと ころ、金属膜の耐候

性を ｬ ｪＧＨｾ保するため、ペアガラスとしているが、

単板による屯磁遮蔽の|制発む完了しており、来

春発売予定である 。

P A 3 0 :  3 0 d B(l G H z ) 屯他放を 1/ 1 ，0 0 0に減衰

P A 5 0 :  5 0 d B( l G H z )  " 江磁波を 1/ 10 0 ，000' こ減京

2  高い透視性能

特殊金属コート脱のためメ y シュ タイプめよう

に干渉紛が発生せず、快適な悦界を確保したも

のである 。

P A 3 0  : 可視光線透過半 6 0 %以上

P A 5 0  可視光線透過E不 5 0 %以上

- デンジカントPA 3 0 - デンジカントーP A5 0

室内側ガラス 室タ十組リガラス

3 .  ｾ Ｎ ｾい断熱性能、省エネルギ一刻 ｊ 梨ー

「デンジ カ ット ーP A 3 0、P A 5 0J は、ペアカラス構

造と特妹金属膜の刻j 巣により、一般の似ガラス

は勿論一般のペアカラスと比較して、はるかに

向い断熱性を持つものである 。 このため冬fF. の

眼房負不可を大幅に軽減するとともに、窓の不りと

な冷車両射や結露の防止にも大きな究ｩｊ身ｾを発郷す

るものである。

- 施 工上の注意点

Ｑ ｬｌｾ昔、遮蔽性能を発揮するためには、 「デンジカ

y 卜」のサ / / へのかかり代、室内側lの電導性シ

ー リング材の材質、サ y シ音11材と内壁のシールド

材との接続方法等、多くの自己胞が必嬰であり 、!l!!

硝子二のn任施工体制とな って いる 。

( 猪野達雄/ 建材委員)

- 図 ーl ミル・スタンダー ドによる電磁遮蔽性能

目前甘町nag憎 ti c shielding 防吋町ma問 e byMI しSTD285
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DE NJ 卜 t UT/  'A30  
- 品種と イ士機 およ び性能

光 学 的 性 能 熱的性能

品 ， . ガラス構成 空 気 層 電磁差置性能

可視光線 日 射

{ 商品名) ( " " )  (""' )  I GHz  

熱貫流率 遮蔽係数

反射率透過率 反射率透過率吸収率

(  K (直) ( S C値 )

(kcal /""hr' 'C) 

室 外 側l 室 内 側 ( %)  I  ( %)  ( %)  I  ( %)  1 ( % )  

卜土

2. 11 0 . 55 

F L 6+ A + DS 6  - 30d B  16. 0 65. 0 31. 0 33. 0 36. 0  

1.41 0 . 55 

卜と

2. 10  0 . 53 

6 . 8 W+ A + DS 6  - 3 5 dB 16. 0 63 . 0  29 . 1  31 . 6  39. 3 

1. 40 0. 54 

テ'ンジ力y トーPA3日

ト七

2. 08  0 . 53 

F L 8 + A+ D S 8  - 30dB  16 .0 63. 0 29. 2 3 1.0 39. 8 

1. 39 0. 54 

6  2. 09 0. 53 

6 .8 W+ A+ D S 8  

h τ  

- 3 5 d日 16 日 62 .0  29. 1 30 .9 40 .0 

1. 40 0 . 53 

6  2. 07 0 . 36 

DS 6 + A + DS 6  

「τ 7

- 50dB  17 . 0  54 .0 36. 5 19. 6 43 .9 

1. 35 0. 35 

6  2. 06 0. 35 

D S6 + A+ D S6. 8W - 5 5 d日 17. 0 52. 0 34 . 1  19 . 1  46. 8 

12 1. 34 0. 35 

デンジ力ットPA50

6  2. 05 0. 36 

DS 8 + A + DS 8  - 50dB  17. 0 52. 0 34. 1 18 .7 47. 2 

12 1. 34 0. 35 

6  2. 06 0. 35 

D S8 + A + D S6 . 8W - 5 5 dB 17. 0 51. 0 34. 0 18 .6 47. 4 

12  1. 35 0. 35 

表中町ガ ラス記号 05 電唖連置コー ティングガラス F l  透明フロート緩ガラス W 輯入 組入みが ｾｬ 亙カ ・ラス A  空気眉 アルファベ y トのあとの世字

ＱＺ、極ガ ラスの ｾみ告示す Ｎ

。100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000 

周波数 (MHz)

本 1 遠方界による測定

磁波発生源とガラスとの距離が、対象とする電也波の

波長の約 1/ 3以上の場合に用いる測定法で、窓力・ラス ・パ

ーティシヨンなど建築用途での性能評価に適している。

- 図 - 3 アドノ てンテスト法による電磁遮蔽性能

(近 接 界吋)

目前 t rom勾n曲 C shi elding 田刊町man国 by ADT  method lnear  fi eld)  
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* 2 近後界による測定

官 ｬｾ 珪波発生源とガラスとの距離が、対象とする電位波の

波長の約1 / 3以下の場合に用いる測定法で、電子機器の

カバーガラスなど産業用途での性能評価に適している。
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〈著者略歴〉須賀 好 富 ( すが よし とみ )

1961年 京間 ｩ 大 γ ー大学院 Ｈ 主 ｬｩ 築す ｾ ｉ ｦＮ攻 Ｉ 修 Ｑ

1964年 近畿大字型エザー者1I主li 築'1 料品川1

1970年 近畿大"t Jl! l工ザ部主II 築' 下利助教t1:

Ｑ Ｙ ＸＸ 年工学ｰ， ｾ Ｍ ｉＺ ( 京都大ザ )

1989年 近畿大'γ 思工' ' 1部- i l l 築' 下科教11

円 1

1

::  rhVt; 立計画とやさしい力' ' 1 ト 11 J  Ｈ ザ ｬｾｬｬ｜ 版村 Ｉ

r
l

1

1

わかりポケコンによる十時i立，ij 'fr J Ｈ 脱ｽ［， Ｇｪｬｬ げｾ，会 Ｉ

r  fJ!. 代主主築学 ，也築材料地ユ J Jl 、円 ( !血 };，'j /H版 会 )

「似 f*工事監型的チェ y クポイノト 100J (" i 工、: 1¥版ト1:)

rhWwコストと続 ii ' i 設計 J Ｈ ＢｻＺｾｾｉ ｉ｜版村 Ｉ

ｾ ｉ ｬ＠ 1:文 (，ill 築十時i主計画! ! )
学芸出版社刊

建築デザインのための構造計画

定価 2，884円須賀好富著

ｴＡ→外と構造のコストに ＭＺ［ｴｾ 科することが ア Ｉ ［されている 。

第 4 章 「梨構の5十回」には、ラーメンのし、ろい

ろや 、山形架構およ び笑イ1ーする高層建築の梨桃が

柿々図解されている 。 特に、デザイナーがｾｊｩを ｬｩｦｩ

めるセ ントハ ンク時の基本的な考え )j iJ {示されて

長U 1) 、相手の立場を理解することにより、すばら

しいアイデアが生まれると強制されている 。 また 、

設計のアイデアは 、意外と 「初等ー力学」にあると

1 . 豊かな空間の創造

「本書は、比較的簡単な梢造力竿・をヒントにし

て、ちょっとした工夫で建築デザインに役丘つ柿

おり、ｴＡｾ匠の計画に役立ちそうである 。

第 5 主主 「屋似の計回」には、 RCi l i .  S j1t . ア

ーチ 折板憐造 ・空気股構造なとの思i 諭が図解さ

れ、実施f 9 リの写真がj/;)' I在され て 、分りやすい 。

第 6 草 「床の計画」では、主II 物の一体化に延安

な床の役目が、分りやすく解説されている 。lm段

・エレベーター ・ハイフスペース・吹抜けなどを

述べられている言葉がたいへん而白い 。

第 2 章 「柱の計画」には、 R C造十 i .  S 造，I+. >d.

どの鉛直時応力や、水平力 11寺rt、力の理論がいろい

ろと図解され 、デザイナーが平 lui を計 画する場介 、

おおいに参考になる 。 そして近年、数々の地以に

よって多くの被害を受けた、 R C  is'村 のせん断 i政

1'11におけるフーフ。カヘいかに1 [ ( 裂て" あるかカイよく

造計画の内容を列記した 。 できるた' け椛造的に合

理性があり、それを生かしたすばらしいデザイン

の建築の出現を望むからである」。 と巻末に教者ヵ、

述べておられるように、快適な都市環境を与える

すばらしい建築デザインの手助けのため、その桃

iii 計画をやさしく解説された- { ; 刊である 。

建築の設計は、; ' Q 匠 榊 ifi- 設やil i J なと多く の主主

ｾ、 ｪｩｴ 作に設けることは、建物の伽 ｉ 以」よくないこ

とが型解できる 。 また、建物の料品化、工Ａ日 ｬ 官 ｾｩｊｬｩｩ

および労務不足なとの社会情勢力、ら、現イl 一般的

に笑用化されている 「純々な 1*工法」 が解説され 、

たいへん興味深い。

第 7 T;i ｲ 耐 ｩＱｾｾ の計画 」 には、 ｉ 也記 ｬｬｊ ｣ ｬ であるわ

が悶では 、 耐 ｾＡｾｗ の配置計画カ 、 いかに ｩｦｾ 主 ｩ ｊ ーである

かが辺! 解できる 。建物の安全' 1 ' 1と総出 '1'1 に氏献す

る由 t i W: ，r の計画は、設計一の初 j引の段附から、デザ

イナーと梢造設計者との[ i ¥J で、 ー|分討議されなけ

i. ｌｬ ｊｾ よらな ｌ 、 こと がよく思 ｩ 向午 できる 。

素が一体となって、できあがるものである 。デザ

イナーは、単に芯匠上 のデザインを l長先させるだ

けでなく、情逃 ・設備などコストを含め 、建築の

建築デザインのための

構造計画

須賀好 富 .

全てに目が安'iJ き、設討を統括する責任がある 。 し

たが って、デザイナーは榊法的教義、設WitfJ 教 義

をも持ちゃ耐えなけi L ばならない訳であるが、デザ

イナ一向けの情造計画図引が、極めて少ないのが

現状である 。

建築の芯匠設計に、デザインがof( 主主であるよう

に、情i査の分別においても、その挫築にフィ ント

した椛造計画ヵ、必要であることは云うまでも立し、 。

すばらしい構造計画よリ生まれた建築は、カがス

ムーズに基礎に伝わり、安全て咋王消 ｴｬｾｊ で、日つ機

能性を発tl]I した 「泣か主主[ i ¥JJ が、そこに自IJ i!iさ

3 初めてのこころみ

第 8 t;t ' コストとf l Yi i ! i d-1副」 では 、 R C 附 jiJi ・

5  桃造 ・S R  c t品i主・ P C . P R C附 ili 主と、コ

スト ・スタテイの笑 fylJ が、終型II ・ぅ〉析されている 。

船体のコストに彩科を与える主:!I AI などが千I f(々解説

構造とデザ 4 ン

れの計 Il lI i

はリの計 Il lI i

当日怖の，1I 1'll i

版社; の討 Il lI i

'*の訂 jilli

冊 Ｍｴ ｬｈｉＺ ， ｾ の ， ｩｉＱ ，ｬＱ ｩ

コストとf i Yi ili ，il-rlli

1

2

3

4

5

6

7

8

 

( 目次)
i.'lる 。

そういったf J 、 l床て"， 4' お古はよい lこ桃jii 設庁| 技術

者だけでなく、一般のデザイナーや地工技術者お

よび建築家を志す学生諸君なと、建築に燐わる多

くの人のため絶好の教材である 。既刊の 「桃 j立dl

され 、企画の段階で、コスト フランニンクカ九、

かにi J i : 裂であるかがよくJ c:I! 解できる 。

布、は著者に、 tJ昨iti 関係で日以、何かとご指導を

いただく立場上、この書評のイtdj i を幾度となく，W

退しました 。 しかし、私者の 「椛jli コス! と続前

設計」 の若告と合せて 付税したとき 、多年に わた

り笑社 会 で、数多 くの憐iit 設計を手がけられ 、そ

れらを、 ｴ ， ｙ［ 造型諭 ￉ｉｾｊ に分析され、まとめられたこ

とは、 ｾￌＧ 日まで、この附のＭｦｩ Ｚｬ ＡｊＺカずないだけに ｔ 百円 ｪ

し、ずi 者 の構造設計一に対する↑ 111 熱に! 長官自を覚えま

した。 ( かわむらよしのり / f州川村徳築桃i ! i )

理! 解できる 。 また r R  C十u割[1(l iの大きさ 」 では、

デザイナーでも簡単に断 1(li をもとめることができ 、

画とやさしい力学 1 .  11 J および多年にわたる研

究と経験をもとに分析された 「椛 jii コストと経済

設計 」 をもとに、 j丘後大字勤続25年を記念し、刊

行されたミ存舎である 。

lL本計画の段階で i民平IJ である 。

5l"¥ 3  ｾ＠ ，はりの百1jilii J には 、 R C i!i ，S i!i ' P

C  造 トラスばりなとのｾ， ｾＴＧＨ りなが ｲｴｩ が、区ｼによ

って示されている 。 ちょ っ としたアイデアの例が 、

r  }J. 持桃造のいろいろな工法」で解説され、この以

を見ているだけでも 、位7;1 な計 1111[奈がでそうで愉

IJ t に思う 。 また、 S iii 小ばリの計 l似の良し悲しが、

2. アイデアは初等力学にあり

第 1 f:.t r附 )1主とテサ' イン 」 には 、れし立三十 ijlij とは

何か。 また、その: O J ( 攻刊が、デザイナーと梢 ili 設

計者との打令せの ｾｉｾ ｉ｜ＧＡＨｉｾｊｉ こ勧 ＼ｬｴ［ｨｬ な尖悼 ｉｊ が，Ｉ、されて

いる 。 自分がjll 当する分射の技術を、 一層隣 くこ

とは無論必要であるが、また、7 1 : 1二十11手の基本を
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い く た め 、 一 定 の 広 が り を 持 った 地 域 を 指 定 す る 。

. 大 規 模 な 建 築 物 な どの 舟 定 と 誘 導 基 準 の 設 定 一

一 定 規 快以 上 の 大 鋭 校 な 建築 物 や 工 作 物な ど を

指 定 し 、 全 市 を 対 象 に 、 新 し い 者11市 美 を 誘 導 す る 。

(2)  住民参加lの制 度

尼崎市の都市美形成条例と寺町の都市美形成地域指定

・都 市 美 形 成 市 民 団 体苦手の認定制度一 一都 市 の 美

観 は 、 そ こ に 住 む一 人ひとり の市 民 の 気 配 り に よ

って 育 む も の で あ り、市民の 身近 な 所 で、美 し い

まちづく りの 実 践 活 動 に つ い て 、約束 ご と を 決 め

て実行する 都 市 美 形 成 協 定 や 都 市 美 形 成 市 民 団 体

を認定する 。

尼崎市の都市美形成条例

「都 市 美 形 成 基 本 計 画」 を定めている 。

(1)  指 定 制 度 に よ る 都 市 美 の 形 成尼 崎 市 都市 美 形 成 条 例 は 、 昭 和60年 4 月 1 日に

他行されている 。 こ の 条 例 に 基 づ き 、 尼 崎 市 で は 、

市 . rli L(  . 事 業 者 が 手 を 携 え て 、 知lIl( を出し、協

力 し 合 って美しい 町 づく り を 進 め る た め 、 そ れ ぞ

れの 役;1，lJ を 定 め る と と も に 、 そ れ ぞ れ が 都 市 美 の

形 成 に 取 り 組 ん で い く た め の カ イ ド ラ イ ン と な る

・建 築 物 等 の 指 定 と 保 存 計 画 の 策 定一 一単 体 の 建

物 や 工 作 物 て ¥ ま ち の 最 観 を 笠 か に し て い る 物 を

守 っ て い く た め 指 定 す る 。

・地 域 の 指 定 と 基 準 の 策 定一 一景 観 上 特 徴 を 持 っ

て い る 地 域 等 を 守 り 育 て 、あるいは新しく自IJ って

(3) 表 彰 、助 成 の 制 度

・表 彰 制 度 者11市 美の 形 成 に 貢 献 し た 市 民 ・事

業 者 を 広 〈 表 彰 、 liii 彩する 。

.  Jl jJ 目立制度 こ の 条 例 に 基づく 、者11市 美 形 成 建

築物等の修理I l 等や 、者11市 美 形 成 地 域 に お け る 建 築

都 市 美 形 成 基 準 寺 院 等 ( 寺町都市美形成地域)

基 本 )j }I 伝統的な寺院群の雰囲気をつくり 、守り、育てるよフに努力 、工夫する 。

，注 ｾ＠

ニf ヒ、
休 道路から見える屋服、外壁、 !liI 梨 、:容。 、設官IIii 等の形態、材料、色彩等は日本の伝統的寺院景観にふさわしいものとする 。

屋 4且

形態は 、伝統的な 手IJ 風のこう 配屋似 (切り者、入 1) 母屋、若干せf*等) とする 。

築 材料 l立、和主L ( ，、ぷし銀色の械 i七、本1 L) 等、または こけらぶきやひわだぶきを思わせる 一文字ぶき ( 銅板 、化粧鋼板等 ) とする 。

守釦 16-.  

外 暗 唱["ll しっ くい 、土 、板ぱ 1) 等の布11!u¥l¥t とする 。

扉 : 会 板戸、桟唐戸、迷子Ｚ合 、裕 子主主等の伝統 ｾｉｾｊ 係式に基 づいた寺院らしいものとする 。

ｾＮｊｉＮ＠ 悦 道路に面する塀の高さはできる| 恨り低くし、圧迫感を和らげる 。

全 体 道路から見える苦11分の形態、材料、色彩等は、寺院景観にふさわしい築地塀瓜 ( . J . l . 屋桜付き倹り笠 ) の ものとする 。

幼{
，t  hJ 

Jf f I . と調和した格子戸、似戸とし、シ ャ y ターは用いない。やむを併ない f晶子ヤでも、伝統的材料 ( 木目調等 ) を思わせる材料、色彩とし、シ ャツ タ

|品1 LI Jil l  

ーケースは外部から見えないようにする 。

匠

後 退 官I1 分 門の前面 ｬ 、犬走り等の床面 ｬ は、 Ｑｩｦ ｴ 、和 風陶板、玉砂手 ＱＩ の洗い出し等のｾｩｉｩ装とする 。 アスフアルト 、 コンクリート、洋風タイノレ仕 上 げ等は避ける 。

1"1 寺院としての伝統的な形式の門とする 。

水 竹 の 態 機

道路に面する部分は 、 できるｼ挺り伝統 的な 寺院景 観にふさわしいＮｦｴｉ ｬｩＦ を行い、出 ｾＩ ，、のある雰囲気を 自主し wす。

大きな木は 1:lt1i li しない。やむを仰ず伐採するときは 、これに代わる 制 裁をする 。

当 ｾｉ 村版、 ［ ｲｩ 性詩 敷地内に設け、大きさ、デザイン 、色調、 材質を王寺院らしく工夫する 。

工作物 ・建築設やm等

その他の工作物 ( アノテナ 、物干 し等 ) や建築設備 (EE剰屋外機、消防 ?&1ji H、|坊火水判Ij、' 豆水徳等) 等は 、道路か 句見 えにくくする 。見える場合

は 、その13「匠 、形態、材料、色彩等をキ院らしく工夫する 。

都 市 美 形 成 基 準一 住 宅 等一 ( 寺町都市美形成地域)

t品 iiJ r  道 路 A の iu jn 道 路 B の 沿 道 道 路 C の 沿 道

占t イメ h  主l 寺町らし い町並みの芥凶気をつくり 、ー' 1' ，)， i守てるように努力、工夫する 。

IJI. 

2 階建てまでに努める 。 3 階建てまでに努める 。 I とくになし。

3 階以上の部分は、できるだけ泊りから見えないよフに、奥へ下げる工夫をする 。

i主 記i できるだけ刺を深くし 、 Ｇｾｉ 先と恨のま車を近隣とそろ えるように努める 。

全 体 道路から見える屋似、外焼、制袋、出入リ口、窓 、設備等の形態、材料、色彩等は、寺町I らしい伝統を感じさせるようにする 。

hl 形 態

伝統的な和風のこう配屋似 ( 切りh _ : 、入り母屋、寄せ棟等 ) とする 。 和風の こう商己反肢とする 。 l封維な場合は 、付け

，主主
ひさし形式等、寺町と訓ねlするものとする 。

‘・ 晶・・， -・・・..・ -------------- --------- ----------------------------

tN  材料等

千日 }Lで、色は 、灰色または 引とする 。 千日瓦風、銅板 l! u ¥等で、色は、灰色またはよH とす 手口瓦閥、銅版風当 、寺町[ と調和 lするものとする。

る。

外 ｾ ｉ ｴ＠
しっ くい壁風、土壁服、縦; ); ) 目板必リ風、 F 見 しっくい咳風、::!:. I: ，! ，風、縦; j ; ) 目板';I i リ! 氏、下 見 しっく い壁風、: 1 . : t:，t. lifl¥、縦羽目似張リ風、下見

a日r  

似，; 長り股等の平日胤の雰囲気のものとする 。 ＭｉｊｊＺｾ 長り風当とする 。 板張リ風そのｻ也、 ｾ￮Ｇ ｬｉ汀 と［ｖＺ， ｪ 布Ａ するものとする 。

築
eド|

裂

しっ くい塗り l凪等の手口l瓜のものとする 。 しっくいぜf り胤等とする 。 しっく い冷り} ! i i ¥、そ のf也、 寺町 と調和するも の

とする 。

，ザu写a  

給子付き等の和風のものとする 。 絡子{一hき等の利胤のもの 、その他、寺町と調和l

するものとする 。

出 入 り 口

十告子戸 、板戸等の利Il ¥¥のものとする 。 裕子戸、板戸等の和風のもの 、そ の他、 寺町I と

物J 匠

調和 lするものとする 。

道路に而し

軒またはひさしを設け 、その形態 材料l立、校 軒またはひさしを設けるよう努め、その形態 、材料は、屋似と問機とし、そ のこう自己や先端の高

た部分

瓦風、銅版ぷき風とし、そのこう配や先端の高 さをそろえる 。

さをそろえる 。

道路に而し
玉石 、砂利洗い出し、平日 j弘陶板、 1，1止等、寺町らしい相ToI¥¥の舗装に努める 。

圃圃圃圃 圃圃圃 圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・ ・ーーー 圃晶ー_. " . . . 晶骨争晶唱晶.‘ー 晶 ーー・p ・・ー・...・・-...- ..-..晶骨晶圃ー....- ーーー・ー・.. ・‘ ーーーーーーー. . . . . . "_"‘ 轟 轟 轟 圃圃晶圃 a ・... ‘ ・・・. . . ・-

た判 1、ms分
アスフアルト、コンクリートや洋風タイルばり等は避けるよう努める 。

日iSlli のI古先

ちょうちん、のれん 、! ぷき'等て'fム統的雰囲% を 材質、テザイン、色調を工夫し、平日 Il¥¥の雰囲気のあるものと する 。

自主し出すよう工夫する 。

'l i I 下部分には、日告J寄せ、大阪 HJ tnイ号、寺 II fJ ら 山 吉 明 に よ さ わ し し ル

木竹の1出線または幼4

しいもの以外は設けず、! 日IJ.点的に工夫する 。 f fJ l!量Lの雰囲気になるよう工夫する 。 するよう 工夫する 。

その他の部分では 、坊l のf立世は主I l 物外円? とそろ - ・・・・ ・・・ ー. . . . _ - - - - ーー

等 ( 道路に Illi した耳目
え、道路に而する部分に 、伝統的対飢にふさわ

出入り口や応Sili 前市l等 、やむを併ないと ころは 、こ の限りでなし、。

分 ) しい航裁をするよう努める。

幼れま; 干U-J Wj j f ゐ雰閤1'>¥'1:持 L 己むのに T 夫する 。 1 1h1は、寺町町と調和する正イ工夫一千{ ， .。

石; tli 、 主荘 内 板 等

大きさ、デザイン、色調、材質を工夫する 。

ー‘ ーーーーー ーーーー ーーーー・ーーーーーーーー・・-.-.. 骨骨争晶骨骨骨" 合唱' ‘・+合合唱'・合唱

|敷j也内 iニ訟げ 、寺町長: l 1，Huす4正イ土失示ι ;事l 下に設け、千Ul oI¥¥の7f. 間欠になるよう工夫する 。

コ.11 物 ・他築設備さ号

その他の工作物 ( アンテナ、物干し等 ) や佳築設備 ( 空調崖外機、 ii'jl i) j 設備、 l坊火水剛、受水憎等 ) 等は 、道路から比えに くくする 。見える場合

は 、そ のＥＡｾ匠 、形態、材料、色 彩専を ＭＮ［ Ｉ ｾ 田 ｉ らしく工夫する 。
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物等の*H ' ｗ Ｚ ・ 改築さ寺に校術 ￭ ｬ ｾｊ ＱｴＺｬｬｊ ｊ や総引の Ｍ ｦＺ ｭ

をD! J JjXする 。

歴史のかおる寺町を都市美形成地域に指定

ｼ阪坂 争利 ｬ ド ｾ

司市ilhμI地血の」点I つ J只二ミt I司l 'にある 。

大|坂冬の| 峰 、以 の |地が終わり、 J け[. I} じ年 ( 1615  

年 Ｉ に 一 国 一 峻令が ｈ ＭＧＮ され、必ＩＨ， ｦ の ｪ 凡 ￭ｬ￬ｬｊ ヵ、ｾＡｬ ｬ 化さ

れた lι 後の正和13 年 、がi代大名の戸 |日 氏 j::)dこ尼崎

械の位設ヵ、命じられた 。築城と fij せて J成下111) の処

設が進められ 、周 辺 の -.'J 1淀や、戸 tU氏とともに大

i l効‘ ら移 '1也、してきた斗院を集めて 、19か」ーが，IL; :

｟ｪｩ］ 町 ｬ ヵ、形成され、以後約 ＳＷＰ 年を符て Ｑ Ｑ か ｾ ｩ が税

有している 。

尼 崎のず'J'II I[ は 、全 I，EI のゴ'J 'IU] の 'CIJ でも" ，句、時期lに

形成され、 1I !f'，'!IJ リも当 11与のままで、| 正| の市i裂 文 化

ｦＡｾ＠ 7 件 を は じ め 、 県 ， Tli の指定文化財なとがjt' l'

している 。近 年 li 、こうした治産への| 刻心がr;i ま

り、 多く の 人がここを Mj I l るよ 7 になり、また、

r1i 力、持制ii した苛 II IJ 地域散策道は、4 ' 年J変、佐設ri

の 「手づくり損! 日j-:flJ にJ i ! l l i l l 、脚光を浴びるよ

うにな った。

この ＭＮＧｊ Ｇ ｬｬｬ｝ を、 ｾｉｾＺＧｦ ｲｬ ｩ は ｮｬｬ rli 美形成地域指定の第

一号として、ヰIL JjXJ じ年 7 J- J 14 日に指定した 。

指定の目的と制度の運用

尼崎市r . ! l Tli 美形成条例に法づく 、守田] の Mdi一美

形成地域の指定は、城下町I であ ったH年代の 11]j :;r; を

残す歴史的環境である ，'J ' II I[地域を修 jit し、新しい

魅力を付加し、後世に引き継いでいくことを目的

とする 。 そのため、この地域の約束ごとである都

市美形成ｽ，ｾ i¥' に適令するよう、尼崎市 ，rli l (  ， 'Jc  

業者が一体とな って町づくりに工夫し、取り mむ

制度である 。

この寺町 のI也} 或指定により、地域内で建築物等

の新 . Jr: . 改築等をするときは、事前に佃; け出が

必要とな った。

なお、者 ｉｈｬｩ 美形成 ｬＦ ｩｾ をギ Ｑ ・るため、余分にかか

る費用の一部を助成する制度があり、こi . L はこ[ ' J';

内容別に、それぞれ30) j 円から 200) j 円を限度と

し、一敷地あたり総釘1300万円を上限にしている 。

魅力ある建築景観づくりのために一 大阪府で建築美観誘導実践

のマニュアルを作成

大阪にふさわしい都市対飢っくりは 、これから

のまちづくりをすすめるうえで、重苦l!な謀巡i であ

る。 とくに 、処築物はまちなみをながめる人々の

悦別に Ilj める比率が市〈 、美しいまちなみを形成

するには itt 築美観を適切に誘導する必裂がある 。

大 IVif(，j では 、建築美在l ( の誘導をすすめるための

干引として、美在ｬＨｆ［売碍の考え ｽｪ 、ｩＡ主め Ｉｪ や Ｉ ，ｾ押等

について、分かりやすく共体的に解説した? ニュ

アルを何日記した 。

地区の特性に応じた美観誘導の方法

まちなみには、低!日住毛地区 、伝統的な町家が

多い地区、 rl'/.': j J¥1 任宅地区 、 il'!i:業 ・業務l庖設地区

なとさま ざまなタイフカずある 。 こうしたまちなみ

の11/;1'1' 1 : や特怖を生かした位築対鋭のイメージを、

地区ごとにつくり、主II 築物をそ のイ メ ジにそ っ

て誘導する手法が効栄作J といえる 。

必 ｷ［美ｉｄＯＮ誘導をすすめる ため の 計画や Ｉ， ｾ ｩ ｾ づく

りにあた っては、市 町村ごとに建築対鋭について

の Itil i，l 7 '/ フ、課題7 ッフをつくり、これらをも

とに 「往 築jif 飢7 スターフ ラン 」をf十成して、 1;l !!ll.

杉村ｩｉの総令 ｛ ｉ ｾｊ 、体系 Ｈｉｾｊ なビジ ョンづく リを h う。

この処築1;l i!l/. 7 スターフランにもとづき、虫，己1

(I'-J にj; t主見守川mをi ! 主める べき 地区については、建築

対在ｬＨ幣 ＱＱｭ 計画、，建築美観誘導 ｬＦｩｾ を定め、これに

もと づいて美観誘砕をすすめるも のとする 。

地区ごとの建築景観整備

建 築1; l i ! l / . マスターフラ ンにもとっき 、地区ごと

に Ｑ［ｬ ｉｄＯＮ終ｦｊｩｩ ￬ をすすめる ｼ 努の法本 ￭ｬｾｊ -唱え Jj として、

っさの 点があげられる 。

・建築物を、，iiIllli 道路境界線からで きるだけセ ッ

トパ γ クさせ、歩i立と 一体とな ったゆとりのある

スへースをつく り、そこにはで きるだけ納絞等を

行い、うるおいのある: < i : lfll をI:i IJI I ' . すること 。

- 処築物の 外観は 、! 孟上やまちなみ長在J/. の形成に

円以合し 、す っき リした印象を与えるようにするこ

と。

・生前行為 ( 洗 itl!物等 ) によりまちなみ i，t程l(ヵ、 純

然とならないように、; 建築設計上 、できるだけ工

夫をすること 。

これらのことを ｊ ，ｾ本として 、 ｉ 也区の 中 守性に応じ

た具体の ｬ ，ｾ 却を 竹 成し、誘導していくものとする 。

7 ニュアルでは 、こうした建築対観マスターフ

ラン、"i i 1' f J i i i計画、誘導越市および市町村 が作成す

る際に参与ーとなる Ｇ ｊ Ｇ［ 例や ｾ， ｾｴｾ ， (楽 ) のj 91J を11、< Ｊｬｾ＠

介している 。

魅力ある建築景観づくりにむけて

建築美観を円( I ' J に誘導するためには、住民 、 ，]' ;

業者 ( 建 築 主 ) 、建築士、地元市町および大阪 IfJ

がそれぞれの役' ，IIIJ を適切に分担 lすることが必要で

ある 。

まちなみを形成する往築物の多くは、所有者の

私有物である 。 しかし、その外観は都市景観の重

要! な要素であり 、 うつくしいまちなみを !jlJ り出し

ていくため には、 frf や市町村の取り紅lみだけでは

なく、そこで生活する佐 l ( や 半業者の1 ; 々の理解

とthI， lJ -h' 不可欠である 。

魅力ある往m美観の形成をすすめるためには、

大阪府と市町村が一体とな って 、住民やとい業者の

}j 々の理解と協力を伴ることが大切である 。

大阪府では、このマニ ュアルを活用 し た 計 画 づ

くり、 ｽ�ｾ づくりがすすめられるよう、市町村と

協議をすすめるとともに、りんくうタウンや関西

文化今 ｱｾ［￯ 研究部 ｲｬｩ をはじめとして、現イＡ、計画が

すすめられている大J :J H失フロジェクトにもマニュ

アルの与え方が反映されるよう 、関係者との協議

. 調幣を図 っていくこととしている 。

(大阪府建築部建築指導課地域指導係)

ftifi のまちなみ[交野市] 伝統的民家でまちなみを形成

(尼崎市都市局計画部都市美担当係長 岡 本 守) I  ｔＭｦｬｦｾｈｩ｟ｦ 正毛 ｛ ｦＺｾｦ '1'  r! il 校総を生かした家，1{ ，み ゆったりした戸，辿住宅地

34 



l G B R Cニュース …  

インテリジェント風洞への改造

従米、佐築物の主たる外ブ ｊ は ｊ 也 ￭ｽｾ 力であ っ た 。 ところが、近年、

建築物は高層化し大規脱化する }j [ I ，[ にあり 、i!ft¥力 がI也iJ 主力を 上凶 る

さ ｾｦ 州も比 られる よう になった 。 また 、 Ｑ｛ Ｑ ，｛性的な立 ｼ 斤Ｚ で ｦｩｩ ｬｩ られる主主 物

も多く比受けられるようになり、佐築物の安全性と快適さは今まで

にも mして j阜求 される傾 向 にある 。 当試験/iji は公的試験機| 主! として

いち' ，'. <  ｩＡｦ ｴ ｜ｩ ｛ Ｂｊ 装自立 を ＧＱＫ 入し、数 々の実験を Ｎ ｨＧｾ 、 建築 ｺ 没 ， ｾ )ーのお手伝 い

をさせてい ただいて米た 。 この HIJ 1 余 年 になるが 、故 j! i : の大規棋化

し多係化する設計のニーズにお応えするために、今凶、 j瓜i['iJ 装置の

全 1( li fl(J な改造を十I ったので、その概要をご制介したし、 。

ｬ 瓜 ｩ｛Ｇ ｩｊ の ｃＡｸＺ ｩｬｩ は ｾ Ｉ Ｍｩｗ ｊ ｾ Ｎ ｾの拡大に主 ｛ｉｊｾ を世いたものである 。 これまで、

当!万十の ，{hlflJ 間断 I(Uは lt;'¥1. 2 mX 山 さ1. 2mであり 、険 引は I(i (壬1. l mゅ

の同総 卜に製作した。1反に悦叩l を手術尺 1/400で作るとすれば、直径440

mの 純 )JI Iを内 説 できる 。 ところが、さきに述べたように紋 j! i : の建築

物は) ( t ，凡校化する ftil[I '1にあるため 、これ でも卜分ではなし、 。向さ 200

m クラスの連物を実験する場介 、 l立径800m- 1  kmf' U支の純| 菩| を校咋l

化するのが迎 当であると 巧 えら れ るため、 利似て，がを1/70 0 - 1/1000 と

する必要がある 。 実験の 内作 にもよるが 、li 日，j)ι できる iWJ定村! 支 を(i'{f.

保するためには校引を小さくし過ぎるのは良くなし、 。 今| 凶の改造に

よ っ て 、計 ｩＡＡｉｊｴｾ｛ 事 ｖｲ I( !iは I何，'，l .8m X ，:百 さ1. 2 m- 1. 5 m、タ ー ンテーフル

の I(i 径は 1.6mrt とな った。校 111! の*lii 尺を 1/500 とすれば、 l立径800 m

の 純|ザ|をHμ 凡できることになリ、市IJ定打/1交を犠 fl にしなくても実験

を行 うこ とカ、できる 。

f. )'iWJ  筒の天井はその位置を｛Ｇ ｛ イ ｬ に 変え ることカ、でき 、， ｬｨ ｉｦｬ ｊｾｾ の ｲ ｾ h  

さは 1. 2m - 1. 5 mの範囲で任立に設定できる 。 これは、，l hl!l J筒内部

で! 瓜の iAeれ方 1"1に抑圧の勾配が生ずるのを| 坊< ためである 。 ，'Ff' 圧勾

配 が生ずれは、 hftUI : 係数の iWJ: 主に誤差を生じ、正刊な 11{( が1!j られる

いと 言 われている 。 もちろん、改ili 前の胤i [ 'iJ においてもこうした不

郁 子＿をなくするために 、悦 司 Ｇ ｊ 点 上 の大 邦高 さを品ｾｾ，［ｾできるようにし

ておいたのであるが 、今凪のC: ' ) ( ｪｩｬ では計 ｩ Ａｩｬ ｊｴｾ 全長にわた っ て ｬ Ｇｻｦ，圧 を

- Y . i : : に保つように大生): .全凶i をuf yi}J;:¥と した 。 しかも 、天 井 位置の設

定が谷坊にできるように、これらをノ マソコンて';]jl )御 することとした 。

建築物を対象とした風 ｩｬ ， ｩｊｾＡ 験は鉛直方向に速度勾配を持つ，ｦ［ ｕ オ ｌｪｾｉ

界! 習内 で行う こ とが多 し、 。 これは大気境界 j討に似せるためであるが、

大気成界層は場所によ っ て速度勾配が異なる 。 つまり、海岸など の

地 表 ｲＨｬｩ に キ ｛ＱＱ 支 が少な いとこ ろでは 、 ｬ 或は ｾｻｽ ｬ 立上 Ｗ Ｗ｛ ＱＧＱ に 比較的 急に立

ち上が り、風の l札れも少ない 。 一 方、百[IT)1郎では怨物ヵ、多く律 って

いるため に鉛直速 度 勾配は比較的緩やかとな り、乱れ も大きくなる 。

このような 何 々の岐界 J習を作 り山 す ため に 、十見 }111の 風 上11!1Jに多数の

ラフネスブロ ッ クをおくことカ、多し、 。 j A) 立勾門Uを変えるときは 、 ラ

フネスフ ロ y クの官 j立や大きさを変化さ せるのである 。 今回の改造

では、イモむ; の乱 iAe境界! 高を谷坊に作り出すために、ラフネスフロ y

クをはから任立の尚さに突き出す工夫をした 。 この 刀法はカ ナ タの

@ 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

所 在 地ーー 吹 田 市 議 白 台5- 8- 1 干565

電 話 ( 06) 872- 0391 F A X，， ' ( 06) 872 一日 784

業 務 時 間 平 日 9 :  ＰＰ ｾ ＱＷ＠ :  00 

土曜 Ｙ ・ ＰＰ ｾ ＱＲ :  00 ( 第 2 、第 4 土曜休日)

ウエストオンタリオ J ぐγ- で行われているも の であるが、当時i ではラ

フネスフロ y クの 11.li 年をノ、ソコンで1J:なうこととした 。

以 上の 改造 の他に も、J瓜j生，l I や) <Ji.¥i I'1 ｾＩーを修動させるためのトラノ、

ー ス 装 i丘やタ ーン テーフルなども作り I{ ( した 。 これらは特に目新し

いも の カ、あるわけではないが 、今回の改造の大きな芯筏は 上述し た

大: ) 1の 1'. 下やラフネスフロ ンクのケ1.1，キも含め 、テ ータの 11¥1. リ込み か

ら ｪｦｊ 刊 ｩ まて闘すべて ｾ ｦ￬ のノ、ソコンで全｛Ｇ｛動的に計 Ｍｩｗｊ で き るンステム

を作' ) ，' L ¥したことにあると，也う 。 微量! 1 でインテリジ ェン トl瓜i/liJ と名

付けた のはそうした旦 ｊＡ 由 による 。 Ｉ ＼ｊｩＮ ｜ｩ｛ ｉｩＯ ｾ験カ、往築設 ， Ｑ )ーの一 手法とし

て{ J ' ( f . 立されつつある今日 、広 〈ご利用 をお似し、する次第である 。

塁仁

写真 計測筒内 部

齢制崎

11625 

鈎'"
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歴 史景 観 の 保 存と観 光 開 発

パ ー ミ ン ガ ム の 西 へ 約30キロ 、 テ ル フ ォ ー ド ・ニ ュータ ウ ンの l羽交ISにアイアンプリ y ジ ・ゴー ジュとい

う博 物館 群 が あ る 。 ブ リス トル 海 峡 へ 出 るセパーン 川 流 域 の こ の 谷 に お け る イ ギ リス 産 業 革 命 の 版 |制 は、

ダービ イ家 の 名 前 とともにわが匡lのたi校 の 教 科 書 に も 出 て く る ら し い。

初期!の 熔 鉱 炉 や Ill :界最 初 の 鋳 鉄 製 の 折 、鉄やタ イル や コー ル ポ ー ト・ チャ イナ の 陣 物 館 を 現地 保 存 と し

て 整備 し つ つ あ る 広 大 な 集 落 景 観 は 、 産 業 逃 J妄の多い イギ リ ス の '1' で も 注 目 さ れ る も の の ひ と つ で あ る

ようだ。巡 河や イ ンク ライ ンもあり、 絶 好 の ピ ク ニ ッ ク ・エリ ア と し て の 務備 もされている敷地 の は ず れ

に 、 ブ リスツヒ ル 野 外 博 物 館 がある 。 そ こでは、 他 の 地 域 での i産 業 記 念物 を保 存 す る た め に 引 きと って

き て 再 建 していた 。 18、91止紀の 銀 行 や 肉屋、 印 刷屋 、 宿 屋 な ど を 移 築 し 、 当 11寺の コイ ン を 使 っ て J: l 物 を

体験してもらうという試みは、 当時三の景観 を よ く 残 し て い る 場 所 で あ る だ け に 、 ま さ ら わ し い よ う に 感

じてしま った。 一 方 で は 産 業 革 命 に 閲 す る 資 料 や 文 献 を 収 集 し 、 専 門 的 な 研 究 セ ン タ ー と す る こ と を U

棋 と し つ つ も 、 野外博 物 館 に つ い て は ア メ リ カ の エプ コ ット ・セ ン タ ー の よ う に し た い 、 と い う 担 当 者

の 発言 が 印象に伐った。 ( T . Y )  

屋根の表情( そのー)

近頃、新しく主l! つ 中高 層 建 物 に 勾 配 尾 根 を 付 け る の を 見掛 ける 。 者IS，jci 景 観 上 の 配慮 か ら 周 辺 と の 制不" を

|玄l る目 的や JJ :匠 の 一 部 と して屋似 を 設 けている 。 勾 配 屋 根 を か け る こ と で 建 物 の な 匠 が 向 上 す る と は |出

らな いが 設 計 者 の 努 力の 跡 が う か が え る 事例 が 多 い 。 中高 層 処 築物 といえども 術 陳 される こ とが多くな

り 、 陸 屋 根 の 屋 上 に 設備機 器 や 広 告 慌 が 無 造 作 に 設 置 さ れ て い た り 雑 然 と し た 状 態 が 1=1につく 。 勾 配 回

線 な ら こ の よ う な こ と に な る 心 配 が な い と い う 安心感 が あ る 。 l長似のぷ↑ fi は 、 屋 根 の 形 態 と 葺 く 材 料 で

大 き く 変 わ る が、判:の 出や! I l f ! . 径の扱いなどの車IU告11に よ っ て も 変化 し、 その土地 の 風 土 、 文 化 、 歴 史 に 出

われた特色を伝えてくれる 。 平入りか妻入りかで 、 ファサードは当然災なるし、その ｪＮＡ｛ 続が ｦｬ ｬ［ ｬＧＱＱｾ ミ に［， ｈ ん

だ111]" 並 み を 形 成 す る 。 古 い 民 家 や 宵 い IIIT並 み で は そ の 地域 と し て の 統一 感 が一 層 強 く!ぷじられる 。 一|‘ 数

年前に 北 陸の 海 岸を旅 し た ｈ 寺 、 討 Ａょ ｩ ｾ に 王 Ｑ Ｑ 行する街道に沿って，辿ち 、 ， ｈ ＭＺｾｾｾ 民 家が、 切 長屋 恨 の安 イｊ｜ｬ ｊ を街道に

向 け、 け ら ば を 大 き く 張 り山 し、 肝 を寄せ令うように建っている' ぶ 花 みに 、 この J地也ブ方I 特 干有I の!胤且瓜瓜刷Lしけ'1附|

たのを今も鮒鮮二11)明り引l に 忠 い出 す。 そこは .&Iをさん紘リの 地 で 、 な ぜ か 、 ひ と を 優 し く 受 け 入 れ て く れ る 縦 し

み と 日 本 海 に 1m し た 厳 し い 自 然 に 耐 え る 力 強 さ の よ う な も の を 感 じ と る こ とができた。 ( A . Y )  

情 報 病- 1

情 幸良ラ y シュである。 一 年 に何 千ーとし、う新しし、利誌が登場し、又、 M千 と い う 雑 誌 が 廃 I: IJ されていると

|制 く 。 雑 誌 ば か り で は な い 。 背 楽 か ら 映 像 、 あ ら ゆ る 情 報 で111]" '1' が 埋 め つ く さ れ て い る 。 実 際 こ こ 十 年

の 間 に情 報 の 数 は 級 数的 に柄 えおしけている。しかも世界 中 ど こ に い て も ほ と ん ど H向 l寺 に 同 じ附幸IRに 抜 す

る事ができる 。 そして こ れらの 情 報も奥深く 追 放される 間 もｾ ＡＧ ， ｆ， く、次から次へと 消費 されていくのだ 。

建築とて 同 じだ 。 素 材戦 争と ｈ 乎ばれた 時 期が 祈 っ た 。 あるｾｴＡ ＧＺ Ｑ 味 で今もあい、ている 。 特 にインテ リ アテザ

イ ン の 分野 で品IJi吉野だった様だが、素材 情 報 を い ち1，1 く手にいれ、 デ ザ イ ンする 。 有 、 イ ン パ ク トの 強 い

素材だけにそれだけで充分に珍しいし新しし、 o ｾＺ Ｏ ｩｭ ｊ 、素材に作家や合業の色が ｈＧ ， 来てしまう為、 Ｇ ｉ ｬＮ純に

は 使 い 辛 く な り、よ りi奈く追及される聞もむくやがては市場からうたーをi i ' i してしまう 。 利 益 に な る と な れ

ウ イ ル ス

ばと こ ろ 梢 わず飛 Ｑ Ｎ ｊ Ｇｾ 、て商売にしてしまう経済の体質 。 更にそれを 明 長するメディアはまさに似時 名 だ 。

この ウ ィ ル ス に や ら れ る と や が て フ ェ イ クの情報と其の情報のI x : 川 が 付 か な く な って し ま う の だ。 もし

か し た ら 引伏 において 一 番 恐 ろ し い 病 気 は こ の 情 報 病 な の で は な い だ ろ う か。 ( H . W )  

西 国 巡礼リゾート考

年斐もなく (  ?  ) 西 国 三一|ー三 ヶ所 巡 りを忠 い立 った。 も の の 本 に よ る と 凶 凶巡 礼 は養. . J Z 2 年 、 長 谷 . 干の

住職 徳道 上 人 に よ って聞 か れ 、 そ の 後 270 年 を 経 て 花 山法 皇 に よ って叫 興 経怖 され、 伊 勢参りのあt きと

して使 利 なように 、 紀伊の ｼ 王 ｼ、万 ｉ ｓ 刊の背岸波寺より始まり岐阜の谷汲 山 迄を巡る 三 十 三 ヶ所を Ｇ， Ｂ ｉ ｾ ｪ ｢Ｇ ｪ と〉と

めたものと IllJ く。 往 時 は 商 家 の 本 公 人 も 伊 勢 参 り が U 的ならば、 j勝 手 休 み も 許 さ れ た と い う 。 厳 し い 卜一

下階級社会の針主主H判 て で も こ の 級 な 余 絡 が あ ったらしい 。

始 め て み る と 、 信:' ffll 心 の 簿 い 小中にと っても 4占怖楽 し い し 、 多 く の 人 々 ( あ ま り 信仰 心 があるようにう

か が え な い ) にも 人気 が あ る よ う だ し 、 宝 印 'T長や ililhに往11宝 印 を戦くという行為も IJ Ｈ Ｑ Ｇ ， Ｉ 忠［欲を ｾ ＱＺ ｉＡ ｪ ｊ ｾ させて

くれる 。

当の 庶 民 に と って は 信仰 もさることながら 、 - Hf の iJ主り烏型 リゾー トではなかったろうかと，目、う 。 この

よ う な 企 画 が あ ってこそ寺も 川 辺 の 成 業 経 済 も 活 性化 す る も の と 与 え ら れ る 。 ノト 11 、 余 暇 l昨 代 と よ ば れ

レジャーブーム、 リゾー トブームと l絡がれていても li 'J に身 i正に感じない 。 こ の よ う な 近 議- ' I'J を巡る

Mt 人- な リゾート の 発 惣 が あ って も よ い で は な い か。 ( J . M )  
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都市への長い旅

j毎野

テクストとしての都市

〈行Ildl> という 、住物と伯尚と人I:¥] がごったにひしめき、からま

りあ って いるカオスカ ｦｈ 、 ｾひきつける 。 それはど こ ではじま っ て、

ｅ こ で終るかわカーらず全 イ本 の 愉ｾＧＱ Ｑ もは っき りし ないのだカT、その Ij'

を ｬ か き まわ っ ているうちに、 ィ、ｽｾ 、にその， ￹ ［Ｑｾ Ｈや ＧｬｩＶｵｾｩｬ ｬ が紅、に よ ｌ えるも

のとな り、くおIldl>の物，ill をぷしむことがで きる 。 nlldJ 合さまよ ってい

る11. 'j にlE常的にあらわれるく行Il dl > のくっき りしたイメ ーシに私は

魅 f され、そのく行Il dl > を私のく行Il dl> として感じる ことができる。

そのようなく行Il di > の体 験含ぶめて、私IJ ' . 旅をつづけるのだ。

ｩｩ ｫ 近 では、［ ［ ＨＮｩＱ Ｑ Ｑ てそのよ うなく行 ｉ ｬ ､ｬ ＾ を見た 。 ￰ｌ の 終り ｬ こ ｪ 也 ｽＱ ＧＺ Ｆ ￝ｴ ｴｾ

力ifj なわれていた。たまたます1':: 1#1.'1'のあたり に)IJ があ った私 IJ'.、 松

川が掛か っている のを 凡て、ノト 11 ＨｊＧＮ ｊ 也 ｊｉｾ ｩｩＮￍＧＮ ｩ［ ｦ ごと討がついた 。 ｉ ｊ ｾ ｪ＾， ｪｩ の

ｦＱ ｩ 々で 、 ｉ 也 ｊ み さんの ｉｪ￭ｪ に テン ト でＡＭｴ ｈ ｈ がつくられ、 ご ざを Ｚｾｊｘｌ 、て ｦ

どもたちが遊んで L 、る 。J也} 泌総の11. 'j はど 、点目11の行lが f どもにやさ

しげに 見え ることはな L 、。幼久ぞ1止すという やりきれな い・]';f 'l が伝

えられて いる川 ｦ ごけに、 ｊ ｬｬｩｬｬｾ 主役の が行 Ｑ Ｑ のＩ 瓜 ｬ［ｾＧ ｗ 陶 を ｩ 先う ようなすが

すがしさがあ った。111fI 人lの路J也IJ'.、 '1; をj必i j- rI ーにして、 f どもの遊

びjIJ になっている 。

私はうれしくな ってしま って、111 ｦｉ 人 ｬ か ら 川 ｼ 人 ｪ へ、 ｉ ｊ ｾｬ ￭ ， ｪｩ カ・ら、 相 ＱＱ Ｑ Ｑ

ｊｪ の 以 の ｬｬｬｬ ＧｾｾＺ 路のあたりまて路地をめぐ っ てい っ た 。 ふ た、ん丸 つ‘ か

なカ・ ったが、び っくりするぐらいおJ山政 さんがあり、 点目11は f ども

のili となっていた。 その11.'j つ私に は、見' l ' nれているはずの 心情11がま っ

たく新しし¥ノト先凡されたば、カ・り の くi1ll dl> として 比えるものとな

ったのであ った。く布Il dl >はすでに 比えているものではな L 、。ふfごん

私たち ははとん どく行Ildl> を凡ていないのだ。行Ildll ぷ社L没され、 ' 1

)Jえし てゆく 。1.:' 力t それだけでは 比えるもの とな らな L 、。担、たちは 行11

rll のカオスの '1' か ら、さ まざまな11日以をとり 1.:" し、引い IJ をテクス 卜

として nfしんで l 、く ことによ って、〈行Ildl> を比えるものとするのfご。

〈行Ildl> をテクス トとしてぷ;み、 比 λ るものとする 、 という L、L 、

ブ ｪ のうち に、 ＱＹＶＰ イ ｼ 刊に を ｬｾＧｾ とす る ＱＱ Ｑ Ｑ d  Ｑ ｾＶｩ￬ の ＩＨ きな転 ｻ 険カら が されてい

る 。 現代往 築、別 代行 ｉ ｬ ､ｊ は 、 つね に析しいも の 、 ｉｪ￭ｪ ｾ こえるものを

Ilf 行し、 I U、イヒし、機能化す ることに よって、人川(1'. )スケ ーノレを こ

え、ますます 比 えないものにな ってい った。70イ|イにヵ. ") 、い大化

し、 ) 1人I:¥J化する 住築やおIldJ をどうや って、人11¥]( 1'，) スケ ーノレにひき

もどし、 |勾似て比えるもの、 T て' f!J UI われるもの、 とするかカ市IldJ 論

て"Inv: 出に なってきたのである 。

ひたすら Ij ijに進み、っくり つづける た、けでなく、 つくってきた も

のをプ、あ らためてふりかえ ってみる ことカT必史 とな ってきたo ｊｊ Ｘｾ＠

都 dJ はあまりに人川 と茶阿i してしま った。 どうしたらそれは、 もう

- )主山会い、 見えるものとなるか。析 しい行Ildl ，:6ii て、(J'.、 n! ldJ( J'.機能

や村jili 、あるコンセフ。卜による向付万てはなく、テクス 卜として d:止ま

J、hij'I:: (，ii ビル t925 



れる。 テクス 卜t いうのはテクスタイノレ、つまりが制1;} という ことIJ '

!:.wmしている 。nll di のJU; 、または'Ii'i Nl はるM似たにな っているの

t  .. Ｇ 。 つま りある ｩ 山な ＱＱ じり ｦ ごけでなく、あらゆる ｾｾｉ 多な ＱＱ ｕｊ が、縦

般に斜|み込まれ、 ーつだけをとり fごすことはできないのである 。 ど

糸む 、それぞれにぷ|味合判っている 。

ＶＰｻ ＱＧＭ Ｑ にまで の モダニズムは、ある Ｉｩｬ￭ Ｇｬ の， ｾ ｌ ｾ［ Ｍｴ Ｚ｟ ＮＮ けを ｪ 立Ｏして‘ｴｉ｜ d  i を

とらえようとしてきた 。 たとえば〈機 ￭ ￬ ｾ＾ ｉ ｊＧＮ析しく、 ｴ 叫 Ｇｉｾ であるが、

<'.l( fiil i> は過L のもので、 イ+nであるというわけである 。 し力 a し、

そのようなモダニズＮムの純粋て伊 ｾｉｉｉ 象 的 なコン セフ卜 ては、 ｩ ｗｉ ｾ とし

て、あらゆる ｾｾ￭ 多なものを ｦｲ む ＼ｮｬ￭ ､ｩ ＾ をとらえることはできな ｌ 、 。

モ夕、ニス‘ムはいわば，辿築をモテツレとして ｮｬ￭ ､ｬ ｾ ｾ ・ えていたのであ

る。60イ|刊にまで、行1¥1  U  ，:1 /11  I1 ｌ ＺｊＺＡｩｬｬｾ梨Ｇぶのイメ ー シ‘の 卜 にあ っ た 。 だが

70{ 1'- 1にから、〈行I¥di >の祈しい与えんによ って、 ，叱築とはちか った次

j じのものである こと力"1リl らかにされる 。j正に、そ のnll di，i6Iiに よって、

，立築家そのものが党わ っていかな( t ればならない t:.' ろう 。

＼ｮｬ￭ ､ ｩ＾ はモダニズムカＮＮｾＮえたように、 ｟ Ｎ ｾ ｾの ￬ .Ii It に正と ってj1t化

するものではな L、。 それはj}t i屯をf守み、モダニズムが切り J?? ててき

たj品L の，1，' いものもそこでは，ω lふをよ1ちつづけているのだ。モダニ

ズムの nl¥di ，ifiul J ' . 、氷点という，' ，心 に- ; l : {ヒして ゆく 。 しかし私たち

は、 見米と υω［ｾ 以 ｩ江 ｌ と1:.1川，iJリ山肌JI

jよ刊.1I つj大¥寸|版以を』比Lえるむのとする、多; l:( I'，jなnl idi ，泌をfJ5-λ てレかなけれ

ばならなレのt:. .. .  。

テクストとしての大阪

多 j 亡(I ;jる:行li di ，i命と はどのようなものであろうか。人|以はテクス 卜

としてどのように J じまれるの t:." ろうか。1934{1ーに、大|以IJ . 次のよう

に，li ーか i l ている 。

「人|以の人似たるゆえんの独 1I のhEl; ;(ーを織り 11けーものは、あのすは、

らしく、|λ似なJ也)1ヲと、八 ( Ｑ 八 怖 の 粉 、ある ｾｉ ｉ < 縦般に lTi 戒する i"lll と

t角栄 ー |存j機の心JI械である 北浜 ，'，と川公|占! の1)' 1  ｊ ｅｬ物 …ー 交 ｾｦ￬

J  11111'1' の仰i突の林. . .lJj CのUJ、ili'Tt i! J:I¥' .  .  .  .. 11 みいのf} J、心斎橋筋ー

守々 。 そして、それらをつつ‘る 人1;)x)，&IMrやji Lj 大 1:. ，'j 、kil :l，j kfll' とい

っ た千ｾ ｽｩｪ ￭ｬｬｬ ｧ￺ ＮＮＮＮ Ｎ さらにそれらの ｊ ｽｴｫｾ 土ｴＺＮｈｊｲ体 かなんかのように 包

んでL 、る lm史的fT;if --e・0 ・l ( のmの!!J. aわった出)j{ の ，I，nli 以米の変j &! : .

徳 川 ｲｊｪｊｴｊ ｊ の 近松Ｊ林 ｦ の ｩＧ Ｈ ， ｊｗｦｦＯ ｊＺ ｜ と人ｊｦｾ之Ｉ ， Ｇｈ こ引われ たよ、 ｈｩ であろう 。

けれども、今 ＱＱ の 大都会たること の公 配に寸、 つ ては、 Ｊ［ｾＨゃれ， ｉ ， Ｇｉ Ｍｴ［

その他の太郎会のJ))j イ?と ydなると こJろがなく、 .f.Tj 作iJ 、すべからさ

る煽怯 t 緊必と必留の! 出じを やんでL 、て、そのtti には、私ど もの心

を克 がしめる 1111物む !!I，r，くな っていた。(惚|人J ，Ｇ ｩｊ 乱 ｾ ｉｉ 本ｦｩＯ￭ ､ｊｊＡｅｬ［［ｾＧ ｊ 1934 

{ I .o  1987イ|ーに j加字、出 j: で級車リ)

十象|人I，'i 胤 IJ.、 - 11，'j 、': i) 111 ｾｩｽ ￭ ＭｪＮ ｬｬ ｌ｜ｾｾ Ｇて、あったが、その後の こ とはよ

くわからな ｌ 、 。 以川 の 先期 ｾ Ｈｉ ［ ｪ な ｮ ｬ ｜ ､ｩ ， ｩＶ￻ｾＧ である 。 すでに Ｑ ＹＳＴＱＱＮ に 、

J、PiflEI，;'H; 日目 l



ｾｾ［ ｾｉｾ に ー ｽｬＺｦヒし てゆく ｉＱ ｬｬ ､ｩ の ｦ ｴ￭ｩ ｊ ￎ ，ｊＨこ 刈し てｪ， ｊｌｬ 、批 Ｑ Ｇ Ｑ ほ ＩｪＧｩＮ っ ている 。

「 それらの砂 ｕ 、を 止 ､ 山 本 かなんかのよう に包 ｉｬ てス、る Ｇ， ｉｾ ， Ｇ ＡｊＮＺＨｦＧＮ Ｉｔｔ ;/ J  

という L 、L 、) ) の'1 'に、私のさがし; )<: めている 1111d  iJiI li の競えがある 。

J J tkf: "けて'1:J: 允分でな L 、。<l1ll di ) が魅)J(f' .)なものとして 比える ため

に は 、それ ぞ 包 む ＩＡ料 以Ｚが必ｾＺ なのＱＮＺＢ ，ム、 Ｂ Ｐ r )大(1阪以のj大正寸|版以たる Lゆψ λ んの独J'什
"  
|  

のH，民瓜、i山l

な〈ぐぐ、-汁叶、1介!付f再L火lと':(1が的lド内〈句j な川のうちに 行刊仰|日川1，川1バ山1，を企f汁;;"，:同カかB なけれlばi ならな L 、叫.(/)ててて、d、あ る。

私はこれカ・ らのi1lldi ，:iIIiI.:J:、I1ll diのJr再!J.: ι門、 火・t t t 、t"' ，:斤1"1ー、 エン

ターティンメント 判 、J也卜1"1とい ったも のにi UI していカ ーなければ

なb ないと !ι う。 なぜそれ らの ことが必裂な のか。I1ll d，が分裂し、

ｎ ， Ｇ Ｈ し、ｽ ｾ えなくな っ ている か らたず ｯ /1II di の!作、火↑ '1、火: "?- I"I とい っ

たものは 、十 象 ｼ 人 ｬ カす し 、 っ ているよう に、土 ￻ｴｊ ｦＨイ ド のよ うにｉＱ ｬ ｬ ､ｩ ｾ 包 んて タ

いるも のだ。 それカTなけ れば、)( Ia，( は、i也の/1II di と|メ別がつかず、

点以のコピーに なって しまうのである 。片'f !J.: '[' 1や火:"t tt u: 1111，1，にお

L 、て) ( きくな りつつある 刈 心をつなぐ ものだ。 どのような_ j .J ，' ( か。

， ｉ ， Ｇｬ 、む の と祈しいも の 、 ｉ ｕ 、 なものと微 少 ならの、 ｻ ，出 い ものと ｉｉｾｽ ｜ カ ｡

いも の、 '.'l l" J(!' .)なも の と 般(1'. )なもの、老人 と]' ども ー という九l

，' ( て. わり、 ー ); L ." けに l，' iliAせず、 ，'，分 とはYdfTのものへの想像 )J !:.

立作It H‘1つことである 。

そのような んJI" カ・ らすれば、 これまでモグニズームの /1I I，li ，:iIIiてγ u

ＨＱ｜ Ｉ に 見 られてきた 附 、 ＡｊＮＺ ｴ ｴ 、 ｪ 也 ＩｪＧ｛Ｇｬ 、 ｾｊ ￎ Ｚ ｎＮ刊 ー、 ｾ｜ｪ ｬ ｾ 多 Ｇ ｉ ｴＡＺＮ い っ たものが

新い、心 Ｚ Ｑ 川、 ｈＮＧ ｉ っ て仕 ってくるだろ う 。 カ・って近松 Ｑ ＮＺｊＺ ｩｾｩｩｊ 長 ｉ ｊＨＡＧ Ｎ Ｉ氾Ａ像力

に よ っ て、 ￮ｬ ｊ 々をと らえ、 Ｉ､ｫ を ｊｾ ｉ ｊＨ ｉ ｜ Ｉ なｉＱ ｬ ｬ ､ ， シ ＺＢＱＱ｜ Ｉ とし て ｩＷ Ｑ Ｇ ーさせた 。

そのような劇的情川 1.:J: 引代の)( 1;);: においてま ったく失われてしま っ

たJらうか。 それはi犬し て失われてはいな L 、。 それを JIj. [F とりもどす

ことが、私たち のイ1:')'; なのではな いの7ごろうか。'Y' !J.: i.:J: ，I，' l  、が、つ

ねに析しく J; ーさ11'1 されるべ 告らのなのだ。

あ らゆる 利 多なものを ｦｲ むテクス 卜Ｈ あ Ｇ制 勿 Ｉ としての ＩＨ Ｑ ［ＩＮ＾Ｈ はＡＡｉＮｲ， ｉ Ｉｪ ｾ

の1(l i，' 1ちを日っている 。私はそ こをj佳品、し、 11J 々、' 永々 、人々に ，'1' ，

会 l' . 大|以という )(l 、なる物tih を.h'( )弘、 )(1;);: ｾプ比 λ るｉＱ ｬｬ ､ ， にした ｌ 、 。

ネッ トワークとしての大阪

ひさしぶりに私は大|以な品、いた。人l，il'l=.i-:1iヒcノレ、人1以IH氷点目、 '1'

之 ｬ ｢ 公会Ｇ ［［ ｾ ー、 ＩＨＩ ｕＨ Ｈ Ｇ￭Ｚ ｊ ， ｩ ［ 、， ＧＺ Ｚｪ ，ｊＺ Ｚｪ Ｉ 寸リ Ｇ Ｉ ｉ ｊｦＡ ｦＺ など 『 モダン ・ シティふたた

び一一1920{ 1'代の大1;);(0 ((jリ j し付 )を .Ii:l 、て以米、 なつかし し、反と な

っ た控物 に ｈｩ ｦＨ ｊ で ＱＱ ｪＮ ｾＧ［ する 。 ＩＨｉ ， ｩ ｬＧ ｬ イ ＱＷ ヒ ｖ レはまもな くを ・を ￬ ￬ Ｇ￭ すとい

うI ｾ ｉ ｲＮ Ｇ合 ｉ ｬｉｊ l 、た。 それを与 えるとな かなか内 よ りがた L 、。 先11 、 この

ビノレをつくったウ‘ オ ー リズのあとを，訪ねて 、近i l を旅した ことが，也、

L 汁1'，さ れる 。

なつか しい ，I，'l 、主t物カ河川えて L 、く のは7悲しし、。 しカ・し I1lldl1.:J:ノ| き

ているので。あり 、つね に交わ ってい く。 ，I，'l 、も のを 忘れな いこ とに

しよ う。 そして ，1，・い ものと 析しい ものとの結びつき にi UIする こと

ｉｉ ｉ ，ｾ， ｉ ［ ， Ｇ［ ｉ ｉ ｉ 央 ＱＭｾ ｾＮγ 。 ［ ， ｉ ＡＧ ｉ ｾ＠



にしよう 。 ノト山の旅では 、 ｉｸｗｾ の ｈ ｬ ｬ ､ ， のよ Ｉ ｲ しい内 Ｑ Ｑ 分をよ 止 る機会に 必

まれた。州) ' のポート アイランドは、ま fごいくつかの川題点はある

とはいえ、 Z'Li J主，' t l'; i1行Ildi (こくらべると 比較にならないほど 紺|カーな配

l主がなされていた。

大|似ては、 出! 寸リ11 と・|哩(. ) ＱＱ にはさまれた 三 Ｑ Ｈ Ｑ 地， ｩｕ である ｊ ｽｊ ｩ､ ｾ に、

Ｊ［ ｾ Ｈ の Ｑ Ｉ ｾＱ ｩ ＩｲＧＨ［ Ｇ ｩ に比較されるような ｪ Ｇ ，Ｇ ，Ｇ ｪ Ｉｊ［Ｂ Ｎ ［ ピ ノレ ｬＱＰ ｊ が つ くられている 。 花、

は ｍ ｾ 止 とその ｬ 十 ｊ の人 ｼ 以 ｊＩｩｾ 公 ｼ 占 Ａ との惚介に ｩ i_J 1しているが、さらに -It

f)!l Jの行Ill，:j l人 以f)!l JのJ/JJi: J{>!J><. 、そ のI'Hの* 成|メなど t の川に 析しい行11

d，のオ、 y トワークカザムられて いくのではないか! : JtJli .'i している。 こ

れらのj 也域は、 『モダン ・シティふたたび』 を，l; ーいた11午らまわりきれ

なか った。城見のよ)rl l i 1 J i を比た私は、あ らためて、その川辺 にひろ

カt るlJ i を々プ 比たいと，也、ったのであ った。 11，' l 、性l はWrL  l 、l10J にぷ川、を

J j - え、析しい1lflJ:. ，I，l  、1101 をIIJ ずりよさぜるのである 。

人|以をはじめとする郎diJtr の川辿 Ij : . 、氷点への -Jot-tfJ41いという流

れの '1
'
て、いか に1'1らのアイテ。ンティティを 』心 、だすかというもの

である 。 ミシェル ・ビュ トーノレは r'l' 心 とイザlーのあいた一一 日Ild，と

III :W L  Ｈ，川 ＱＱ ， ＧＱＧ ， Ｉ以十 ｵ て、あらゆるものを集 Ｇ Ｑ Ｇ し、 ｾ Ａｊｉ Ｉｩ す る行 ｉ ｬ ､ｩ を

Ｇ ， Ｇ ｪ Ｇ ｩＩｉｩ ｉｈｬ ｬ ､ ｩ と ｉｉｦ んでいる 。 そして、点以のような、 ｉ ， ｩ ｬ 心 ｉＧ ｉＨ ｉ ｾ ｊ てＧｾ Ａｊｉ Ｂ ｬｩＨ ｉ Ｂ ｊ

な，，' j'': IIi IHII ，liカ'it-<r，.主として 強力のように 比えるが、その|人J ': ';IIで Ij:.fq!( 付、

力f はじま っているのであり、行Il dJJi Yは、nJ I d  ｩ Ｊ， ｬ ｾ ｪ へ変作しつつあると

ピュ 卜ーノレは いっている 。 Hlllli it: ltjでは、 '1
'
心 と}，';jjll という刈 、'(l U ((

ii'i する 。 それはテクス ト (右i1k111J) としてひろがっており、どど、 のJλ ，1，(

1小|ド1，心L心、てでA あり、} ，';jjll であり引るのである 。

在、は、 <1920{ 1ー代〉のモダン行Ildi といったものが、ハリやニュ ー ヨ

ークにあるな らば、点以にらあるはず1:. "、 !: " 与えた。 そして氷点に

あるならば"J ，:J i);.( にもあるはずであり、さらには、千"" I，').y;や近H. 八1附

にいたるすべての1 J J 々にあるはずであると 担保 して、 <20イ|代〉のオ、

ッ卜ワーク{t ひろげてい ったので R あった。i正に L 、ぇ Ii"、 )(1以にない

なら、 氷点に もないはずなのである 。

ａ Ｚｉ ｖｸ を 切り Ｚｾｉｉ してｾ Ａｊｉ ＮＡＧｬ ｦ ｬ Ｚ を 強， ｕ ，Ｇ ， ｪ する こ ｴ ヵたそのアイデンティテ

ィ をつくる こ となのではな ｌ 、 。 むしろ、 ｾ ｟Ｈ［ｘ t のj，ijJ l，'j(¥:t'J:を 11: 比す

る こ と力 ｦ 、 ｾ ｩｬｬ ， ｬ ｩＨ ｉ Ｂ ｊ なＺ， ， Ｇ ｪ Ｇ ＧＺｬ ｬｩ ｬ ｮｊｉ ､ｩ を多 ｊ ､ｬ ｾｊ なオ、ットワ ー クに解 体 し、ど

の ｽ， Ｇ ，Ｈ も 、 ｬ Ｇ 什 ｩ こ、 その ｴ ， Ｇｊ 徴やＡｬｩｬｩ Ｉ ｊ をのびのび ＱＺＱ Ｑ ト ｪ Ｏ ｊ ｾ さゼるの ｦ ご 。

紅、はそのようなオ、y 卜ワークをプボめてnJ l di から行Ildi へ旅をする 。

さまざまなｾｾｾｾが私を ＩＨ ｉ ￭Ｉｸ に ｪ ｴＫＮ いてく れる 。 ノト ｪ 文の旅て ｉ ｊＮ、 人 ｼ 以の ， Ｑ ， Ｇ

い必!'1勿との Ili 会をなつかしんだけれども、それt:. ' けではなく、 引代

行11" iの1
'
，大な寸前に悩みながら、いつの 日か、 Al i)xの人々におl しま

れ、大阪の Ａ併ｾに 参 加 していくようなお ｉ しい ， 住築、析しい位 ｉ を つく

ろうとう'i ) J している人たちにも ，'1' ，- : 2そったのであった。紅、Ij:. ll ，'l 、ォ、ッ

トワークぞ忘れないようにしよう 。1:." が、 t)r しいオ、ットワ ー クむ人ー

がにしよう、き っとそれはい つか、 ，
1
，' < 縦しけ、なものになるであろ

うカ・ ら。 (う IL の ひ ん し 夫卜I:r，lt- II (tu' 本)

ｊ 、Ｉｌｦ ｩ ｴｾＧ ， ｉ［ ｬ ｾＩ［Ｉ ｬ＠
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特 集

構 造 の 省 力 化

わが国の建築界は今まさに、建築技術者 ・技能工の高齢化、 労働力不足に直面

じています。国際社会からは労働時間の短縮を要請され、しかし現実にはやる

べき設計量は jJ、える一方です。社会は、建築の設計に高品質を保ちながら、量

を消化じ、さらに質を向上させることを要求じてきております。こういった社

会状況であるからこそ、積極的に省力化を見直さなければなりません。

以上のような編集委員会でのフリートーキングを経て、特集に省力化を取り上

げることにじまいた。ここでは、構造設計作業の省力化と、作業の延長線上に

ある施工の省力化をも考慮、じた構造設計の省力化を考えたいと思います。

社会は高品質な設計と量の消化を求める

個人とじては豊かな生活を求める

世界からの日本へのニーズ

構造設計作業の中で、この三者の折

リ合いをつけるために、労力を省く

今のワークて省けるものは何か

( 編集委員会構造分科会)

作業の分析( 前打ち合わせ→構造設計→申請→事務的なもの)

本号特集編集幹事

外 国 峰/ 福山国夫/ 和泉一義/ iI'J 孝好/ 辻岡静雄/ 馬場研介/ 山崎雅生/ 和問 勉



口序論口

建 築 に お け る 情 報 の 流 れ と 省 力 化

脇 山 広

省力化にはいろいろの手法が考えられるが、全体の仕事の流

れを受理することと、一つひとつの仕事を効率化する方法、す

なわち、マクロな方法とミクロな方法の組み合わせによって行

われるだろう 。

マクロな方法はプ ログラムでいえばフローチャートを書くこ

とにあたり、ミクロな方法はコードを書くことにあたるといえ

る。 しかし、建築物を建てることに関連する作業は多岐に渡る

ため、一口で省力化といっても、並大抵でない 。 この省力化の

記事の冒頭の章を書かせてもらっている私は、どちらかといえ

ば、省力とは縁の少ない大学にいて、現在、建設ブームのなか

で、いかに効率的に仕事を進めるか日夜苦労されている次章以

降を担当された方々とは力量の差があるが、少しだけ手伝わせ

ていただくことにした 。

ただただ、省力化のみをいうのではなく、良質の建築物を創

るうえでも、省力化は時代の要請であることは疑いのない事実

であろう 。

省力化の基本的な手法

省力化を考えるときに一般的に考えられることを挙げると、

つぎのようなものがあると思う 。

- 機械化、 ・電算化、 - 電子化

・専業化、 ・量産化、 ・規格化

機械化は今では部門によっては電算化とジョイントされてい

ることも多いと思うが、人による作業をコンビュータや機械に

やらせようということであり、電算化においては単に計算をす

るだけではなく、物事の判断までもやらせようという傾向があ

る。 ここであえて電算化とは別に電子化ということを挙げたの

は、いろいろな通信方法でデータの伝達を行い、効率化を計る

ことを考ーえたからである 。

専業化はそれぞれの専門のグループ、企業にまかせて効率化

を計る方法で、うまく歯車が噛み合えばかなりの効率を容易に
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上げることができる点で重要なものである 。 しかし、力関係の

アンバランス ・能力の誤評価などによる歯車の噛み合わせの不

適合があると、いろいろと困難な問題が出てくることになろう 。

量産化は、機械化や専業化の結果としてできるもので、 とく

に挙げ. る必要はないのかも知れないが、省力 を考えるときに、

この思想も必要であるので挙げておく 。ただし、量産化しやす

いものだけを量産するようにすると少量多品種に対処できなく

なり、それがネ ックになる 。少量多品種は省力とは一見相容れ

ないものであるが、電算化 ・電子化をうまく 利用することで、

省力的少量多品種への対応が可能であろう 。

規格化は、設計においても施工においても、また、意思伝達

の要素としても 、省力に寄与する要素で、うまく利用すべきで

ある 。

省力化を妨げる要因

これにも、マクロな大きく流れを阻害するものと 、 ミクロな

個々の作業における問題がある 。マクロなものとしては、施主

・設計者 ・施工者の聞 の コミ ュニケーションの不良にともなう

トラブj レは最大の障害となるだろう 。 このようなトラブルでな

くても、建築設計につきものの設計変更は非常に多くの荷重と

なるもので、仕事の流れを阻害する渦となる 。 このようなこと

の起こる原因のひとつには 、施主が、設計は建物を建てる上で

の単なるサービスであるとの感覚を持 っているようなときであ

り、設計段階でのつめが甘くなるので、気をつけなけれは‘ なら

ない 。電気回路においても、少量のネカザティブフィードパ ック

は、そのリニアリティーを改善するのに有効であるが、大量に

かけると問題を生ずる 。 ここでも、設計変更がほとんどないよ

うに心掛けるべきである。しかし、設計変更のない場合は現実

にはほとんどないので、設計変更に対応できる体制の確立も重

要である 。

それに、仕事の流れを止めるよつな厄介な問題を先送りして



おくのもなるべく避けるべきで、時には仕事の流れが早くな っ

た時点で障害となり、結果として物事を困難にすることになる

ので、注意すべきである 。

つぎに、外部的なたとえば行政的なチェ ックが当事者の予想、

を越えるものであると、この対応による混乱が生じるので、そ

れについても対応できるよっにしなければならないが、チェ ッ

クする 側 もされる 側 もお互いの責任の範囲を明確に し、チェ ッ

クなのか指導なのかなど混同のないよう対処すべきだろう 。

全体の仕事の関連づけ

全体の仕事を有機的に関連づける最大の要素は人であるが、

その人の最大の要素は、必要な情報の作成と仕事に含まれる情

報をいかに 的確に送信 ・受信し 、蓄積し、伝達するかなどであ

る。建築のように非常に多種類で大量の情報がいろいろな方向

に流れる場合には 、情報の誤りが起きないようにするのが重要

であり、情報の混乱は荷重の増加を生じ 、省力の最大の障害と

なるだろう 。

図ー 1 では、建築がいかに多くの情報の流れの 中で動いてい

るかを大雑把に示してみた 。

当事者が集ま って打ち合わせる こ と、意思決定は主として打

ち合わせ会で行われるが、そこで決定された事項は文字情報や

図情報にまとめられ、必要に応じて伝達される 。 このプ ロセス

は、電算化 ・電子化によ って正確化 ・高速化 ・省力化されつつ

ある。

電算化は即、省力化ではなく、作業の増加や転移を生じ全体

としての省力化を達成するには、一度作られたデータが関連す

る場面で二度、三度と入力の必要のないようなデータベースに

図ー 1 建築における情報の流れ

構築されねばならない 。 しかも設もが簡単に必要なデータを 出

し入れできるようなデータベースの構築はそう簡単ではなく

機密保持の 問題などとからんで難しい 問題である 。 しかし 、 こ

のようなデータベースの一元化を避けていては、省力化がある

ところで頭打ちになるだろう 。

ここで基本データベースの一元化というのは、たとえば設計

者が設計図を描き 、仕様書を書けば、それらのデータが電子情

報として中央情報処理装置に取り込まれ、今までに蓄積した材

料や人工のコストに変動要因を計算に取り入れ、さらにデータ

に少し見積者のデータを加える ことによ って、見積書は半自動

的に作られ得るだろう 。 しかもあると ころで修正が加えられた

ならば、その修正は設計図や仕様書に自動的にフィードパ ック

されるようなことである 。 また、つぎのステ ップである施工段

階にきても 、設計図と仕様書が施工図の元データとなり得るよ

うなテータストラクチャーとなっているのが望ましい 。理想的

な建築設計 ・施工に関するデータベースは、どの時点で、どの

ようなデータを入力しても、それがトータルな情報として反映

できるようにする必要があるだろう 。

構造設計と省力化

構造設計の省力化を考えるときには、構造設計における仕事

の内容の一つひとつを効率化することとともに、構造設計が仕

事のどのような流れの中で行われるかということを配慮、してお

かなければならない 。構造設計は構造計算書 ・構造設計図 ・仕

様書に、その内容が表される 。構造の部門はも っとも電算化率

の高いと ころであると思われるが、他部門での電算化が進まな

いと、そこで生成されるデータが利用きれないことになる 。 も
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ちろん、生成されるすべてのデータがデータベースに入力され

るのではなく、必要なデータが選択されなければならない。

構造設計図と省力化

図面上にさまざまな事項が書き加えられた一般の設計図や構

造図および仕様書は、設計の基本データであり、これらのデー

タを見積や構造体の作製のデータとして直接利用 したいもので

ある 。

構造図の場合、平面図 ・立面図 ・断面図のような二次元の表

示がほとんどであり、比較的図面を描く C A D としては、単純

なものが適している 。現在、 C A Dのデータストラクチャーは

多種類あるので、データの互換性に問題が残 っており、 C A D

のデータを他の C A Dでの利用や他の作業に利用する上で、か

なりの支障となるであろう 。

現在、鉄骨加工の C A Mとして数種のシステムが開発されて

いるが、これらも構造図の情報を直接利用する のではなく、構

造図を見て、新しくデータ入力し、 C A Mデータを作成してい

る。 もちろん、構造図が図面として提供されている現状では当

然のことであるが、近い将来、図面データは、光ディスクの情

報として提供されたり、通信 回線によ って直接伝達されたデー

タとな って提供され、これに鉄骨加工者の若干のデータの書 き

加えによ って加工されるようなことも 、そう遠くないところに

きているように，思う 。

このようなことを実現するためには、図面データの統一 ・多

種類で大量のデータをさばくことのできるデータベース ・高速

データ伝達などの要素がそろえられ、それを制御するシステム

の開発が必要である 。

ただし、このようになることは、誤りを防いだり、トータル

な省力化にはなるが、構造設計者の負担と責任の増大を招くこ

とになることがあるかも知れない 。

構造計算書 と省力化

構造の安全性を擁認するために、各種の荷重時の状態を知る

のに構造計算で確認しているが、この構造計算は電算化のト ッ

プバ ッターであ ったし、今でもも っとも電算化率の高い部門で

ある 。

現在行われている一次設計 ・二次設計に関する構造計算は、

あるレベルの構造安全性を確保するには役立 っているが、良い

構造物を育てるものである点では、いささか の疑問が残る 。 こ

の構造計算の結果が良い構造を造るのに寄与しているのだろう

か、 トータルとしての省力化に寄与している のだろうか、住み

心地の良い構造を造りだしている のかなどと疑問な点は多々あ

る。

しかし 、構造計算の省力化は種々の構造に関する解析ソフト
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が出そろうことによ って達成されつつあり、入力を容易にし、

かつ、出力が明解で他の作業に役立つようなものであるように

しようという段階にきているものと思う。

C A Dと省力イじ

C A D を導入すれば省力化 できるという こと はできないよう

であり、 C A Dの導入によって省力化の可能性があるというの

が、現在の C A Dシステムのょっに感じている 。 その理由は、

設計者が今までの製図感覚で直接入力する ような方法が必ずし

もC A Dにと って効率の良い方法ではないことにある 。 どうし

ても馴れるのにかなりの実習期間を要求される場合が多〈、一

人前の設計者がそれに長期間取り組むことは不可能で 、設計者

とは別に入力専門のスタ ッフカ、必要となり 、こ のことが最大の

ネ ックとな っているように思う 。ただ、 これから先、設計者自

身が C A D を製図板に置き換えて使うようになると、事情はか

なり変わるだろう 。

当然、ここで描かれた図はデータとして記録装置の中に取り

込まれ、必要ならば計算され、回線を通じて離れた所にいる人

がそれを利用したり 、修正を加えることもできる 。二次元 C A

D に関しては、かなり近くまでシステムの方はきているものと

思う 。

ただし、三次元 C A D、こ とにプレセ、ンテーション用のハイ

レベルのパースについては 、ただ単に、一般に描かれている平

面図・立面図 ・断面図の二次元データの利用 だけでは線画とし

てもデータが不足しており、それに光の方向 ・材質感 ・色合い

・他の建物のデータなどの入力を加えると、かなりのものにな

る。それは 、一方向から見た場合のデータだけが入力されたの

ではなく無数の方向から見た透視図を創ることの可能性のある

データを入力したことになるので、当然かも知れない 。

また、立体図を描くような C A D の場合、今のところ専門ス

タッフの要求があり、単純労働的でありながらかなりの心労を

ともなうハードワークとなることが予想されるので、いわゆる、

省力化というところで話す ことは現状ではそぐわないことのよ

うに思われる 。 しかし、プレゼンテーションが重要度を増して

くることも確かなので、上に述べたシステムよりレベルの低い

もので、平面図 ・立面図 ・断面図の二次元データの利用だけで

不完全ではあるが、線画っくりそれに C R T 上で修正し色づけ

する程度のものが、省力化とのバランスのもとで実用的である

のかも知れない 。すでに 100 万色ぐ らいを用いて比較的簡単に

自由な色づけの できる ソフトなどが、入手できるようになりつ

つある 。
( わきや ま こ うぞう 大阪大学教授 )



各論口構造の省力化の現状とその問題点 ・1

設計能力の評価と活用

につながる省力化

一 行政 の 立 場か ら

盛 尾 久 和

昭和40年代後半の大量建設ブーム の ときにも省力化がよく語られ

たような記憶がある 。

内需拡大の追い風の 中で建築活動が活況を浴びている今日、この

テー? をいただいた 。 しかし、今回の場合、従前のように 量の消化

のみに追われた省力化ではなく、ゆとりの時代を反映して、量の消

化と質の確保を兼ね備えた新たな省力化が求められている 。

建築指導行政の立場としての省力化への取り組みは、建築確認業

務という自らの事務の省力化 ( 合 理化) と、民開業界( 設計、施工)

に対する省力化の指導 ・育成という 二つの分野に分かれる 。ここで

は主に前者を中心に述べることとする 。

建築確認業務の省力化( 合理化)

精造審査の現状

建築基準法第20条 ( 構造耐力 ) によ って、一定規模以上の建築物

については、構造計算によ って構造上安全であることを確かめなけ

ればな らないとされており、建築主事は各条文に適合していること

を判断するほか、構造設計に当た っての考え方や構造計算のプ d セ

スの妥当性も含めた審査を行わなければならない

これらの審査を通じて感じていることを、日頃の担当者のグチも

含めて書くことにより、行政庁恨IJ からの省力 化の必要性とする 。

(1)構造計算書の審査等については、多くの時間と労力を必要とする

が、審査期聞が少ない

・確認申請処理法定期間 ( 21日) から、消防署等の合議や一般審査、

設備審査日数等を除くと、ほんの数 日しかなくなる 。

・計算書と構造図を細かくチェ ックするため、相当の時間を要する

うえ、訂正事項も多い。

・また、 1 日に数件審査してホ ッとしていると、それ以上の書類が

新たに机に椴まれてウンザリ ..

(2)3 - 5 年で担当者が異動になる行政庁が多〈、専門職の養成が困

難な場合がある 。

(3) 審査に当たり、構造のみでなく、意匠、設備をふくめて 1 人で審

査している行政庁も多い。

(4)  1 人当たり構造審査件数: 50- 700件/ 人 ( 平均260件/ 人)

確認業務の省力化( 合理化) の方策

上記のような状況下、つぎの 3 項目のバランスの中で省力化を推

進しなければならない

・行政にと っての合理化であること 。

一審査業務の軽減と現場指導や中小設計事務所の指導育成への転換

. 申請者にと っての合理化であること 。

一 添付図書の簡略化、構造審査時閉め短縮

. 法の適正執行であること 。

一設計者自身の設計チェ y ク体制による担保、厳格な資格基準の設

定と研修

すなわち、構造審査の省力化は審査の省略ではな く、民間の設計

能力の評価と活用であり、省力化と同時に建物の安全性をより 一層

高める 中で行われなければならない。

これらの要件を満たす制度として、大阪府に おいては昭和4 8年よ

り法令建築事務所制度を運用 し、今年で16年目となり 、順調に成長

発展してきている 。 この制度は、複雑多様化す る建築関係法令に精

通する建築士を養成し、建築指導行政の円滑な遂行を図るとともに 、

建築士の活用、建築士事務所の質の向上を図る こ とを目的としてい

る。その内容は、 一定以下の規模については 、構造を含む一般審査

を設計者側の自主的なチェ ックにまかせるものである 。

また、今日の構造関係法規、構造計算指針の高度化 ・複雑化に対

応して昭和62年より構造法令専門者制度を創設し、その活用を図 っ

ている 。今後、同専門者の増加 P R と利用啓発による制度の拡充 -

J広大による特定行政庁の構造審査および申請者の合理化をさらに図

ることが期待されている 。 ( 構造法令専門者の特典一一地下 1 F 、

地上 5 F までの建築物の確認申請で構造計算書の添付省略)

また、構造関係の中間検査についても、従来 、特定行政庁の係員

が配筋検査を行 っていたが、一定の要件を満たす設計事務所につい

ては工事監理認定事務所と して、現場中間検査 、構造関係資料の一

部提出免除などを行 っている 。

- 構造法令専門者一 一300人

- 構造法令事務所一 一173社

. 監理認定事務所一一 132社

建築確認の省力化のための支援システムの開発

(1) 高度情報化の進展

( S64 . 1 . 1 現 在 )

現代社会の高度情報化の波はわれわれのあらゆる社会生活に入り

込み、手IJ f更さ の追求とあいま って、すさまじい勢いで変貌 ・拡大し

ている 。最近の建設業界においても、 7 ンパワーでしかできなか っ

たいろいろな建築関係の専門事務処理等が徐々に、部分的に コンビ

ュータ ーにより 処理されはじめ、そのスピード性、正確性は何にも

代 え難い地位を占めはじめ てきている 。建築設計分野では自 社開発

の C A Dやノ マッ ケージソフトによる構造計算勾や日影計算のシステム

等が、大手の設計会社やセーネコンだけではなく 中小の設計会社にも

かなり普及してきている 。このょっな高度情報化社会に対して、建

築行政にお いては、 各種 申請業務は法律で規定されているこ と等も

あり、なお、旧態依然とした扱いとな ってお り、官民ともに手つか

ずの状態が続いている 。

また、最近のように建築物の大規桜化 ・複雑化により申請書類が

膨大になり、それを審査する行政側においても書類審査の迅速化や

的確化が社会要請となってきている 。そこで、建設省を 中心に学識

経験者、全国の特定行政庁、設計者等が集まり、建築設計業務のう

ち行政1P. IJ と接触の多い建築確認申請業務の高度情報化への取り組み

が始まった 。 これは、技術革新や安全上の新対策等、日々の進歩に

対応していく必要のある技術法である建築基準法への導入であり、

なるべくしてな った感がある 。他に例を見ない、 初めての試みでも

ある 。平成 4 年度の実用化に向けて建築確認支援システムを開発し、

今後考えられるいろいろな情報の標準化や審査の迅速 化 ・簡素化に

対応していくことを目指している 。
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表ー 1 建築確認支媛システム開発計画

年 国( 建設省) 特定行政庁による開発協議会

|  高度情報化基本計画の策定| 審査業務 査・分 関連業務

↓  

J C 
| 基本方針の決定 ( 概要設定) 卜ド支援システムの基本設計

審査プロセスに関する基本設計

- 出力情報( 審査結果等)の 内容と

|  法 政 令 の D B化の分析 |  

その表現形媒体式に関する基本設計

年
- 入出力の ・装置 ・システム

の補助機器に関する基本設計

- 出力情報スト ック化に関する基

本設計

度
| 時 ス テ ム 基 本 聞 の | ←

- その他関連事務処理システム基

評価・検証 本設計

法 政 令 の D B化 |  

分析 ・検討

2  

| 民間 C A D開 発 制 方 策 検 討 |

向上の詳細設計

年

度

| 告 示 通 達 の D B化の分析 h  

| 詳細設計の評価検証 l 告 示 通 達 の D B化 |

↓  

ードに関する検討・調整

3  

| 支援システムの啓蒙等

同上の実施設計

年

度

| 実施設計の評価検証

| 維 持 管 理 整 備 制 計 画 調 繁 | | 法令検索システム知識D問 築 |

4 年度実施

(2) 開発計画の内容

現時点でのシステムの開発計画は表 ー 1 の通りである 。 そのー音[1

を紹介すると、建築基準法、政令、告示、規則、通達、条例、細目IJ 、

取扱等あらゆる諸規定をデータベース化し、審査支援を行うことが

できるようにする 。 まだイメージ段階ではあるが、申請者が C A D

等で設計したものをそのままフロ ッピ一等で申請し、それを行政側IJ

( 特定行政庁 ) のコンビューターで審査支援すること等が考えられる 。

また、利用の仕方により、設計側へは設計支援にもなるようなサー

ビスの提供も考えられる 。すでに利用している C A Dとリンクさせ

ることができるかも知れない・ ・・

このシステム開発は、大きく 二つに分けら れた組織すなわち建設

省と開発協議会 ( 全国の特定行政庁の集まり ) が日本建築センター

に委託し共同で行う方法をとる 。 協議会似IJ は建築行政を行う特定行

政庁としてのニーズ、意向等を集約し、意見を反映させる 。以上の

ような方法で、構造のみならず、建築確認申請業務そのものの O A

化を図り、官民一体とな って将来に向かつて省力化となるように考

えている 。

建 設 業 界 への 省 力 化 の 提案

(1)  設計面

・構造計画の単純化

一意匠の計画が先行する中で、構造音1¥門も主体的に参画していき、

構造計画を明確に、かつ、釣り合いよく行うことによる設計の簡易

化と安全性向上

・構造形式の統一

90 

一部材の種類は最小限におさえる 。仕口の標準化なと

・維持管理を考えた構造設計

ー メンテナンスしやすい設計による建物のライフサイクルとしての

省力化

(2) 施工面

. 各ノ マーツの標準化

一合成スラブ、ハイベース、ベースノ マy クなと

. 工業生産化の推進など

(3) 省力化の中での弊害

精進設計上、コンビューターを活用することが多くなり、構造設

計の省力化がめまぐるしい。復雑な構造ても解析が可能なことから、

間取りに合わせた自由気ままな柱、梁の配置をする憐造計画が多く

なった 。

これは設計の自 由度と解釈できる反商、構造設計の原 NIJ である釣

り合いよい配置という面に欠ける 。 また、誰でも扱えることから、

構造概念を理解しない人が計算することがある 。 コンビューター化

( 省力化) の悪影響ともいえる 。

社 会 ・ 経 済 情 勢 等 の 新 た な 展 開 と 省 力 化

21世紀をまじかに控えた今日、 「国際化」 ・「高齢化J .  I高度情

報化」等、社会 ・経済情勢の新たな展開や、 「技術革新」の急速な

進展、さらには関西国際空港をはじめとするビ y グプロジェクトの

活気に満ちた推進等を背景として、建築界をとりまく状況は大きく

変化しつつある 。

とりわけ建築構造をめぐっては、空間需要の高度化 ・多様化に伴

い、建築物の大型化 ・高層化、道路等のインフラ機能の内包化等に

よる建築空間の複合利用化、膜構造や免 ￭ｾ Ｇ ｦｦｊ リ長構造など新たな建

築構造や建築材料の出現等、状況の変化はまことに著しいものがあ

る。

これは、従来のとかくすると画一的になりやすい構造形態から多

様な形態への移行で・あり、また設計 ・施工両面における個性ある一

品生産性の強まりともいえ、大量工業化生産などで代表されるこれ

までの省力化や合理化は図りにくい状況とな っている 。

このような中での省力化のあり方が今後の課題であると同時に、

建築確認行政に対しでもこのような動きに的確かつ迅速に対応する

ことが強〈求められている 。

また、構造審査の基である「建築基準法j においては、立法当時

法律専門家から技術の進歩 ・発展を積極的に支援し、また具体化す

るものとして高〈評価されたといわれる「法第38条」の規定があり、

これにより最近では膜構造建築物や大断面木造建築物等、新材料 ・

新工法による建築物が多数実現しているが、一部手続きの煩雑化や

審査期間の長期化等の問題が存在していることも否定できない 。

建設省をはじめとする関係当局においては、 「法第38条j に基づ

く個々の運用例の蓄積のうえに 、政令への組み込みや技術基準の告

示制定への移行等、手続き の合理化 ・省力化について鋭意努力され

ているところであるが、さらなる省力化を図るためには、行政はも

とより建築業界、研究者等が一体となった 地道な 実績の積み重ねが

不可欠であり、また基本といえる 。

新技術や新工法は、慎重かつ多角的な検討を十分踏まえたつえで

実用化されるべきことはいうまでもないことであり、本特集の主題

である「高品質を確保しながらの省力化」は今後ますます重要な課

題になるものと考えられる 。

( t  1) ぉ υ さかず 大阪府ill 築書llill 築指導課鳩造係長 )



各論口構造の省力化の現状とその問題点 ・2

「理科」と「算数」の世界

から飛ぴ出して

- 設 計 事 務 所 の 構 造 設 計 者 と して

辻 英

建築精進の省力化 としては、 A直体建設労力の削減も含まれるが、

ここでは「省力化」を設計関係者の時間節約、つまり頭脳の効率的

活用ということに限 って考唱えてみたい。

主題について 日頃考えていることを、構造設計にかかわる 二、三

のキーワードについて述べる。

[法令・告示・通達・規基準]

現在の構造設計は、膨大な量の規基準で拘束されている 。基準法

の躯体関連条文は約20カ条、施行令で約70カ条、告示約25、通達約

65である 。これを「ポジティブリスト J ( できることはこれだけ )

と見るか「ネガティブリスト J ( できないことはこれだけ ) と見る

か。 rポジティブリスト J とする限り、条文が増えないと設計の自

由度が拡大しないことになる 。

学会と建築センターの規基準類は約80冊、 20，000ページに及んで

いる 。内容は食い違いや重複が多い。そのうえ 、今もなお新しい規

基準作りが織んであり、改定のピ ッチも急である 。作成委員のほと

んどが実際の設計者てないためか、検討に要する能力や i時間が配慮

されていない。

このほか、特定行政庁別 に指導方針や内規がある 。発注サイトーの

基準類もある 。一つの建物に関係する躯体関係規基準だけでも 、も

はや、設計者 ・行政係員 ・評価評定委貝のだれもが把握できないほ

どの畳にな っている 。構造設計の省力化を考えるうえで、前提とな

る大問題である 。

法令はともかく、これら規基準をどうとらえるか。私見では 、設

計者用の単なる参考資料やデータ集であると考えるが、実際の運用

上はー径の「ベカラズ集」として扱われている。

確認申請でも評定 ・評価でも審査側に、構造物のあらゆる部位に

わたって規基準の条文によるチェ ックや計算の裏付け を文書で要求

する傾向が強まっている 。 これは、あたかも平家の怨宣言から逃れる

ために全身を経文で埋めつくした「耳なし芳一J を思わせる 。実質

的に安全性をチェ ックするということからいえば、そのチェ y ク内

容が普遍的で妥当なものである限り、熟練者は見ただけで即断でき

る。経験者であれば自明の、検討 ・計算を繰り返し要求することは、

設計側のみならず審査側でも労力の大きな損失ではないだろうか。

また、構造計算には一定のばらつきが不可避であり、少なくともそ

のばらつき幅以上の多因子 ・高精度の計算は無意味である 11

規基準のあり方 ・精進峨認行政の程度・構造計算の意義を考え直

すことこそ、省力化の第一歩 と考える 。

[ コンビュータによる構造計算]

建築分野でのコンビュータ利用は、鱗造計算から始ま った。 コン

ビュータ 化の効果は 、アプリケーションプログラムの開発から個々

の仕事に適用するときの入出力手間などをすべて勘定して、評価す

べきである。構造計算での利用は、コンビュータを構成する機器の

特性からして、桃造図の作成の iltt l-イじにくらべて際立 って効率がよ

い。121 コンピュ ータの対価格性能比が格段に向上した今でも、この

関係は変わらないようで、構造図は従来の手作業のままでも、計算

はコンピュータを使うというのが普通にな って いる 。

最近ではかなりの稜類の構造計算のア プ リケーションプログラム

がパソコンソフトとして販売 ・流通しているから、開発にかかる労

力は潜在化してしま っている 。 コンビュータ利用者の頭からプログ

ラム開発の労力や質の概念が消失している 。パソ コンソフトが営業

の論理で開発されることや評定委員会の研究者の価値観なども作用

して、計算上考慮する因子は増加の一途をたどり、見かけ上の( 処

理できるというだけの ) 適用範囲は拡大し、 - 1 ' 1化は進む一方で、あ

る。不特定多数の使う パソ コン - 1' t プロでも、今や巨大なブラ ック

ボ ックスと 化 し、ユーザーとしての設計者も行政係員も 、その内容

を知悉することは不可能にな って いる 。

皮相的にいえば、構造計算に関しては一時代昔に比して、ほんの

わずかの投資をするだけで、プロクラムの開発も要らず、構造力学

も要らず、入出力の手間だけで 「モノとしての精進計算書J だけは

作れるようにな っている 。構造関係者の間では、本質を考えること

なく、計算理論 ・計算式の権威や計算量の膨大さ、アウトプ ッ ト量

の多さだけで結果を信じてしまう「裸の王様j 傾向が横行している。

この状況は 、新耐震設計法の法制化に伴う計算手法の変化 ( 多く

の計算項目の追加 ) がコンビュータの普及期と 一致したことや 、規

基準量が実際の構造技術者 ・行政係員の能力をオーバーフローして

いることや、研究者主導の評定制度や上記の「耳なし芳一 j 傾向な

どの相乗効果によ ってもたらされたものと考えられる 。

現状の構造計算一般についていえば、この思考停止傾向、つまり

行き過ぎた 「手抜き」の方を! 懸念すべきであろう 。

省力化ということでは、現在必要とされている計算そのものが本

質的に不可欠なものかどうかの再検討こそが重要であり、抜本的な

省力化効果がもたらされると考える 。

[構造図・構造設計法]

構造図制作の省力化を考える場合、現状を前提にして、コ ンビュ

ータなどによる単なる効率化だけではなく 、現在の構造図の形式 ・

種類・精度、ひいては設計されている構造物そのものが省力化とい

う観点から適切なものかどうかを見直すことがまず必要で・ある 。

新耐震以後も、現実の設計は弾性許容応力度設計法によ って いる 。

すなわち、設計荷重をモデル化した骨組に載荷して、 ( 見かけ上の )

弾性解析によ って得られる各部の存在応力が許容応力以下になるこ

とを確かめるという手法である 。最近では、この手順をコ ンビュー

タで代行させることが普通にな っているので、形式的にこれらの応

力は、いくらでも細かく把握できるようにな っている 。

設計荷重 ・骨組 ・許容応力は、いずれもモノを設計するために仮

に決めたモデルに過ぎない 。巨大な連立方程式を解いて得られる応

力は、建物ライフサイクル中に遭遇する現象そのものではないし、

現実の構造物が設計荷重オーダーで厳密に弾性域にとどまることな

どありえない。弾性許容応力度設計法は、 K K  0  131 を加味してモノ

の寸法や個数を決め るためのきわめて優れた「便法J であるが、現

実の設計ーでは ｾｬ ｩ ｛ 性許容応力度設計法が ｋｋｄ なしに余りに厳密に解
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釈されることが多い。このため、仮定断面 ・応力計算・断面算定の

問て"エ ン ドレ スルーフ・に近い状態が生 じる 。建物が巨大化 ・複雑化

するとなおさら手に負えない。}] IJ 次元での判断や決断かーないかぎり、

膨大な時間とコ ンビュ ー タ資源、が空費される 。これは安全性の検討

とは関係のない単なる 徒労である 。筆者はこれを「モグラタタキ j

と呼んでいる 。

コンピュ ータ利用の普及で、モノとしての鱗造が余りに細かく、

余りに 応力に忠笑に設計さ れる傾向が加速 されてい る。設計段階の

躯体 コスト評価体系に工数 ・工期がイクス プ リシッ トに組み込まれ

ていない こともあり、ミ ニ7 ム数量だけを価値尺度に するため、断

面の種類がきわめて多くなり、ディテールも非常に複雑にな ってい

る。構造図の省力化、 CAD化 ( ここでは、 Computer Aided Dra-

fting) 以前に考える べき 問題である 。

現在の C A Dの実情を調べ ると、従来のドラフト マンが直接使 う

のでは な く、 別にオペレ ー ション専任者を養成して集中処理し てい

るところが多い。シ ロウトに機械的オ ペレーションを させて、 専 門

家との人件費格差を C A D化のメ リッ ト評価としている 。 シロウト

が描くので定型フォーマ ッ トの部分はともかく、本来表現されるべ

き例外部分が省略されたり、でたらめなままになっていることが多

い。必要なとこ ろだけでもクロウト の レベルまで教育するか、 シス

テムをドラフト 7 ンが直接使えるものにするか、など 運用体制に何

らかのブレークスノレーカぜないと C A Dイじは「省カイじ」ではなく 、た

だの「手抜き j になってしまう 。

[分業化・ネットワーク ]

知的業務で の常識は 、作業ベースの業務に比べて著 しい相違があ

る。情報ベー スと モ ノ ・ベースで常識が一変する 。たとえば、手作

業でモノを運搬する、書類を整理 ・分類するとかの業務であれば、

筋力や敏捷性の違 いで個人差はたかだか 2 倍以内、慣熟効果を極限

まで考えても数倍にとどまる 。一方、知的業務では知っているかど

うか、理解できているかどうか 、慣れているかどうか 、アイデアが

出せるかどうかの違いで必要時間換算で軽〈数十倍の差が出る 。そ

もそもできるかできないか、が問題になることも多い。

業務の多械化・複雑化に伴い、こ の差が重要になって いる 。個人

の能力に比較して、設計対象や必要情報は非常に膨大にな っている

から、かつてのように「期待される一人前の構造屋像j を思い定め

て、個人レベルでh切護琢磨して一磁の名人芸を確立する ことだけで

は対応できな くなっている 。

この事態へのひとつの対策は、構造設計業務 をきら に分化 させ、

何 らかの分業化 を図る こと である 。たとえば設計対象別、設計プロ

セス別 、構造種類別 に何 らかの分業化 ・専任化 ・情報の集中化を図

れば 、必要時間は飛躍的に短縮される。また、設計組織の経営効率

は、分化が進化しているほど、規模が大きいほど 、よいこ とになる 。

これは、設計ー者個人の1"IJ から見れば、使用頻度の低い情報や能力を

切り捨てることでは1熟度を増すという、 「省脳化J というべきもの

であろう 。研究者の方では、 この極の分化は極限にまで進め られて

いるが、設計者では創造力の欠如 ・総合判断の欠落 ・境界領域の見

落としに、とくに注意する必要がある 。

機造設計業務のなかで一定の分業化をスムーズに実現するために

は、構造設計者同士の人間関係がきわめて重要になってくる 。1'1 前

後左右の関係者間での頻繁な「ほうれんそう J (報告 ・連絡 ・相談)

が不可欠である 。 このあたり、従来の 「構造屋」の イメー ジに 閉じ

こもることはできなくな ってくるだろう 。学校教育の最大の欠陥は

個人プレーを前提にしていることで、個人プレーしかできない人間

性を植えつける 危険をはらんでいることである 。社会では、学校と

9 2  

は異なり、教え合い、相談し合って各人の得意なところを出し合っ

て、個人ではできなかったレベルに到達する 。円滑な チームプレー

の欠如が大きなロスの原因になる。新人からは一刻も早くこのいじ

ましい受験生気質を払拭する必要がある 。

業務の多様化・高度化に対するもつ 一つの方策は 、社内外の頭脳

を、組織の枠を超えてもっと柔軟に、も っと多くのプロジェクトに

参画してもらえるようなシステムを石在立することである 。ヰ土内外に

埋もれる特殊な経験や知識をも っと自由に生かせないか、というこ

とである 。今後 、高齢化社会に向か つことから、 この可能性・必要

性が高まっているといえよう 。

*  

以上より、 主題について筆者の意見をまとめると、つぎのとおり

である 。

① 省力化とは、もともと「無駄な労力の削減j のことであると考

える 。必要な労力や知力の削減は 「手拭き j である 。これ らの混同

はきわめて危険である。一一 構 造設計業務にあ っては、コンビュー

タなど機械化による本来の省力化はもはや特筆するまでもなく、す

でに実現し、広〈深〈浸透している 。むしろ、行き過ぎたコンビュ

ータ化と制度化によ って、本来なされるべき人聞の頭脳によるチェ

ックが省略されていく傾向の方が問題である 。

② 無駄な労力を投入せざるをえない ひとつの原因は、思想や制度

の老朽化によるも のであ る。一ーたとえば、膨大な規基準類の一方

的増加とその運用思想の混乱、構造設計者という専門家に対する研

究者とい う非専門家の介入による 混乱などであ る。

③ もうひとつの原因は、関係者の大ノトさまざまな誤謬と無能によ

るも のである 。一ー とくに、構造設計業務にと って、より上流にあ

たるとこ ろで生じてい るネ ックは、容易に改善できないので繰り返

して発生し、影響が大きく、深刻である 。

④ さらに、高度化 ・複雑化に対する構造関係者の認識と対応の問

題がある 。分業 ・特化 ・協同・組織のあ り方の再検討、社内外での

ネ ッ トワークの確立など、従来の個人プレーだけの仕組みから脱皮

することによ って、作業の省力化だけでなく、情報カ ・解析カ ・判

断力・総合力 ・創造力など構造設計の核心部の強化・活性化 ・効率

化を計る べきである 。

⑤ 構造設計者にと って、今後なすべきことの第ーは、きわめて困

難なことではあるが、 ② ③ ④についての改善努力であると考える 。

無意味な計算や検討をいくらコ ンビュ ータ化して労力を削減して

も、本来の省力化とはいえない。

残された作業領域の省力化よりは、上記の膨大な構造技術者の頭

脳のさを費を本質に戻って議論すべきであろう。このためには、構造

設計技術者は 、従来の ように 「理科J と「算数J の世界だけに閉 じ

こもる のではなく、 「社会」 と 「国語」が必要にな って いると考え

るカf どつfごろフカ‘ 。

本稿の作成にあたり当社構造部、岡本吉嗣 ・万谷隆宏副部長、北

川勝主任、山浦晋弘 ・問中圭介部員の協力を 得た 。 ( 1989年 7 月31日記)
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造が適用できる建築計画 ( より構造計画が合理的な設計につながり、

省力化へも最短距離となる ) というものが必要で、ある 。ここでは、

構造設計業務の省力化 として、構造規定への提案と、設計支援プ ロ

グラムについて述べることにする。

初めに、構造規定への提案として、ルート囚 l 的なものを考え

てみてはどうか。ある制約条件なり規定値を明確にして 、適用範囲

を限定すれば、そのなかで合理的な計画が可能となる 。たとえば、

壁式鉄筋コンクリート造( 以下、壁式構造と呼ぶ) のように具体的

な量 ( 壁量や耐震壁の配置 ) と、種々の規定値 ( 壁厚やはり帽に関

するもの ) を守 って計画されておれば、構造計算書を作成するにあ

たっては、それほどの苦労はない 。より高度な検討を行うことに よ

って壁式構造の適用範囲を広げてゆく W R C の流れとは逆ではある

が、ある適用範囲内での設計法として、壁式構造規準はデザイナー

にもわかりやすい構造規準であ ったと思われる 。

同様にして、鉄筋コンク リート造の建物芳、ルート囚のうちのあ

る範囲内のものについては、計算方法・規準を簡略化してはどうか。

たとえば、最大スパンや階数の制約をつけて、長期の設計応力を、

C 、M。、 Qをもとに、ある比率で決めつけ、地震時水平カの分担を

断面積比例 くら いに割り切 って しま って 、むしろ断面サイズ規定や

配筋規定で釜合性を守る 、いわばルート回一 l というべきものであ

構造計画に主眼を置く

各論口構造の省力化 の現状とその問題 点・3

一 設 計 事務 所 の構 造 設 計 者 として

「省力化J という言葉のイメージは、人によりさまざまな解釈が

できる 。 ここで述べる 「省力化J とは 、機械化などによ って労力を

省くことであり、 「手抜き j とかいうマイナスイメージでは決して

義泉和

る。

誰にでもわかるように規準をマニュアル化し、その7 ニ ュアル通

ない。

近年、設計の内容が高度化し、量的にも多くの処理が要求される 。

そのなかで、構造設計業務の省力化のためには、合理的で明解な構
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杭反カおよびフーチングの断面算定結果

建築 と社会/ 1989年 9 月号

付図 B
付図 5
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りに設計すれば、構造計算書を作成するまでもなく、建物の安全性
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は、十分に確保できるというも のである ( 計画するときも、ガイド
L .  3 0 0  3 5 0  < 0 0  4 5 0  5 0 0  5 5 0  6 0 0  

3 00  t  - 7 5  t  - 84  t  - 8 8  t  - 9 0  t "  9 2  t .  9 3  t.. 9':' 

ラインがはっきりしていると、それを意識して計画できる )。 中小規

桜の鉄筋 コンクリート造の建物の大半が、この範ちゅうに入 ってし

3 2 5  
t 眉 88 t .  9 4  t - 9 7  t - l 0 0  t - l  0  1  t - l 02 

まえば、構造設計者の 「計算舎の作成業務の省力化」はもち ろんの

3 5 0  t ・91 t.. 9 9  t - l 04  t 皿 107 t - l 09  t - l l l  
こと、行政サイド の申請業務の省力化にもつながる 。

つぎに 、設計支援プログラムについて考えてみる 。
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が代表的であり、プログラムの特徴としては、膨大なプログラムゆ

えに入出力の手間や時間を要ーする ことは 言う までもないであ ろう。
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また 、出力量の多さにも圧倒される 。
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9' 10 柱軸カより重心の算定

( いずみ かずよし 株式会社東畑建築事務所楠造課長 )
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各論口構造の省力化の現状とその問題点 ・4

構造の省力化によって

何が得られるか- 構造事

務所の設計者 とし て

和 田 勉

この特集の企画ベースにある考え方を推察すると 、現在の社会情

勢を反映して、構造の省力化とは、構造設計の itt の向上と品質の確

保を目指して労力 ・時閉め短縮をはかり、この時間を利用して構造

設計量を増やすことのようである 。

構造設計の省力化を進めるに当たり、設計の尺度を決める必要が

ある。たとえば、ある設計の作業量と品質を舷保した成果品を何時

間で完成できるかの目安が必要になる 。 この成果品と時間とをはか

る尺度とは何かを考えてみると、その人の感性と経験感覚であろう 。

設計の省力化を、設計作業レベルの効率化と拡大解釈しても、計

算書 ・図面が何時間で仕上がるかの経験感覚から抜け出し、時間管

理の評価法が必要になる 。この唆日未さの中での省力化を、模索しな

くてはならないのだ。評価法のない省力化て舗も、人的能力による要

因が第一で、道具 ・機械の利用と選択、不必要な無駄を省くことか

ら省カ化は始まる 。

意 匠 ( 設備 も含む) 設計者との省力化

構造設計を始めるに当た っては、意匠計画図が必要である 。 この

計画図によって構造計画を進めてから、実施設計の作業が開始され

るのが通常である 。 しかし現状では桃造設計が先行する場合が多〈、

変更設計を余儀なくされている 。 すなわち、企画側では工 ｊｾｉ . 着工

より逆算して確認申請時期と設計 ｊｾｉ 聞が設定されている 。 一方、確

認申請上、意匠図は平面 ・立面 ・断面図等が必要であるが、構造設

計て- は構造計算書および構造図のほぼ完成図書を添付する必要があ

るからだ。すなわち、省力化は、意匠計画図に基つ、いて構造設計図

を作成することにある 。

構造設計者は、意匠設計者の意図をくみ取 って設計変更を少なく

することが、省力化につながる 。

確 認 申請 での行 政 指導 による修正を少なくするために

確認申諮では、日本建築センター「構造計算指針 ・同解説」、日

本建築学会「構造計算規準j 、「行政連絡会資料j 等を参考に構造設

計図書を作成し、確認申請書に添付して審査を受け るが、行政指導

を受けて、図書を変更することが多い。 これは、構造技術者の能力

不足ばかりではなく、行政指導方針の把握に不向きなためである 。

構造技術者が構造指導方針の内容を熟知することが、先決である 。

行政側から指導方針を詳細に公表してもらうとか、行政指導を受

けたデータを蓄積して今後の対応資料とすることが、手戻りも少な

く、行政側にとっても省力化につながるのである 。

情 造 設 計業務 での効 率 作 業 化

構造計算の手法として、手計算のみ、手計算 + 計算機、 - 13計算

プログラム利用の 3 ケースがある 。現在、計算機なしでの効率的な

構造計算は無理で、図面も C A D化に進みつつ省力化へ模索中であ

る。設計作業の最も効率のよいのは、短い設計期聞の場合てある 。

期間内で最大の努力を強いられるから、結果として省力化となる 。

設計作業要素と省力化項目のリストを 表ー 1 に示す。

表ー 1 設計作業要素 と省力化 (0. O.  d  省力化的AAを示す)

人的要因 道具 ・機械 資 料 化 i ' J 式化

打ち合わせ
。

構造計画 。

骨組計画 。

構 仮定断面
。 。

準備計算 ふ
。 。

造 入力データ作成
。

1:;. 。

応力解析 ム
。 。

計 架綿応力判断 。

断面算定 ム
。 。

算 断面算定判断 。

出力データ編集
。

全体調盤
。

計算性編集
。 。

打ち合わせ
。

図 伏図
。 。

軸組図 。 。

面 リスト ム
。 。

詳細図 。 。
tユ

作 雑図 1:;. 
。 。

標準図
。

ム
。

成 { 土機密 A  
。 。

図面編集 。

1  ) 人材の育成一一一表 - 1 によると、人的要因の比重が多く、省

力化は人材養成をいかに進めるかにかかる 。設計は総合力である 。

専 門知識は当然のこと、説得力、表現力、理解力 、収集力 、応用力 、

構成力等の能力が不可欠であり、技術者同士の研銭が必要である 。

2  ) 資料化一一構造計算規準等の図表および数表も省力化に貢献

していることを認識して、利用価値のある資料を作成する必要があ

る。構造設計は一品制作のため、再使用データとして保存すれば、

省力化に有利である 。既設計を参考にすれば設計の流れを把握でき、

技術のレベルを得ることもできる 。

3  ) 書式化一一 計算a 書、図面もある程度の一般化が可能である 。

書式化 した第二原因を作成し、書き入れ記入 ・図化をして劾率化が

計れる 。 とくに C A Dを利用した標準図 ・仕様蓄などに過している 。

4  ) 道具 ・機械の利用 ( 小型電t } 機利用 ) 一一筆記用具、図板、

製図器の道具普及から、電算機に進歩し、電算機は必要不可欠にな

りつつある 。計算用、図面用の多数のプログラムがあり、プログラ

ムの選択は難しく、試行錯誤の状態である 。一度購入すれば、継続

使用が有利か、機能ア ップの新プ ログラムを再購入するかの判断に

苦慮するが、購入に当たっては、イ ニシャルコストと利用効率で選

別されている 。プ ログラムの内容はブラックボックス化されている

ので、 利用者は概要書 ・使用説明書( 入力マニュアル) と出力結果

で判断するしかない。入力マニュアルの理解と使用方法の習得が、

省力化の鍵である 。

5  ) ワープロ + 計算 + C A Dによる省力化一 一 コンビ ュー タは計

算能力のほかに文字+ 図化機能を備え、データの保存と修正が自由

にできる 。将来、設計はコンビュータ画面上で思索されるだろう。

省 力 化 に よ っ て 何 を 得 る か

設計効率化に 努力し 、執務時間内に多くの作業を処理することは

できたが、ストレスが増えるのでは、本物ではない。良い執務環境

と自 由時間の確保に加えて、業主it の還元があってこそ、省力化の価

値が評価できる 。 (  1989年 8 月18日記)

( わだ べん 抹式会社和田建築技術研究所所長 )

建築 と社 会/ 1989判 月 号 95 



各 論 口 構 造 の 省 力 化 の 現 状 と そ の 問 題 点 ・5

構造設計の省力化、施

工 の 省 人 化ーゼ、ネコンの構

造 設 計 者 とし て

半 田 近 衛

ホ省力化 ・省人化" という言葉が脚光を浴びる のは、世の 中全体

が好最気で建設需要が拡大しているときだけである、といって過言

ではない 。

建設工事量が増大すると、 一般にはその量に比例して設計サイド

も施工サイドも、それに見合 う分の労働力が必要となるわけである

が、残念ながら絶対数の増加lはそれほとR 期待できない。世間一般が

好景気であれはあるほど、新卒者も転職者も労働力集約型の建設業

には目も くれず、も っと格好の良いそして賃金の高い就職先を選ぶ

傾向にあるがゆえに、労働力不足にさらに拍車をかける ことになる 。

このよ うな環境の 中て¥セーネコン設計部に身を置く者として、ど

のような手段でこれらの問題に対処しているか、述べてみたい 。

構 造 設 計業務 の 省 力 化

竹中工務広では昭和52年 4 月から、それまで 3 カ年の月日をかけ

て開発した構造設計システム ( A US T I N) の利用が開始された 。

むろん、それまでにも別の一口計算システムを使用してきていたが、

稜々の問題が指摘され、将来の業務量の増大に耐えられないと判断

し、 A US T I Nシステムを開発したものである 。

開発を決定した当時の状況を示すと、昭和45年から昭和49年の聞

に構造設計担当者は 1. 25倍に増加しているが、設計消化量は 2.09倍

に急増しており、早急に対応策を考える必要があ った。 したが って 、

当然、のことながら A U S T I Nシステムの開発目標の一つに、構造

設計業務の *省力化砂が大きく掲げられていた 。

昭和50年当時の構造設計に |掬するコンビ ュータ の利用は、構造-

tt 計算 ・架構応力解析および振動解析が主なもので、機造設計業務

全体に対する利用率は 35% 程度であっ たと推定している。

A U S T I Nシステムは、建物形状 ・扱う音11材の種類および計t ) :

内容に関する適用範囲が非常に広いため、実施設計に際する 利用の

割合は昭和52年以降年々増加l した 。 またハード の急速な進歩による

コンビュータの処理能力 の飛躍的な向上 ・入力装置出力機器の高度

化およびシ ステ ムに対する適切なメンテナ ンスの実施等種々の条件

が整備された今日、当システムは新規に設計する建物のほぼ 100 %  

に利用されている 。

すなわち、 A U S T I Nシステ ムは当社の構造設計業務推進に際

して、強力な武器として威力を発揮すると同時に、構造担当部門 の

、省力化砂の ため大いに役立って いる 。 ちなみに、業務処理量の仰
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ぴを設計施工高で比較してみると、昭和63年度は昭和58年度に 比べ

て、 1. 9 倍に増大している 。 しかしこの問 、構造設計担当者はわず

か 1.1倍の微増にとどま って いる 。 したが って、この 2種類の指標

で構造設計担当部門の業務消化効率を評価すると 、昭和63年度の生

産性は物価スライドを考慮しても、昭和58年度に比較して 1.6 倍に

上昇したことになる 。

コンビュータ のハード ・ソフトの充実および利用環境の整備だけ

で本当に生産性を 1. 6 倍も上げ得るものであろうか? 否である。実

際には、設計業務の外注依存度がかなり大きなファクターを持 って

いる 。設計業務の一部分、たとえば図面作成業務を 外注することで

かなりのプロジェクトが設計工期を守ることができているのが実状

である 。外注によ って、本来その作業に費やすべき パ ワーに対して

100 % 役立つわけではないが、そのプロジェクトの担当者にとって

は、少なくとも 6 割程度の省力化にはな っていると考えている 。

外注依存度が大きくなる ことは、表面上の省力化には プラス要因

とな っているが、設計技術の維持 ・向上面で考えるとマイナス要因

になるものであり、業務処理体制を考える上で今後の大きな課題と

して検討しなければならない問題であると考えている 。

きて、われわれの業務内容はど の ような作業から構成されている

だろうか? 図ー 1 に、昨年 7 月に実施したサンプリ ンク 調査の結果

を示す。構造計画から始まり確認申請図書提出までの聞の、われわ

れにと って一番省力化を迫られている作業時間は種々 の打ち合わせ

時聞のうちの泌が含まれているとして、全体の約60% であ ることが

判る 。 このうち、構造計算および.;ti Yc造図作成に関しては前記までの

理由で、われわれにと ってはかなりの割合で省力化が進んでいると

考えており、さらなる省力化を推進できたとしても、比率にして 1

- 2 %の変化しかないだろうと推 il1i 1している 。

。% 50% l∞ %  

4書 4持 図 資
打ち合わせ 20.8 4世 教 事 そ

造 造 面 料 査 育 務

の

言十 言十 作 作
作 内 業

処

画 算 成 成
業 立 会 E呈 他

所 苦日 者
合 議

7.7  23 .4 11. 5  11. 4 7. 0 6 .5  7.3  3.3 6. 6 7 .3  8. 0 

図ー 1 構造課員業務内容分析結果 (昭和63年 7 月)

ここ数年、ビルの インテリ ジェン ト化が急速に進んで いる 。 われ

われ構造設計を担当する者も、イ ンテリジェントビルの設計に関与

するわけであるが、われわれの作業環境 ・作業空間はこのようなビ

ルを設計するに際して十分であろうか? 欧米人から日本の住宅事情

を非難する 言葉として ホうさぎ小屋ν と言われて 久しいが、わ れわ

れの作業スペースもまさに同様である 。複雑化 ・大型化している最

近の建物を設計する上には、参考とする資料の種類も畳も多くなり、

それなり の作業空間も必要とするが、残念ながら現状は昔ながらの

環境に据え置かれている 。 O A機器類が職場に導入され、年々拡充

され多方面に 利用 されてきている 。 しかし、 O A機器も職場の環境

面でみると、機器類から発する音 ・光 ・熱などは職場環境を悪化さ

せる要因であり、解決すべき問題 を有 している 。

一般に、作業環境を整備して働きやすい空間 ・スペース を用意す

れば、 10% 以上の効率 U P になると 言われている 。 O A化時代の職

場は、それなりの環境整備が必要である 。 また同時に、われわれ設

計者も自分自身にと っての省力 化のためには、それらの機器を有効

に使いこなさなければならない時代が到来している 。

建物の複雑化 ・大型化は、われわれにと って業務量を増大させる

原因となっている 。すなわち、通常の確認申請以外に、事前に日本



建築センターあるいは日本建築総合試験所の評定 ・評価を受けなけ

ればならない建物が培加するからである 。評定 ・評価を受ける物件

の業務量は通常・の確認申訪のみで良い場合に 比べて 2 倍にもなり、

またそのために作成する資料の内容も複雑で高度なものを要求され、

構造担当者にと っては全〈面倒なワークを強いられている 。

先の図一 1 において、資料作成のための時間が割合多いことおよ

び前記のような理由から、省力化を推進する上でつぎのターゲ ッ ト

は資料作成 ・資料検索時間の削減にあると考えている 。すなわち現

在使っているような通常のワープロ機類でなく、さらに高度な編集

機能を有する OA機器を導入し、し っかりした運用体制を作れば、

資料作成に裂する時間は半減て、きると予想している 。

一方 、建築行政に携わる方々には、現在の評価 ・評定の運用制度

の改定を強〈要望したい 。すなわち、 ホ新耐震設計法。が適用され

た昭和56年以後は、建物高さが60m未満の建物は特定行政庁におけ

る通常の確認申請だけで良いはずであるものが、現在はや評価H を

受けることが、各特定行政庁から当然のごとく指導されている 。評

価を受ける側の労力およびそれに伴 うコスト、審査する 側の委員の

方の努力からみると、この指導はかなりのエネルギー損失に繋がっ

ており 、早急に法本来の姿にして欲しいと思う 。 また、 60mを超え

る建物はすべて日本建築センターの評定を受けた後、建設大臣の認

定を受けることになっている 。 日本建築センターの高層建築物構造

評定委員会は、発足以来20余年の歴史を持ち、また評定済みの建物

も数 100 件に達しており、蓄積された設計資料も大量にある 。 この

ようなことから、評定を必要とする建物の条件を、高さのみならず

他 の条件を付与した運用を望むものである 。

先の評価と併せて、行政担当者の英断を要望する 。

デ ー タ の 有 効 利 用 に よ る 省 力 化

近年、見積業務および施工技術管理面 ( たとえばコンクリート施

工図、天井施工図 ) でのコンビュータ利用が活発化してきた 。 これ

らの分野でコンビュータを利用する際のインプ ッ トデータは、それ

ぞれの担当部署で独自に作成してきている 。 したがって設計 ・施工

の建物でも 、同 一 内容の情報に関して重複してデータ作成を行 って

いたことになり、全社的立場からみるとかなり無駄のある作業とな

っている 。現代の日本社会は、何事においても迅速性が要求されて

いる 。設計された後工程を担当する部署にあっても、必要な情報が

欲しいときに精度良〈得られれば、自部署で改めて重複する部分の

データを作成する必要がないのは当然と言える 。 このような背景と

ノ、ード函での高密度磁気ディスク装置の登場とが合致し 、現在、当

社では建物に関する情報のうち、躯体関係データ ・仕上関係データ

等エンジニヤリング ・データのデータベース ( E 0  B ) 化を推進し

ている 。 この E D Bが構築されれば、 重複 したデータ作成作業がな

くなり、部署聞にまたがる作業の省力 化が図られることになる 。

しかし、問題がないわけではない。設計担当者は出図した図面と

同ーの、 精度の良いデータを E D B上に残しておくことが要求され

る。 したが って実際の運用を考えると、設計担当者にはかなりの負

担増となり、設計部門の省力化に逆行する恐れがあるからである 。

近々実際に運用されることになるこの E D B 化に向けて、われわれ

構造設計担当者は対策を講じなければならないと考えている 。

現 場 施 工 の 省 力 化

建設現場における労働力不足は深刻化している 。技能工の絶対数

が不足しているから、労賃は日ごとに上昇している現状である 。現

場の管理者にと っては 、契約時の建設コストを維持しながら、工期

を守 るため、日夜多大な努力を強いられている 。

昭和61年 - 6 3年の竣工建物のデータによれば、着工から竣工まで

の聞に 従事した現場での作業員数は平均 3.8 人・日 / げとな ってい

る。 したがって、現状では l 万げの建物を完成させるには、延べ

38，000人の作業員が必要となるわけである。現場管理者の立場から

すると、工期を守れるものであれば安全管理面から考えても、作業

員を l 人でも減少させたいと考える のは当然である 。 また、作業員

へ支払われる賃金の多くは日給であり、時間給ではない 。これらの

ことから、建設現場における合理化は、省力化ではなく、省人化で

達成されることになる 。

工期短縮に繋がる省人化は 、設計段階から盛り込まない限り不可

能である 。たとえば、地下躯体工事ではフラ ッ トスラブ ・PCa構 真

柱複合化工法を、地上部では PCa フロアパネル複合化工法を設計段

階から採用した 。 インテリジェントビルと しても注目を浴びた梅田

センタービルの作業員盆は 2. 2 人 ・日/ m'であり、大幅な工期短縮

が実現できている 。 また、最近竣工した R C 造 4 階 建 ・延 べ 面 積

87 ，000m'のショ ッピングセンター工事では、建築主から要求された

短 工期施工を実現するため、柱 ・大梁 ・階段の徹底した PCa化およ

び S 造小梁の採用等で、在来工法を採用した場合に比して躯体工事

で4 0 %ほどの省人化を達成した 。 これらの例は、サイトプレファプ

が可能でかつ大規模工事であったからこそ 、省人化が実現できたプ

ロジェクトである 。 しかし、いずれにしても大幅な省人化を達成す

るには、設計当初から主主要部位に対する徹底した工業化工法を採用

することが必要であり、作業所においては合理的な揚重計画と合わ

せて、ロボ ッ トを含む機械化工法の積極的な採用を図る必要がある 。

通常の建物で品質を維持しながら省人化を推進するためには、型

枠工事 ・鉄筋工事など各種工事に、すで・に工業化製品として市販さ

れている材料あるいは工法を積極的に線用し、復合化率を高めてい

くことが必要となる 。 多種多様な材料 ・製品を組み合わせた上で完

成していく建築の生産物には、いろいろなステ ップ ・手段で省人化

を達成できる要素を持 っている。ちなみに、労働力不足が顕在化し

ている関東では P C製品を含めて、半製品床工法を設計段階から取

り入れることは常識化している 。

構造設計者としては、 プ ロジェクトの大小 にかかわらず、現場に

おける省人化を常に念頭に置いて設計することを心がけていきたい 。

検ゆとりある生活。の実現を目指して

われわれの苦11箸て‘ の省力化は、構造設計システム ( A U S T I N )

を中心に据えて推進してきた 。明省力化。の結果は、われわれの、ゆ

とりある生活砂に直結しただろうか?

手計算中心の時代のように多人数を投入しなくても、大規模建物

の設計が比較的短期間にできるようになった 。 しかし、決して生活

にゆとりは生まれていない 。短期間で建物を設計することは、設計

者にとって短サイクルでの選択 ・判断 ・決定を迫られることになり、

毎日密度の高い思考の連続を強いられている 。 したが って、設計者

にとってホゆとり。を生み出すためには思考を中絶するしか方法が

なくなっているのが現状である。

自部箸の、、ゆと りH を求めて推進した省力化は、むしろ自音11署の

や人減らし。に直結してしまった感があり 、非常に残念に思 ってい

る。 しかし、今まで総合芸術作品を創造してきたと自負している建

設業に、ヨ若者の興味をひきつけ、 21世紀に向けてさらに発展してい

くために、われわれは発想を切り替えながら絶えず、ゆとりある生

活H の実現を目指していく必要があると考えている 。

( はんだ このえ 株式会社竹中工務応大阪本底設計部構造謀長 )
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各論 口 構 造 の 省 力 化 の 現 状 と そ の問題 点 ・6

設計行為の上流段階で、

構造の省力化をーゼネコン

の構造設計者として

高 橋 淳

構造の省力化は 、社会環境の変化と高度化する社会的要求の中で、

いつも、その対応として技術の開発を伴いながら進められてきた 。

機造体は性能 ・機能を損なうことなく品質を確保しやすい分野であ

り、物が具現化する 施工過程において、そのほとんどが手作 りによ

っていることで、いかに工業化 ・生産性向上を図るか、地味ではあ

るが格好のテー? でもある 。

一方、構造プ ロノマーの省力化は、 『算盟主と計算尺』から 『電卓j

を経て、現在は『大型コ ンピューターの駆使j へと、権造の解析力

は大幅なスピードア ップが図られている 。作図においても、手書き

による作業がほとんどであ った図面が、 『標準化』され rc A  D 化j

されている 。 とくに最近は、新しい構造設計システムとして構造設

計作業 ( 建物のモデル化→榊造計算→構造図作成) を一貫して支援

するシステムの開発が進められ( 図一 1 ) 、利用されている 。

しかしながら、解析機能の発達に伴い 求められる解析方法も高

一貫怠澄十システム

見積・ 施工

図- 1 システム利用の概念
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度化しているのが現状であり、今や 『計算尺j で構造計算すること

は 、 夢物語である 。 誰もが手軽に 利 用できる ｲＭ ｬｾ 構造解析フ 。 ログ

ラム』の全盛時代である。ここで、建物をいかにモテ'ル化す るかが

重要になり、構造設計の力点は設計行為の上流段階へと移行してい

る。設計行為を企画設計、基本設計、実施設計、監理と段階を区切

るならば、企画 ・基本段階でいかに造り込むかがプロジェクトを左

右することになる 。構造の省力化 も、この時点て酬いかに検討し 、造

り込むかが重要であ る。

設計プロセスでの省力化の位置づけ

設計作業を企画 ・基本 ・実施 ・監理に段階分けをすると 、 「建築

と社会J ( 1989 .  4 )  r省力化のための材料 ・工法j 特集は、実施設

計完了後から監理段階に位置づけることができる 。一方 、着 11艮点を

変えると 、監理段階から企画 ・基本段階へのフィードパ ック情報と

して先取りすることも可能である ( 図 - 2  )。 このように、省力化の

情報は施工実績からのデータが大変ft 重である 。

( 企画設計 ( ) 基本 絞計 () 案能設計 ) 吟告三〉

図- 2 設計作業の概念

企画 ・基本段階での省力化の造り込みの重要性は、実施完了後の

省力化提案に対して 、その許容できる範囲 ( 床版 ・墜 ・小梁等の部

位と施工方法) が限定される 。主体架構の変更は大きな設計変更作

業が発生し 、工程的にも不可能な場合が多い。施工段階における省

力化 は図られたとしても 、設計段階においては省力化と逆行した手

戻り行為となる 。これらの危険予知を企画 ・基本段階で行うことの

重要性がここにある 。 とくに主体架構の選定は、 プロジェクトの中

で大きな影響力を潜めている 。

通常、主体架構はその用途により鉄筋コンクリート造 ( R C造)

か鉄骨造 ( s造) として設計すれば無難で 、大ス パンや高層化し た

場合の選定で 、構造設計者の出番が多か った。 しかしながら社会環

境が変化し、社会のニーズが高度化し、情報量が増大すると、交通

整理としての構造設計者が必要となり、時として構造独自の判断の

みでは大きな流れの中で道を見出すことが非常に困難であり、他部

門 ( 音11署 ) を混じえた検討会により、構工法の選定をすることも多

し、。

主 体 架 構 選 定 の ア プ ロ ー チ

主体架構の選定は 、多方面からの情報と蓄積された技術情報をベ

ースにして、構造の安全性を確認しつつ、決定することになる 。主

体構造決定要因を抽出すると、概略図 - 3 の通り整理することがで

きる 。

(1)要求性能・・・・ ・・使用用途による荷重条件

(2)空間構成… 階高、ス パン 等

(3) 社会環境・・…・労務事情 、構造資材の動向等

|  ( 1 肘性能 |  

ι  

|  ω空間糊 |  

..[!. 

|  川 会 制 |吟

|  (4 )立地条件 |吟
(:iijiii:: )  

'u" 'u" 

ゃ | 加 ス 卜 |  

←| 川 工工期 |  

|  { 鵬全性 |  戸 元 王の安全性

図 - 3  主体布陣造の決定要因



(4) 立地条件 ー地域特性 ( 周辺環境、地盤特性、法規制等 )

(5) コスト… … 躯体費 ( コンクリート 、型枠、鉄筋、鉄骨等 )

(6) 施工工期 ・・標準工期、 短工期

(7) 施工の安全性 施工性と施工の安全性

(8) 1 呆全性… 一建物の使用状態と不具合予知

各要因と考えられる数タイプの主体構造を展開表にして総合点に

より決定の 目安をつける方法もある ( 表ー 1 )。 各要因の重みづけは、

客先の要望、社会環境の変化により各 7・ロジェクトごとに異なるの

で、検討会等で意見調整が必要である 。

表ー 1 某プロジェクト主体構造展開 規模 (延商械、層数、用途等)

R C造 5 造 S R C造 P C造

(1)  要求品質
。

ム
。 。

(2) 空間構成 ム
。 。 。

(3)  社会環境 ム
。

ム
。

(4)  立地条件
。 。 。 。

(5)  コ ス ト
。

ム ム
。

(6)  工 JUJ ム
。

ム
。

(7)  安 全 性
。 。 。 。

(8) 保 全 性
。

正』
。 。

(9)  そ の 他

総合評価 ム
。

ム 。

昨今の社会環境の中で、労務事情は大きなウエイトを占めており、

施工部門・購買部門の意見を企画 ・基本段階から盛り込み、主体架

構の決定をすることが避けられない現状となっている 。

プロジェクトの一貫した流れの中で、省力化に対する構造設計の

役割jが時代とともに変化する状況を、いかに的確に把握し主体架構

選定に生かすかであろう 。一方、主体架構についても従来の R C造、

S 造、 S R C造、 P C 造等から、各構造のメ リ y トを生かした複合

化構工法 ( R C 造 + S 造、 S R C造 + S 造、 R C造 + P C造等) や

R C造系の型枠の合理化構工法、および部材の量産化、単純化が図

られたユニ ッ ト構工法等の実施例も数多く実現している 。いずれも、

主体架構と各部伎の省力化構工法との組み合わせも考慮して造り込

まれた技術である 。

省 力 化 構i去の具体例

(l ) R C S S 構法( 鉄筋、鉄骨複合化構法) 当社特許構法

・ 「圧縮に強いコンクリートを柱に、曲げに強い鉄骨を梁に使い、

柱異丹主主矧百( 03宅)

定着ナッ ト

梁鉄骨

柱コンク リー卜面

フープ

図- 4 鉄筋 コンクリート 柱と鉄骨梁の接合部

それぞれの長所を生かして、コストダウンと工期短縮を図る 」 とい

うシミズブ リッジ構法を、多層階建物に応用したものである 。

・本構法はブリ ッジ構法と違い、柱 ・梁仕口部を剛接合としている 。

鉄骨梁から鉄筋コンクリート柱の応力伝達は、梁鉄骨フランジを主I

通する柱筋によ って行う 。

・柱は R C造であるが、先組みした柱筋と梁の鉄骨仕口部とを工場

で組み立て、現場では S 造と同様な建方を行うので、工期は S 造に

近い。

- 柱 ・梁接合部の鉄骨仕口が通常の S 造と 比べると大幅に単純化さ

れ、鉄骨加工費が低減される 。

(2)S S G C構 法

建物階高の低減と、型枠作業の合理化を図 った構法。

・梁成を小 さくし、かつ、梁成を統ーして階高の低減を図る 。

・梁成を小 さくした分を補つため、梁幅を増して柱と同じ幅とする 。

その結果、型枠の切り込みがなくなり、型枠作業が単純化し、材料

の有効転用ができる 。

以上が基本的な考え方であるが、さらにつぎのような方法を採用

して、効果の増大を図ることができる 。

・小梁をやめ、各大梁にできるだけ均等に床荷重がかかる一枚スラ

ブを採用する 0

・外周梁をウオールガー夕、、ーとし、梁1隔を壁厚とそろえることによ

って、型枠作業の省力化を図る 。

・柱の袖壁を利用して、実質上の構造スパンを短くする 。

在来構法 S S GC構法一柱・ 梁同幅、梁成を統一一

図- 5  在来構法と S S GC構法の比較

(3)S QU P構法・当社特許構法

S Q U P  ( S QUA R E  U NI T  

P L A N) システムは、柱を正

方形のモテ' ュールに配置し、

小梁を市松模様に配置した基

本ユニ ッ トを次々と連結して

( 図 - 6 ) 、建物の構造体をつ

くる構法である 。同システム

では、各部材の長さが同ーの

ため、昔日材の量産化や単純化

小梁

怖 松 伏lこ配置する )

ヲ/

柱
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図 - 6  S QUPシステム

が図られた結果、精度の高い建物を 早 〈施工することができる 。

社 会 の 流 れ に 目 を 向 け た 省 力 化 を

省力化をプロジェクトの全体の流れの中のあるポイントてい把えて

も、そこには、川上から流れてきた情報と自らの姿しか映らない。

確かに自己としての満足感は残 っても、 川下へはその姿が見えない

ことが多い。川 をさかのぼる「鮭」もあるが、どうしても情報は不

足する 。構造設計者も枠にとらわれることなく 、幅広い知識と対応

が望まれることになる 。

省力化への取り組み姿勢として、構造設計者は社会環境の動向に

注目し、デザインに対する積極的な提案を行い、機能と構造の安全

性とのバランスを図りながら造り込むことのニーズがより高まるだ

ろう 。 ( たかはし あっし 清水建段抹式会社設計本書11大阪支庖設計部設計課長 )
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各 論 口 構 造 の 省 力 化 の 現 状 と そ の 問 題 点 ・7

統 合 化C A Dへ向けて

- 情 報 処 理 の 立 場 で、

田 中 八 郎

1  情報処理行為のみでは、省力化効果はほとんどない。

単位工事当たりの情報量を減らす位置十が、工事の省力化に

つながる。変更行為は、情報量を増す行為である 。

2  工喝生産化が、工事の省カ化に大きな効果がある。情

報処理は、工場生産の省力化に効果的である。

3  統合化 C A Dへ向けて、実効を重んじた簡易な方法を

提案した。実現には業界全体の協力が必要。

建築産業は、設計と製造 ・工事 とが分離されている珍しい業種で

あり、情報処理をややもすると設計の立場でとらえがちである 。 し

かしながら、省力化の観点からすれば、 一般的には情報処理による

省力化効果が、製造 ・工事側で大きいとされている 。 ここでは、情

報処理を、設計から製造・工事 に至 る情報の流れとそ の処理として

とらえる 。すなわち本稿では、

カ情報 建築における情報は、最後は工事にまで流れる ( 図ー 1 )。

交処理 物を作る立場での実物の数値を扱う処理であり、エ ンジ ニ

アリングの世界である 。

とし、感性に属する情報処理、 シ ミュレーション、経営管理のため

の情報処理は除外しておく 。

[き?3TT125ジl =ニ ニ令 部十図 = = = v 施工図 = 令 工事( 職人)

」 製作 」

図ー 1 建築における情報の流れ

情 報 処 理 に 対 す る 認 総

最近のコ ンビューター シス テム の発達 ( スピード、容量 、価格)

には著しいものがあり、将来の発展予測とともに、情報処理に過剰

な期待感をいだく人がいる 。確かに情報処理の職場環境は一見進歩

的であり、若者を引きつける魅力を持 っている 。 しかしなが ら、情

報処理の現実は、それほど甘いものではない 。

情報処理の手順を ユニ ッ トにまで分解すれば、

① I! P  頭脳活動 ( エンジニアリン グ) の結果をデーターに変換し、

↓  それを入力する 。

②区百

② φ/P 出力結果を頭脳活動結果と照合し、評価する 。満足でき

なければ①から繰り返す。

となり、相当多くの人手をかけねばならないことが判る 。すなわち、

まず 「人手がかかるものだ」 との認識があらねばならず 、その認識

の上に 立っ てこそ、後述する情報処理システムにつながる 。

省 力 化 と コ ス ト ダ ウ ン

最近の省カ化論が、入手不足や老齢化にあるとしても、省力化の

原点はコストダウンのはずである 。 これまで業界全体がコストダウ

100 建築 と社会/ 日89年 9 月号

ンに取り組んできたとされているが、果たしてその方向は正しか っ

たのか、コスト = 入手の認識はあ ったのか?

コストは、 「情報処理コスト⑩」 と「製造 ・工事コスト 」に分解

できる 。ここて⑪はマニ ュアルで行った場合を示す。 コンビュータ

ーを使えば情報処理はいく ぶんかコストダウンできる 。 しかしなが

ら、情報処理をいくらコストダウ ンしても、製造 ・工事 コストのダ

ウンにはつながらない。実は、情報の量が製造・工事コ ス トとリ ン

クしている のである 。

情報処理に従事する筆者の日々の実感は確実に、

|単位工事当たりのコスト | ∞| 単位工事当たりの情報量|である 。

すなわち、情報量をいかに減ずるかが大切なのである ( 図 - 2  )。

門

川

川

〕

(

ヴ
製造 ・工事コ スト

。 情報処理コストを減じても、

製造 ・工事コストは変わらない。

に
情報量を減じれ11.

製造 工事コスト む減 じるこ とができ る.

図- 2 情報量をいかに減ずるか

これまで、情報処理すなわちコ ンビューターの利用は設計側で進

んできた が、処理効率が高ま ってかえって単位工事当たり の情報量

を多 くしなか ったか? たとえば、柱が等ス パ ンで等ピ ッチで並ん

でいるにもかかわらず、柱断面は 1 本ごとに異なる設計にめぐり合

ったことがあるが、設計者はコストダウンのつもりでも、現場では

確実にコストア ップになる 。設計者に、情報量= コストの認識がな

ければな らない。 ( ただし、ここでいう情報量は、必要にして十分

な情報が織り込まれていることが前提であ って、必要な情報が抜け

ているために誤 った工事が行われる 事態は除外している )

情 報 処 理 に よ る コ ス ト ダ ウ ン

建築産業の労働生産性向上が鈍〈 入手不足に悩まされている反

面、機械工業、電子工業では、労働生産性の向上が著しい 。 これは、

建築産業が特別注文品の現場生産型である のに比し、機械、電子工

業が単品 の大量工場生産型であ り、 情報処理しやすいか らであ ると

説明 されている の

建築産業も、工場生産比率を上げ られないのだろうか? 建築の

工場生産化とは、プレファブ ・ユニ ッ ト化の一層の推進である 。プ

レファブ ・ユニ ッ ト化は何も新しい概念ではなく、普からその必要

性、有効性がよく認識されている工法である 。必要性、有効性が認

識されておりながら、一般の工事においては用いられることの少な

か った工法である 。なぜか ?

従来工法とプレファブ ・ユニ ッ ト工法の工程比較を 図ー 3 に示す。

従来工法

設計図 = 二令官君主智旨示= = = = : > 職人による現場工事 ( 現場合わせ)

短 い

-
桝l 現場対応型で変更が容易

長 い

プレファブ・ユニ ット工法

設計図 = 二 二= > 製作詳細 図 己 = ニゴ> 工 場『 製 作 =二 二; > 現場取り付け

」一一→ 承認手続一一一」

長 い

手順に綿密さが要求さ れる

短 い

-
醐

l

図 - 3  従来工法とプレハブ・ユニット工法の工程比較



従来工法には、

①設計コンセプトに制約条件がなく、自由な発想、が可能である 。

②工事に取 りかかるまでの期間が短〈 、建設会社の下請け発注に便

利である 。

③設計変更、現場での変更対応が容易であり、柔軟性に富む。

といった利点があり、設計者、建設会社にと って便利な工法である 。

しかし、現場工事期間が長〈、入手がかか って省力化にはならない 。

これに比べ、プレファブ ・ユニ ッ ト工法は、現場工事期間が短〈、

省力化 につながる工法ではあるが、

①現場工事着手まで時間を要し、早期に発注先を決めねばならない。

②関連工事との干渉チェ ック、取り合いチェ ック等、製作開始まで

に綿密な手)1頂 ・作業が要求される。

③変更が生じたときの手続きが面倒で、余計な時間と手間を要する 。

④設計段階で 、プレファプ ・ユニ ッ ト工法の概念を織り込んでおか

ねばならない 。

といった点で、建設会社にと って神経を使わねばならない工法であ

る。これまでは優秀な職 人が淵沢で、 小廻りのきく 下請け会社がい

ってもどこでも使え る恵まれた環境にあ った。そして建設会社が下

請け管理会社化する大勢の 中で、プレファプ ・ユニ ッ ト工法は採用

され難い状況にあ った。ただ超高層ビルには、相当高度なプレファ

ブ・ ユニ ッ ト工法が採用されている 。 K ピル建設において配管工事

をプレファブ ・ユニ ッ ト化 したところ、現場作業は大幅に減少し、

従来工法に 比べライザー管は川、水平配管は% にな ったという 。

筆者は 、情報処理をうまく行えば、プレファプ ・ユニ ッ ト工法の

難点を克服できるのではないかと考えている 。単なる f青報処理では、

効果が上がらないことを前述した 。 I! P および世/ P評価に入手がか

かるからである 。実は自己完結しているシステムでは効果が上がら

ないのである 。建築の情報処理は、図形情報が大部分を占めること

から、 C A D と置き換えてよい。 C A D は、各社が各種各様のもの

を採用しており、それぞれが自己完結的で、システム相E 聞で何の

関連性もない 。 これでは効果は上がら ない。

このようなシステムではなく、冒頭に述べたごとく、設計図シス

テム→ 製作図システム→製作工事システムとデーターが流れていく

ことによりI ! P データー量を減らし、 φ/ P評価すべき項目を減じる 。

これを図示すれば図ー 4 のごとくにな る。このようなシステムであ

れば、全体の情報処理効率が格段に向上し 、プレファブ ・ユニ ッ ト

の難点が克服できる 。

自己完結型
連続型

!/P- EE- J P 官官告ｾ i /( ( ! )  

図- 4 二つの情報処理シ ステム

鉄 骨 工 事 に お け る 例

鉄骨は 、鉄骨加工会社の工場で生産され 、プレファブ ・ユニ ッ ト

工法の好例である 。これまで鉄骨加工各社の努力が積み重ねられ、

種々のシステムが開発され、試みられている ( 表ー 1 )。

現在のシステムは、 A 、 B 、C のいずれかであり 、望ましい形と

考えている D はまだ存在していない 。 したがってシステムとしては

不十分であり、鉄骨加工会社の努力にもかかわらず、効果が上がっ

ていない 。システム導入の実体の紹介は紙面の都合上割愛するが、

効果が上がらない今一つの理由がある 。 それは、鉄骨工事にデータ

ーの変更 ・追加が多発することである 。鉄骨加工会社には、いくら

良いシステムを導入し 、うまい生産計画を立てたとしても、実行時

表一 1 鉄骨システムの分類

分 類 設 E十 詳細化 加工データー

A  |  工作図システム |  

B  

| 型板 汁イシステム |

c  
|工作図システム や 型板シナイシステム|

D  | 附 図システム[ < = ｾ ｛工作 図システ ム [ <= 
争 | 型板 山 |  

N Cデーターシステム

に変更 ・追加が多発し、生産ラインが乱されてしまうので、無駄に

なってしまうという実感がある。設計図が不備であったり、当然前

もってなすべき干渉チェ ックが、なおざりにされたり、とい ったプ

レファブ ・ユニ ッ ト工法に必要な綿密きが欠けていて、従来工法と

同等の認識しかない場合に生じてくる不都合である 。いかに良いシ

ステムが開発されても、運用管理する倒I j に綿密さが欠けていては何

にもならない。

しかしながら、いくら綿密にエンジニアリングを行ったところで、

避けられない変更 ・追加はあるもので、要は、変更 ・追加が生じれ

ば、単位工事当たりの情報量が増える、すなわち コストが増大する

との認識が重要なのである 。この認識なしにはプレファブ ・ユニ ッ

ト工法は進まない。

システムも不十分、認識も不十分といつのが実体てあり、改善す

べき点は多い。

統合化 C A Dへ

I ! P データー量を減じ、ゆ/ P評価項目を減ずる方法として、図-

4 がうまいシステムであることを述べた 。統合化 C A Dの概念であ

る。統合化 C A Dを実現するには、図 - 4 のシステム機能だけでは

不十分であり、干渉チェ ック用のデーター参照機能、データ一変更

機能とい った諸機能を追加してやる必要がある 。 しかしながら、統

合化 C A D の実現はいまだ道のりが遠〈、ただ今現在の 目標とはな

らない。原型たる図 - 4 のシステムを、まずは目指すべきである 。

このシステムの持つべき要件は、

①笑物三次元の D B を持つこと 。単なる絵のシステムでは発展性が

ない 。

②他 のシステムとのインターフェイスとして、共通フォーマ ッ ト化

された出入口を持つこと 。

である 。①はそのシステムの固有の精進であり、 この構造を有する

システムが、対象となる 。②はシステム結合手段 そのものであり 、

業界全体が協力して取 り組むべき研究課題であると考える 。有識者

を混じえた研究会を発足させることを提案したい 。

統合化 C A Dの第一歩として 、以上に、安直な方法を提案した 。

本格的な統合化 C A D を実現しようとすると、相当大きな統合 D B

を構築せねばならず、その結果、経済的な運用が困難になる 。加え

て元請けと下請けの分担の整理も必要とな って、 問題が複雑化する 。

反面 、既存のシステムの 中には有用なものが多いゆえ、完全では

ないが、即効性のある方法として、各システム閉めインターフェイ

スを設定する方法を提案した 。インターフェイスの例としては、汎

用 C A D 間の図形変換システム ( D X F 、 1 G  E  S 、N S C F F 、

S  T  E  P  etc ) カずある 。これらのシステムカイインタ ーフェイスを{ 乍

成する上でのヒントとなろう 。

本稿での提案が、省カ化を進めるためのテー? として認識されれ

ば幸いである 。

( たなか はちろう 新日本製織株式会社 E 1  ｾｉ 業本部開発営業部 Ｉ
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各論口構造ノ マー ツの省力 化 例- s造 一 1

固定柱脚- ベースパック

柱 脚 工 法 -

角 屋 治 克

昭和56年に新耐震法が施行されて以来、建物の用途目的を事務所

や庖舗とする中小規模の鉄骨造建築物では、構造形式が両方向ラー

メンで、柱脚は固定とする設計が飛制的に. l j ' I / えている。

柱仰を固定として設計する場合、中小規模であれば、鉄骨柱を基

礎梁中に埋め込む、いわゆる「樫込型」が採用される場合が多い 。

この「埋込型」柱脚の施工においては、工期、コスト、鉄骨建J :i s寺

の作業性や安全性に多くの問題を含んでおり、埋込型柱脚は、! I I 量体

施工の工WI や省力化に関しては大きな障害とな っている 。

露 出 型 柱 脚 の 特 長

工期と省力化の観点から柱脚の型式を検討すれば、基礎梁の上端

でアンカーボルトで接合し、アンカーボルトとベースプレートで上

部骨組の応力を基礎に伝達させる 「派出型 j 柱脚が有利であること

は、よく知られている 。すなわち 「埋込型」 と比較して、つぎのよ

うな特長がある 。

① 基礎工事などの湿式工事と、鉄骨建方なと' の乾式工事が完全に

分離されるので、鉄筋 ・型枠 ・コンクリート打ち工事などの手戻り

が、なくなる 。

② 埋め込みによる地中梁の端部ハンチや地中梁主筋の柱11通など

の施工上の問題も解消される 。

③ 鉄骨建方は埋め戻し後となるために、主主方構台等が不安となり、

安全性が良〈、建方計画が容易となる 。

従 来 の 露 出 型 柱 脚 の 問 題 点

工期短縮と省力化において、優位性を発揮できる「露出型J 住脚

においても、問題点はある 。 とくに、隊出型固定柱脚では、固定度

の低下を導〈、焔工面での不完全さを指摘されている 。固定度の著

しい低下は変形を地大させ、骨組の終局耐力にも影響するので、固

定ではなく、 「半固定」ゃ「ピン j としての設計で常用されている

のが現状ではないだろうか。

露出型固定柱脚の施工面での問題点としては、つぎの 4 点が指摘

されている 。

① アンカーボルトの施工精度を維保することが難しい。

② ベースペレート下面と基礎コンクリートを、密着させることが

難しい。

③ ボルト穴のクリアランス 。 ( ボルト穴が広くないと建方ができ

ない )

④ 柱胸lの固定度を確保するためのアンカーボルトの張力導入は、

確実にできない。 また導入されても、仮力がゆるむ可能性がある 。

固定住脚としてもつべき機能は、紬力、曲げモーメン卜、および

せん断力を伝達するとともに、基礎構造との述続性が要求される 。

このために、上記のような施工商での不完全さがあ ってはならない 。

以上のことから、従来の露出型柱脚を採用する場合は、とくに胞

102  控築と社会/ 1989年 9 月号

図ー 1 ベースパ ック柱脚工法

V ベースプレート

下面の定着

工の良否が位脚の阿11性、耐力に大きな影響を与え、柱脚の剛性、耐

力の設定の仕方によ っては、地震H寺に上部構造 ( とくに第 l 層) に

損傷の集中等をまねく可能性が指摘されており、施工状況を考慮し

た剛性、耐力の評価が必要である。

ベ ー ス パ ッ ク 工 法

露出型柱脚で柱脚を固定として設計する場合、柱脚の施工状況で

柱脚の剛性や耐力に影響が出るものであれば、適切な構造設計はで

きないことになる 。

ベースパ ック工法は 、施工の良否に左右されず 、安定した柱開lの

固定度が与えられるように工夫した工法である 。以下に、施工面で

不完全さを生じさせない工夫点を示す。

アンカーボルトの施工精度 アンカーボルト自身でアンカーフレ

ームを組む据え付け方法を標準化し、特定の技能者による責任施工

体制とした 。

ベースプレート下菌の定着 特殊形状の注入座金を使用し、注入

座金から高強度の無収縮モルタルを注入する方法で、ベースプレー

ト下に完全に注入できる 。 また充填状況の検査もできる 。

ボルト穴の クリアランス ペースプレートのボルト穴は、ボルト

径に対し、約20mmのクリアランスを設定し、アンカーボルトの施工

誤差を l吸収し、さらに、鉄骨建方を容易にさせる 。建方後は、無収

縮モルタルの注入により、ボルト穴クリアランスをなくし、アンカ

ーボルトとベースプレートが一体化され、すべてのアンカーボルト

にせん断応力を均等に伝えさせる 。

アンカーボルトの締め付け 異形鉄筋J をアンカーボルトとするこ

とで、コンクリートとの付着を完全にさせ、柱開lの固定度を高める

ためのアンカーボルトの張力導入は条件としない。

ベ ー ス パ ッ ク 工 法 に よ る 構 造 設 計 作業 の 省 力 化

機造設計の作業として、露出柱例lで構造フレームを設計する場合、

柱脚の構成接合苦11材の設計と柱脚部の剛性の評価方法が問題となる 。

とくに柱脚苦11の剛性は、構造フレーム全体の経済性まで波及するも

のであるから、慎重にならさるを待ないものである 。

ベースパ y ク工法は 、構造設計の作業時に、これらの検討を不安

とする仕僚として柱脚部材の襟準化を設定しており、柱寸法が決ま

ると、保有耐力接合を満足する柱脚ディテールが自動的に決まるの

で、柱脚音1¥の設計をする必要をなくした 。 また、柱脚の固定度は、

実大笑験で硲認した回転剛性値を設定し、それも比較的高い剛性他

であるので、経済性も発揮できるイ直となっている 。

このように、構造設計作業で最もや っかいな柱胸lの設計ーから設計

者を解放することが、構造設計作業の省力化になるものと考えてい

る。

( かどや はるよし 岡部エンジニアリ ング株式会社 l制発郎ベースハ l 7 グループグノレープ長)



各論口構造ノ f ーツの省力 化例- s 造- 2

固定柱脚- ハイベース

工 法 -

松 尾 英 成

一般に鉄骨構造における柱脚は、上部鉄骨架構と基礎構造の接点

にあたり 、建物の平常使用時はもとより、暴風 ・地震等異常時に発

図- 1 ハイベース工法実大実験状況

生する応力に耐え、建物の信頼性ひいては居住者の安全性を確保す

る重要な構成部位である 。 rハイベース工法J は、これらの柱脚が

持つ重要性に着目して 開発された、露出形の 固定柱胸l工法である 。

従来から鋼構造の固定柱脚工法としては、埋込形式 ・根巻形式・

露出形式の三種類の形式がある 。これらの柱脚を比較すると、露出

形は施工性および経済性に優れているが、剛性および耐力が劣ると

いう問題があ った。

ハイベース工法は、これらの従来の問題点を解消した柱脚工法で

ある 。すなわち本工法は、柱脚の性能の向上と品質の安定化のため

に、問I j 性の高いハイベースと、初期張力を導入できるアンボンド ・

アンカーボルト、さらに無収縮性のハイベースグラウトからなり、

剛性および耐力 の高 い露出形の固定住脚工法である 。 また設計の省

力化と品質の安定化を目的とし 、各柱 ( B 0  X 形 ・H 形等) サイズに

対し、ハイ ベースの形式等が襟準化されている 。

なお、昭和60年 6 月に、 腕 日本建築セ ンタ ーより設計法 ・施工法

に関する一般評定を取得している 。

特長

(1) 基礎工事と鉄骨工事が分離され、工期の短縮と施工の簡略化がは

かれる 。

(2) 従来工法にくらべ、約 10 - 15% の コスト低減が可能となる 。

(3)耐震性能が高〈、品質の安定した柱脚が得られる 。

(4) 設計 ・施工法が標準化 されており、設計 ・施工の省力化 と管理が

容易である 。

工 法 の 構 成

ハイベース工法は、

図ー 2 に示す製品で'fll t

成されており、お のお

のの製品の規格は、 表

一 1 に示す内容にな っ

ている 。

図 - 2

ハイベース工法の構成

表一 1 製品の規格

製 nロu  

ノ、
イ

，、.、
ー ス

アンカ ーボル ト

アンカー 座 金

アンカー

ボルト

規 絡

J I S G  5102 溶接続造用鋳鋼改良品

J I S G  3101 一般機造用圧延鋼材

J I S B  1256 平座金

ハイベース

強度区分

S  M5 0 B 

S  S  50 

14H 

ボルト ナ ' 1 ト J  I S B  1181  六角ナ ント 5  

定 完ヲ 板 J  I S G  3101  一般精進用圧延鋼材 S  S  41  

形 4反 J I S G  3101  一般精進用圧延鋼材 S  S 41  

ハ イベー スグラ ウト N  X  2000 F C240以上

構 造 規 定

ハイベース工法の設計は、次項の手順で進め るが、設計にあたり、

表ー 2 に示す構造規定が基本とな っている 。すなわちこの規定に 従

えば、アンカーボルトの定着耐力やコ ンクリートの支圧応力度等ハ

イベース工法各部の性能に関する検討をしなくても安全なように、

詳細設計がなされている 。この構造規定の範囲を こえる場合は、ハ

イベース工法設計マニュアル等によって、アンカーボルトの定着耐

力等の検討を個別に行えば、設計は可能である 。

建築と社会/ 1卿 年 9 月号 103 



表 - 2 精進規定

各 部 名 称

中心塗部分モノレ知的- j l l の長さ (a )

道謎または基礎l ! りへの埋め込み深さ (f )

基礎面または基礎ばり蘭までの距雌( c)

ノ、イベース下面のモルタル厚さ ( t m)

ノ、イベース周辺部のモルタル幅( e m)

ハイベース周辺から基礎立ち上がり部まで

の 樹 都 醐( e)  

設計

寸 法 制 限

150mm壬a 卑 OOmmかつ柱寸法D

f 当2d

c 主12d

t m孟3O(m'I

e m孟 t m

e 主主 e mかつ e 孟0. 065W

W : A または Bのいずれか大きい方の値

ハイベース工法を用いた鉄骨骨組の応力と変形計算を含む柱倒的

設計フローを、 図 - 3 に示す。 フローの中で仁コ の部分については 、

本工法の誤りのない運用をはかるとともに、設計の省力化を目的と

して、各種の表および図表が用意されている 。

注 口は計算図表が用意されている。

図 - 3  柱脚の設計フロー

1  ハイベースとアンカーボルトの仮定

ノ、イベースとアンカーボルトの仮定は、 表 - 3 に示す柱サイズと

ハイベースの形式およびア ンカーボルトのサイズとの組み合わせ表

によ って行う 。 このとき同時に、その件関! の回転パネ定数が求まる 。

なお、本表に示すノ、イベースの耐力は、柱部材断面の耐力とほぼ同

等のものとしている 。
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表 - 3 栓とハイベースの組み合わせ ( 8 0 X 形の例 ) ( kHS;  X IO' llll / rad )  

柱サイズ ハイベース形式 アンカーボルト 回転ばね定数 k 回

口200X 200X  9  BOX200X200- S- 9  世30 2. 06 

口200X200X 12 BOX200X200- S- 12  世30 2. 06 

口250X 250X 9  BOX250X250- S- 9  O30 3. 27 

口250X 250X 12  BOX250 X  250- S- 12  世36 3. 79 

口300X300X 9  BOX300 X 300- S- 9  世42 6. 24 

口300X300X 12 BOX300 X  300- S- 12  O42 6. 24 

口300X300X 16  BOX300X300- S- 16  O48 7. 70 

口700X700X25 BOX700 X  700- L  - 25 φ72 85 .8  

口700X700X 28 BOX700X700- L - 28 O72 85 .8  

口700X700X32 BOX700X700ーし- 32 世72 85. 8 

2  . 応カ計算と変形計算

ハイベース工法を用いた鉄骨骨組の応力と変形の計算は、電算機

等で行う場合は、柱脚のパラメーターとして前項で述べた回転パネ

定数を入力することでできる 。 D 値法で行う場合は、柱脚の回転パ

ネ定数と柱の剛度より柱脚の剛 比 kns を算出し、柱脚の剛比と柱と

はりの剛性のバランスで決まる E の値より、 表 - 4 に示す a の値や、

表 - 5 に示す標準反 幽点高比 yo を求めて行う 。

表一 4 a の実用表

二〉ミ
0 .25 0. 4 0 .6  0 .8  1. 0  2. 0 3 .0  

1. 0  0. 19  0 .23 0 .27 0. 30 0. 32 0. 38 0. 41  

1. 5  0. 23 0. 27 0. 31 0. 34 0. 37 0. 44 0 .47 

2. 0 0. 25 0. 29 0. 34 0 .37  0. 40 0. 48 0. 52 

2. 5 0. 27 0 .32  0. 36 0. 40 0. 43 0. 51 0. 55 

3. 0 0. 28 0. 33 0 .38 0. 42 0. 45 0. 53 0. 58 

3. 5 0. 29 0. 34 0. 40 0. 43 0. 46 0. 56 0 .60 

4. 0 0. 30 0. 35 0. 41  0. 45 0. 48 0. 57 0. 62 

4. 5 0 .31  0. 36 0. 42 0. 46 0. 49 0. 59 0. 63 

5. 0 0. 32 0. 37 0. 42 0. 46 0. 50 0. 60 0. 65 

5. 5 0. 32 0. 38 0. 42 0. 46 0. 50 0. 61  0. 66 

6. 0 0 .33 0. 38 0. 42 0. 46 0. 50 0. 62 0. 67 

表 - 5  標準反幽点高比 y o の実用表

ひミ
0. 25 0 .4  0. 6 0. 8 1. 0  2.0  3.0 

1. 0  0. 60 0. 55 0. 50 0. 45 0. 45 0. 40 0. 40 

1. 5  0. 65 0. 60 0. 55 0. 50 0. 50 0. 45 0 .45 

2. 0 0. 70 0. 65 0. 55 0. 55 0. 50 0. 50 0. 45 

2.5  0 .70 0. 65 0. 60 0. 55 0. 55 0. 50 0. 50 

3. 0 0. 70 0. 65 0. 60 0. 55 0. 55 0. 50 0. 50 

3. 5 0. 70 0. 65 0. 60 0. 60 0. 55 0. 50 0. 50 

4. 0 0. 75 0. 65 0 .60 0. 60 0. 55 0. 50 0. 50 

4. 5 0 .75 0. 65 0 .60 0. 60 0. 60 0. 55 0. 50 

5. 0 0. 75 0. 70 0. 65 0. 60 0. 60 0. 55 0. 50 

5.5  0. 75 0. 70 0. 65 0. 60 0. 60 0. 55 0. 50 

6. 0 0. 75 I  0. 70 I  0. 65 I  0. 60 I  0. 60 I  0. 55 0. 50 

3  . ハイベースの耐力 N r

へりあき量 7対一理的-

認 ，

e.  

， 
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4.0  

0. 43 0. 44 

0. 49 0. 51  

0. 54 0. 55 

0. 57 0.59 

0. 60 0. 62 

0. 63 0. 64 

0. 64 0.66 

0. 66 0. 68 

0. 67 0. 69 

0. 69 0. 71  

0. 70 0. 72 

4 .0  

0. 40 0. 40 

0. 45 0. 40 

0. 45 0. 45 

0. 45 0. 45 

0. 50 0. 50 

0. 50 0. 50 

0. 50 0 .50 

0. 50 0. 50 I  

0. 50 0. 50 

0. 50 0. 50 

0. 50 0. 50 

b  

附42

M4ll J  ; "56 

ピー

75  l∞ 

Mt m 

図 - 4  I 、イベースの耐力 8 0 X 4 0日X 4 0 0 - Sの例ー



図- 7

ハイベースグラ

ウトの充場

一次設計では、前項で求めた柱脚の応力に対して、 図 - 4 に 示 す

耐 力 総 ( 太 線 ) でハ イベースの許容耐力の検討を行う 。 二次設計で、

ルート 3 の 保 有 水 平 耐 力 の 算 出 が 必 要 な 骨 組 に お い て は 、図 - 4 に

示す耐力線( 品HI線 ) でハ イ ベ ー ス の 終 局 耐 力 ( 全 塑 性 耐 力 ) を 求め、

住脚音11において塑性ヒ ンジ が 柱 ・ハ イ ベ ー ス ・基 礎 の ど こ に 生 じ る

のかを見きわめ、算出していく 。

施 工

図 - 5 に 、 施 工 お よ び 施 工 管 理 フ ロ ー を 示 す 。 各 工 程 と も 、 図 中

に 示 す 管 理 水 準 に 従 っ て 胞 工 す る が、ハ イ ベ ー ス 工 法 の 場 合 、ア ン

カ ー ボ ル ト の 捜 込 精 度 の 確 保 と ハ イ ベ ー ス グ ラ ウ ト の 施 工 お よ び ア

ンカ ー ボ ル ト の 締 め 付 け 管 理 が と く に 重 要 で あ る 。施 工 状 況 を 図 -

B に 示 す。

図- 8

アンカーボルト

の締め付け

7 、

コン7 リート打歓

コ ス ト と 工 期

地上 4 階 ・S 造 ・建 築 面 積 2，138 Iげ の 某 流 通 倉 庫 の 例 で 、 従 来 工

法とハイベース工法のコストと工期を比較したものを、 図 - 9 、 10

に 示 す 。

工 事鉄 骨埋め込み形式

4艮 巻 き 形 式

① アンカーボルトの放置精度( 目標値J A55 6)  

住心々 (e l) : 士 l nm ボルト位置 (e，) : :t l nm

中心塗部分モルタルの縫工

アンカーボルトの段置

基礎・基礎ぱリの配筋

方lt 

世48 1'156 1'164 世72

30k9 .f  . m 

① 予備締めと 7 ーキング

予備締めトルク

世30 1'136 1'142 

2Ok9 .f •m 

② 本締め 30・:t w・

ハイベースグラウトの施工

アンカーボルトの締め付け

コスト比較

図 に 示 す よ う に 、 ハ イ ベ ー ス 工 法 は 従 来 の 工 法 に く ら べ 、 コ ス ト

で は 約10% の 低 減 、 工 期 で は 約 1 ヵ月の短縮がはかれる 。

工期比較

図 - 9

図ー 10

ハイベース工法

土工事

土工事

埋

め

込

み

形

式

ハ

イ

ベ

ー

ス

工

法

図- 6

形板によるアン

カーボルトの設

置

施工および施工管理フロー図 - 5
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各論口構造ノ f ー ツ の 省 力 化 例- s 造 3  

溶接を使用しない鉄骨

造システム建築- S NB

工 法 -

原 克 巳

S N Bシ ス テ ム 建 築 と は

S N B システム建築は、構造 ・床 ・外壁・内壁 ・天 井 ・設備等の

サブシステムからなっている 。 各サブシステムには、製作合理化と

簡易施工をねらった新技術が導入され、標単化、 7 ニュアル化され

ている( 図ー 1 、表ー 1 )。 設計は設計ルール、マニュアルによって

行われ、自由度の高いものが可能とな っている 。 なかでも、以下に

紹介する構造サブシステムでは、標準化が徹底して追求されている 。

S N B鉄骨工法は、製作には溶接を使用しないで、 H 形鋼と標準接

合音11品を高カボルト接合とする、品質の安定した経済的な工法であ

る。

図- 1 S  N 8 システムの精成

106 遁築 と社会/ 別 枠 9 月号

表 - 1 サブシステムの概要

椛成サプシスァム 製品名 概 要

構造サブシステム S Nピルフレーム - 工法 :

ノンウエノレド工法による H 形鋼構造

構造サプ ンステムのみS NB工法とし、 - 機造形式 :

他の仕上げ等は従来工法とすることも 間口方向ーラーメン構造、奥行方向

できる ーラ- ; 1 ン、プレース、届.t 渓柱椛造

両方向ともラーメ ン精進とすることも 可

- 階段 '

ノンウエ l レド鉄骨階段

- 耐火被税 :

岩綿吹付による耐火被覆

外周ｾサプ ｹ ス Ｗ ム - 工法・

無足場地工のドライ工法

- 性能 .

耐火、断熱

S Nウオー l レF 7  " 索樹脂塗装鋼板パネ l レ

S Nウォー/ レ S ンート仮 A L Cパネル

S Nサッシュ アルミニウムサ y シュ

床サブシス テム

デ y キプレート使用耐火合成床板、お

S N臼 構 造 シ ス テ ム

工法の概要

よぴA L C板使用乾式床板

架構形式は、 図ー 2 に示すように、柱 ・梁とも H形鋼 を使用する 。

スパ ン方向はラーメン構造 、桁行方向はプレースまたは耐震柱構造

とするのが一般的であるが、両方向とも、ラーメン構造とすること

もできる 。

柱 ・梁接合部は、 図ー 3 のょっに柱フランジの内側に柱補強ピー

スが組み込まれ 、スプリ ッ トティからの引張力に対して柱フランジ

を補強し、力を同消にパネルゾーンに伝える役者IJ を来たしている 。

ど/ / /l接、.............. ザミど地中

! γ " ，.... ........， ....... ず" !

:  :  ｾ ＮＮＮＮＮＮ、 、 ＮＮ＾Ｑ ｾ＠

L、よイ、 -" 1ヘ制 ; 弘、J JJ

設計 ¥、.:，...........-

プレースタイプ

図 - 2  両方向ラーメンタイプ

架構形式 図 - 3  柱・梁接合部詳細

S  N  B tiI' t造ンステムの構造設計は、基本的には通常の鉄骨と変わ

らないが、柱 ・梁の断面算定では 、ボルト穴の欠H l を考慮する必要

がある 。接合音11の設計は、苦11材の組み合わせに応じて自動的に接合

部品が決まるように 7 ニュアル化されている 。 また、柱と梁の接合

苦1I は、保有耐力接合になるように標準化されている 。

鉄骨製作

この工法は、 NC工作機械の使用を前提としているので、工作図

は大幅に簡略化されている 。部材の製作は、原f ! i J として切断 ・穴あ

けのみなので、 H形鋼専用の N C 多軸ポーリン グ7 シンと切断機を

使用する 。

図 - 4 は、在来工法と S N B工法の工程を比較したものである 。

S N B工法は、溶接とそれに伴う開先加工 ・ひずみ取り、超音波探

{ 努検査等が不安となり、加工工数が大幅に削減できる 。



従来工法

NON- WE L D鉄骨工法

図- 4 製造工程の比較

現場施工

鉄骨処方は 、梁の下側につくスプ リッ トティが柱にあらかじめ高

力ボルトで本締めされているので、梁をその上 に置いて仮ボルトを

入れることにより、円滑に進めることができる 。

柱にはプラ ケ ッ トが突出していないので、輸送費は安 くてすみ 、

建て直しがほとんど不要である 。 また 、外装に S N B外装 シス テム

を用 いれば、外部足場を 不要とすることができる 。

鉄 骨 接 合 部 実 験

この S N B鉄骨サブシステムは、柱 ・梁仕口接合昔日でb溶接を排除

し、高カボルトでこの仕 口部を形成することが特徴であるが、柱 -

梁接合音11の耐力と変形能力および柱補強ピースの補強効果を確認す

るために、 表 - 2 、写真 一 1 、図 - 5 に示す実験を行 った。

実験の結果 、 S N B工法の核合音[1は、一般の溶接接合昔[1を上回る

耐力と変形能力がある こ とがわか った。

表 - 2 試験体リスト

Nn 柱梁接合 カ y 卜Tee 水平スチ 7 ナ 補強プレート

W 溶接 無 溶接 無

NWl  ボル ト C  T  - 303 X  201  X  12X20 無 無

NW2  ボルト C  T  - 303X201X  12X20 宥 無

NW3  ボルト C  T  - 303 X201X  12X  20 有 J マネJ レ補強片面

NW4  ボルト C  T  - 303x 201X  12X20 7 リy プアングlレ 無

NW5  ボルト C  T  - 303X201X 12X20  7 リップアングlレ スチ 7 ナiili 強片面

NW6  ボルト C  T  - 303x201X 12X20 クリ y プアングル スチ 7 ナJ マネJ レ補強

写真一 1 柱・梁接合部試験

P (tf )  

l∞ 2∞ 3∞8 ( ""' )  

図- 5 荷量一変位関係

実 施 例

S N B鉄骨サブシステムの笑施伊IJ を、 写 真 2 ｾ＠ 6 に示す。

写真一 2 立川ブラインド大阪支庖

写真一 3 行同学園 写真一 4 タカラベルモント

写真-5 大和隆u 法宝庫 写真一 B 大阪ガスサイエンスセンタービル

( はら かつみ 株式会社日建設計大阪第二<1' 務 所柵造 設計王管 )

1 0 7  



各 論 口 構 造 パー ツ の 省 力 化 例- s 造 - 4

溶接を用いない鉄骨造

ーハイスプリット工法-

松 尾 英 成

近年、超高層ビルはもとより中低層の建築に至るまで、主体構造

に鉄骨を用いる例が多くな った。 これは建築業界の省力化というニ

ーズによって引きおこされ、新製品の開発あるいは施工技術の向上

がパ ックア ップにあってなされたものである 。最近も、入手不足等

の問題もからみ、 「より速く ・より簡単に ・しかも品質は良好に J

という業界のニーズはますます強くなっており、鉄骨構造への期待

も、さらに高くなってきている 。

鉄骨構造は、柱 ・はり等の音11材を接合する こと によって骨組が構

成される 。 したがって 、鉄骨構造の骨組におけ る接合部は 、性能上

・生産技術上のキーポイ ントであり 、鉄骨構造の安全性 ・経済性を

左右する重要な点である 。ハイスプリ y ト工法は、このような背去

のもとに 開発された鉄骨格進等に用いられる柱 ・はり接合工法であ

る。

本工法は、 日形鋼を主体とした柱とはりの接合音[1にお いて、工場

で十分な 品質管理のもとに量産化 されたハイスプ リッ トを用い、接

合音11の構成を極度に単純化し たものである 。

本工法に用いるハイスプリ y トは、柱とはりを高カボルトで接合

するボルト形と 、柱とはりを溶接で接合する溶接形があるが、以下 、

溶接を用いないハイスプリ y ト工法に用いるボルト形について述べ

る。

なお、本工法に用いるハイスプリ y トは、 1989年 2 月に許容応力

度および材料強度について、建設大臣の認定を得ている 。

特長

( 1 ) ブラケ y トの工場加工が大幅に省力 化 され、従来工法の約5 0 %の

工数低減と、鉄骨加工の工Jtrl 短縮がはかれる。

(2) 従来工法にくらべ、約 10 - 15 %のコスト低減がはかれる 。

(3) 柱 ・はり接合部の溶接がなくなり、品質の向上と安定化 がはかれ

る。 また品質管理も簡略化される 。

108 建築と社会/ 目 的 判 月 号

(4) 柱に突出がなくなるので、輸送費の低減がはかれる 。

(5) 従来のスプリ ッ トティ接合にくらべ、耐力が5 0 %上昇する。 (継

手効率の向上による )

工 法 の 概 要

ハイスプリ ッ ト工法は、 図一 1 に示すよ うに、 H 形鋼の柱とはり

とをハイスプリ ッ ト ( ボルト形) で高カボルトを用いて接合する工

法である 。

図 - 2 に示すように、ハイスプリ ッ トは底面部が変断面にな って

いるので、従来のスプリ y トティ ( H形鋼を二つに切断 したもの)

にくらべ、高カボルトの継手効率が高い 。 ( 従来スプリ ッ トティ 60

% に対し、 ハイスプリ y ト9 0 %)

，、イスプリ ット

4主

はり

，、イスプリ ッド

図ー 1 I 、イスプリ ッ ト工法

I φω%  

〆、イスプリット ト← φω%

図 - 2  継 手効率 の比較

本工法は 、溶接を用いず高力ボルトのみで柱とはりを接合するも

のであり、施工に関しては、高度の技術を必要とせず、短時間で接

合部の信頼性を確保することができ る。

事降造計画

本稿では溶接を用いないハイスプ リッ ト工法 ( ボルト形) に焦点

を絞っているので、以下では、本工法が最も多く用いられる中低層

建物を対象に述べる。

図 - 3 に、構造計画と設計の進め方を示す。構造計画においては 、



平 面 計 画

サービスコアの位置

。

柱 配 置 基準階床面積

( 向き) と 柱 本 数

15<ーNAJc  〈 30m'

Ai 基準階床面積

Nc  往本数

H  

住のサ イズ

H  

階 数

はリのサイズ ス パ ン

。

ラーメンド: H卜の

耐 震 要 素

同τ 途

自
|  情 造 計 算 |  

図 - 3 構造計画と 設計の進め方

柱とはりの組み合わせ
表 - 1

位 大 1; 1: り

ト書

H  - 250X250 H  - 350X 175  

2 階 建

H  - 300X300 H  - 350X  175- H  - 400 X 200 

曙

H - 3∞X300 H  - 350X 175 

3 階 建

H  - 350 X  175- H  - 450X 200 

H  - 350X350 

1庁4高階

H  - 300X300 

H  - 350X  175- H  - 450X 200 

4 階 建

H  - 350X350 

H  階階

H  - 350X 350 

H  - 450X200- H  - 600X200 

H  - 400X 400 

. 適用用途

・庖舗

・庖宮市併用住宅

・ 司 ｉ ｾ 務所

. 適用規模

・W 6  - 12 m程度

・基 準 階 床 面 積 : 100- 5∞m'程度

図- 4 平面計画例

スパン方 向 . プレース

けた行方向. ラーメ ン

o ハ イスプ リy ト

・: ハ イ ベ ー ス

寸ヨー . モ - ;1 ント

抵 抗 柱

スノマン方 向

: ラーメ ン

けた行方向

. プレ ー ス

門

中

一

λ
図- 6 骨組計画(同

ｼｉＯｾｉ＠

↓ V  

表 - 2

主

リ

質

$

L

Z

材

はりサイ Z

スパン方向 . モーメント抵抗柱 I Y  

け た 行方向. ラーメ ン |  

ト- →+一一一--l 15541  

h j  
図ー 7 骨組計画(c)

柱は H 形鋼を用いるのが望まし く、床面積に対する柱本数を適正に

確保することと、 H 形柱の弱軸方向に対する耐震要素を考慮するこ

とが必要である 。 また田島設計においては、柱に広幅の H 形鋼の採用

と、はりのサイズを階数ス パン 等により適正に確保すること、また

同一階は同じはりせいにすることが望ましい。表 - 1 に、柱とはり

の組み合わせ例を示す。

また、 図 - 4 の平面計画に対する 各種骨組の計画例を 図 - 5 -

7 に示す。

設計

柱 ・はり接合部の設計フローを、 図 - 8 に示す。フローの中で口

の部分については、設計の省力化を目的として各種の表が用意され

，主 . 口 は 、図表が用意されている.

ハイ スプリ ント

形 式

109 



図 - 11

鉄骨建方状況

ている 。

表 - 2 に、 H形鋼はりに対するハイスプリ ッ トの選定表を示す。

本表によって、各種はりに対するハイスプリットの形式が決定でき、

柱の組み合わせで、柱の補強法が決定できる 。たとえば、はりが H

400 x  200 x  8  x  13で柱が H300 X  300 X  10 X  15であれば、 ハイスプリ

ッ トは X B  200 - 4  - 8  - 24 を用い、柱の補強法はスチフナー形式

で対処することになる 。

施 工

柱 ・はり接合音[1は、基本的には切断と穴あけ加工のみで製品とな

り、溶接作業がない 。 したがって鉄骨製作工場は技術の問題から解

放されるばかりでなく、部材の寸法公差に追従しやすいので、現場

施工も容易である 。

図 - 9 に、鉄骨製作の工程を、従来工法との比較で示す。

現場建方では、 図ー 10に示すように 、はり下フラ ンジ用のハイス

プリットを柱に高カボルトで本締めし、はり 上フラ ンジ用ハイスプ

リッ トは 、はりにボルト等で仮止めして、はりと一緒に組み込む。

図一 11 に莱事務所ヒソレの欽骨建方状況を、 図一 12にその柱 ・はり

接合部の状況を示す。
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図 - 13に、ハイスプリ ッ ト工法の鉄骨加工工数を、従来工法との

比較で示す。ハイスプリ y ト工法は、従来工法にくらべ鉄骨加工工

数が約50% に低減される 。 また、 図一 14にハイス プ リッ ト工法のコ

ストを、従来工法との比較で示す。ハイスプリ y ト工法は、一般的

に、従来工法にくらべ、コストが約85- 90% に低減される 。

参考文献 日立金胤，検出力ポ ｊ レト引張 ＱＩ 接合を用いた鋼械造ｾ令書 Ｑ Ｑ 仰
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各論口構造ノマーツの省力化例 - R C造 - 1

鉄筋コンクリートはり

貫 通 孔 せ ん 断 補 強

外 国 隆

鉄筋コンクリート造の建築物において、はりに食通孔を設けるこ

とが一般的に行われている 。 この貫通孔部分の補強は、従来の鉄筋

を現場で加工し配筋する方法では熟練性や能率性の点で問題がある 。

そこで、工場製作の補強材が使用されるようにな った。 ところが、

その補強材は補強効果や適用範囲等が明硲でない 。

以上のような状況の中で、建設省においては建築技羽狩判団規濯( 昭

和53年建設省告示第976号 ) 第 3 条の規定に基づき、 昭和61年 8 月

5 日建設省告示第 1394号における研究課題のーっとして、 「鉄筋 コ

ンクリート造のはり貫通孔補強材の開発」が公募された 。 これを受

けて製品名 rF Bユニ ッ トJ 、 「ウエプレン J 、 「スノマーレン J 、 rs  

G リング」 、 「リンプレン j の 5 つの製品のメーカーが応募し、昭

和63年 8 月23 日付で建設省の評価をうけた 。 そこで、ここにその各

社の「評価書j の抜粋を紹介することとした 。

なお 、 「評価書」は概要編、評価編、資料編の 3 編により i構成さ

れているが、ここでは、 l 鉄筋コンクリート造のはり貫通孔補強

材の開発目標、 2 評価方法、 3 はり貫通孔補強材に関する評価、

4  既往実験分析結果、 5 . 留意事項および付言、 6 . 評価対象製

品、 7 施工仕様、 8 メーカ一一覧表、という構成としている 。

「評価書」の詳細については、各メーカーの「評価 書J を参照して

いただきたい 。

1  . 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の は り 貫 通 孔 補 強 材 の 開 発 目 標

本技術の開発目標は、つぎのとおりである 。

(1)  貫通孔を有するはりに対するせん断補強材の補強効果および適

用範囲が明らかであること 。

・'l't 通孔を有するはりの、構造極別、孔径、干し位置等の条件に対応

したせん断強度が予測でb き、その予測に必要な資料が繋備されてい

ること 。

(2) はりとしての品質、耐久性が評価でき、悪影響を及ぼさないも

のであること 。

・コンクリートの補強材に対する所要かぶり厚きが確保できること 。

・コンクリートの硬化不良やひびわれを生じないこと 。

・補強材の品質が安定しており、品質劣化による悪影響がないこと 。

(3) 経済性に優れ、数量などにかかわらず入手が可能なものである

こと 。

- 従来の工法に比べ著しく高価でないこと 。

・地域性あるいは数量の多少にかかわらず 、入手が可能であること。

(4) 施工が容易で、確実に取り付けられるものであること 。

・組み立てやすく、熟練を必要としないこと 。

・従来の工法より施工能率がよいこと 。

・補強材の位置の保持が硲笑で、施工中に移動が生じないこと 。

2. 評 価 方 法

評価にあた っては、申請者が作成した建設技術評価申翁舎、研究

成果書、研究成果報告書、その他、技術資料を使用した 。

なお、開発目標のうち、せん断強度および施工性については 、確

認試験を実施した 。

補強効果確認試験

本補強材によって補強された鉄筋コンクリート造の有孔ばりのせ

ん断強度が予測lできることを確認する ため、試験を行 った。

① 試験体

試験体は、本補強材により補強された実大の有孔ばり l 体 で 、 試

験体および補強材の諸元を 表一 1 . 1 ，2  ｾ＠ Ｒ 、 図ー ＱｾＲ に、使用

材料の機械的性質を 表一 2 に示す。

② 試験方法

加カ装置および加力方法は 図 - 3 に示す逆対称加力の方法によ っ

た。加カプログラムは 図 - 4 に示す正、負の荷重履歴によった 。

③ J詰訓訓測11山川IIJリ定内答

測定内容は最大荷重および変形、ワイヤーストレインゲージによ

る主筋のひずみで、このほかに補強材、せん断補強筋 のひずみおよ

びr政境進展記録等である 。図 - 3 に変形測定法の概要を、図 - 2 に

ひずみ iJli J定位置を示した 。 ( なお、予測式と比較する最大耐力 iJli J定

値は、正負加カの最大荷量とする )

表ー 1 . 1 試験体主要瀦元 No. 1  

梁幅×梁せい 有効せい シャー スパン 比

孔H(H/D径)  
B  X  D  d  M/ Qd 

45X 75(cm)  68. 4(cm)  1. 462 25(cm)( 0. 333)  

干し 位 置
主 筋 比

補C範強囲筋外比のせん断
11I1げ強度11寺せん断

Pt  カ cQmu.

梁せいの中心 0. 494( %)  1. 505( %)  115. 03  

キ 曲げ強 J!l: 時せん断力( 降伏位置を孔中 'C' より 7∞聞の位置て・の算定値)

表一 1 .  2  試験体主要諸元 NO. 2

C 範 囲 内 の 補 強 筋 比

製 品 名

合Z計P補W O強(筋%比)  製P品W補02強(%筋)比 あPばW Oら，(筋%比)  

F Bユニ ット 0. 8063 0. 4410 0. 3653 

ウエプレン 0. 7986 0. 4333 0. 3653 

スパーレン 0. 7986 0. 4333 0. 3653 

S G  リング 0. 8181  0. 4528 0. 3653 

リンプレン 0. 8291 0. 4638 0 .3653 

表- 2 使用材料の主要な機械的性質

コンクリート 主筋の降伏点 補強範囲 ( C範四)

製 品 名 圧縮強度 強度

せん断補強! 筋支
製品の降伏点

F c  t σ y  の降伏点強 強度

F Bユニ ット 264kg/cm'  8600kg/cm' 3500kg/ cm'  3500kg/cm'  

ウエプレ ン 256 8600 3500 3600 

スノマーレン 233 8600 3500 3600 

S G リング 257 8600 3500 4780 

リンプレ ン 264 8600 3500 3500 

(2) コン 7' J ートの呼ぴ強度は240kg/cm' .  

(3) 各強度 l立3 体の平UJ 値を示す. ただし主筋については、 4 体の平灼他を示す。
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3. は り 貫 通 孔 補 強 材 に 関 す る 評 価

適 用 性

注 (  )は 8 (mm) を示す.

本補強材の適用上の条件は 、以下の通りである 。

- は り の 構 造 種別

鉄筋コンクリート造とする 。 ( 普 通 コ ン ク リ ー ト を 用 い 、 そ の 設 計

基準強度は、 180- 240kg/  cm'と する )

- 干し径

はりせいの 1 / 3 以下、かつ350mm以下とする 。

・孔 中 心 位 置

柱面から、および直交するはり面から 、はりせい以上離す 。

上 下 方 向 の 位 置 は 、はりせい の 中心付近とする 。

・孔 中 心 間 隔

孔径 の 3 倍以上とする 。

・補 強 材 の 種 類

16 . 評価 対 象 製 品」 に掲げるもの。

・補 強 量

せ ん 断 補 強 筋 比 ( 本補強材と閉鎖形せん断補強筋を合わせたもの )

で 0 .015 程度までとする 。 なお、孔際には必ず閉鎖形せん断補強筋

( D10以 上 ) を設ける 。

・補 強 材 の 位 置

閉鎖形せん断補強筋の内恨IJ とする 。

本補強材は、申請者資料および確認試験の結果等から判断して、

上 記 粂 件のは り賞通孔補強材として適用できるものと認められる 。

な お 、 上記 の 条件 に 該当 しな

い場合に、本補強材を使用する

ときは 十分な検討を行うことと

する 。

補 強 効 果

せ ん 断 力 一変 形曲 線を 図 - 5

に 、 せ ん 断 強 度 測 定 結 果 、 補 強

材を考慮した孔音11せ ん 断 強 度 の

算 定 結 果 お よ び そ の比 を表 - 3

に 示 す 。

本 補 強 材 を 用 い た 確 認 試 験 お

よび本補強材の補強効果を 、予

isl J式 を 用 い て 予 illiJ で き る こ と が

認められる 。

なお、試験体のせん断強度に

ついては、 表 - 4 に 示 す 予 測 式

に よ っ た 。

(2)製 品 B

(4)製 品 D

l∞ 
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表 - 3 補強効果確ｾ結果一覧

製品名

主筋降伏の

孔強c部度o Qの計sせ算U(値んl)断

最験f大也荷耳1事5E2  

?災Q験ulf骨clEf。mQfsduI  

破犠位置

有無 ホl
T QU( l )  

およびモード

A  
生援

53. 61 62. 00 1. 16  
C断範峨峨防1のせん

B  無 58. 61 68. 67 1. 17  向 上

C  無 53. 80 50. 67 0. 94 向 上

D  無 54. 64 56. 67 1. 04 向 上

E  無 54. 82 64 .00  1. 17 向 上

*  1  干し中心より 7oo. mの位置でのひずみ値により判定

*  2  正負加力的最大荷量

表 - 4 有孔ばりのせん断強度 ( co Q su ) 予測式

0  092 ・Ku . Kρ ・(180+ Fc )  ( 1 一1. 61 H/  D)  

Qs u= 1  

M/  ( Q.  d)  + 0 .12 

+ 2 . 7 n瓦o • ( J w y  I  b .  j  

m

 

c

 

'
h
v
 

すと
J

U

 

7

一
8

子

、

)

離

)

m

距

m

'

t

"リ

C

H

 

(

い

じ

幅

せ
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り

り

力

は

せ

応

b

D

 

d  はりの有効せい でD - d，とする 。(cm)

' 圧縮鉄筋の中心から圧縮外f止までの距離 (cm)

コンクリ ー ト躯体での孔径 (cm)

コン クリ ー トの設計基単強度 ( kg/cm' )

' 断面寸法による補正係数 ( d 孟40cmのときん =0. 72)

引鍛鉄筋比p，による補正係数で、K，= 0. 82P，O.23

. 引張鉄筋比で、 P，= loo.α ，j ( b.d) %  

' せん断スパン 比で、 l 孟 M/ ( Q.d ) 孟 3

: 本lili 強材な らびに閉鎖形せん断補強筋の規絡降伏占強度で3∞o

kg/cm' 以下とす る.

: 有効範囲C 内のせん 断補強筋比

:補強筋肉有効範闘 で、干し中心がはりせい中心の場合C = D/ 2 -

d，とする. (cm)  

d， 

H  

F ， 

K.  

K， 

p， 

M/( Q . d)  

σw y  

"i: P嗣

C  

施工性

本 補 強 材 の 現 場 で の 施 工 性 ( 簡 便 性 、 能 率 、 確 実 性 等 ) が 従 来 工

法 に 比 較 し て 優 れ て い る こ と を 確 認 す る た め 、 実 建 物 ( 某 事 務 庁 舎

の 小 ば り ) に お い て 、 孔 径150mmと250mmの場合で・試験を行 った。 そ

の 結 果 、 補 強 材 取 り 付 け お よ び ボ イ ド 取 り 付 け の 合 計 時 聞 が 、 従 来

工 法16分 に 対 し 、 各 補 強 材 に よ る 時 間 は 4 分 - 1 1分と 短 縮 さ れ 、 従

来 工 法 に 比較 し て 、 施 工 能 率 に 優 れ て い る と 認 め ら れ る 。 取 り 付 け

の 確 笑 性 に つ い て も 、 同 時 に 測 定 さ れ た 結 果 、 確 実 に 取 り 付 け ら れ

ると認められる 。

4. 既 往 実 験 分 析 結 果

各補強材の補強効果を評価する 一方法として、申請者提出の資料

をもとに、各補強材による鉄筋コンクリート造有孔はりの既往実験

データとせん断強度予測式によるせん断強度の比較が、データベー

ス化されている 。 データベースの詳細は各製品の「評価書」を参照

していただくとして、ここ では各評価替中に記された各製品の既往

実験資料の強度比較表を 表 - 5  Ｎ Ｑｾ Ｎ Ｕ に示す 。

なお、各評価書中のデータ表は建設省建築研究所 ・後藤哲郎氏に

より編集されたも のである 。

(1) 製品 A

表ー5.1には 、データベース中に示した本補強材を有する既往実

験資料10体のうち、曲げ強度計算値が抜大強度実験値を上回る資料

表ー5.1 最大強度測定値をせん断強度とみなした本補掛オ H/ D

を有する既往轍耐倒蜘ヒ較ー製品A 一 栄せい ( D ) に対する孔

住 ( H )の比

，Qm.  

曲げ強度計算i直

C (J Qs"， 

せん断強度計算値

，Q. 。

最大強度実測1直
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2 体 を せ ん 断 強 度 が 測 定 さ れ た と み な し 、 実 験 値 と 計 算 値 の 比 に つ

い て 整 理 し た 結 果 を 示 す。

(2)  製 品 B

表 ー 5. 2 に は 、 デ ー タ ベ ー ス 中 に 示 し た 本 補 強 材 を 有 す る 既 往 実

験 資 料 14体のう

表- 5 .2 . 大強度測定値をせん断強度とみなした本補強材

を有する既往実験資料の強度比較ー製品B ー ち 、 曲 げ 強 度 計

tl: f直が最大強度

実 験 値 を 上 回 る

資 料 8 休 を せ ん

断 強 度 が 測 定 さ

れたとみなし、

実 験 値 と 計 算 値

の比に ついて主主

理 し た 結 果 を 示

す。

聖在宅ll{昨号
立ず

cQmu coQsu ，Qu 

，Qイ} u /Qsu  

( t )  ( t )  ( t )  

B  - 1  0. 33 41. 2  39 .4  34 .0  0. 86 

B  - 2  0. 33 41. 2  39 .6  40. 7 1. 03 

B  - 9  0. 20 55. 1 54. 9 53.1 0. 97 

B  - 10 0. 20 55. 1 50 .6  51. 8  1. 02 

B  - 11 0. 20 55.1 50.6  51. 6  1. 02 

B  - 12  0. 20 55. 1  48. 2 51. 9  1. 08 

B  - 13  0. 20 55. 1  50. 1 49. 6 0. 99 

B  - 14 0. 33 55. 1 46. 1 46. 3 1. 00 

平 均 値 1. 00 

(3)  製 品 C

表 - 5 . 3 に は 、 デ ー タ ベ ー ス 中 に 示 し た 本 補 強 材 を 有 す る 既 往 実

験 資 料 5 体 に つ

型基理番号 χ  
cQmu coQsu  

，Q.  

E24; 包

( t )  ( t )  ( t )  

C  - 1  0. 27 47. 5 34. 8 37 .1 1. 07 

C  - 2  0. 27 47. 5 39. 2 41. 4  1. 06 

C  - 3  0. 27 47 .5  30. 2 36 .2  1. 20 

C  - 4  0. 36 47. 5 37. 3 34. 5 0. 92 

C  - 5  0. 36 48. 5 46. 8 36. 2 0. 77 

平 均 値 1. 00 

表- 5 .3 . 大強度測定値をせん断強度とみなした本補強材

いて Elt lげ 強 度 計

を有する既往実験資料の強度比較ー製品c -

$ ' ) : 値が最大強度

実 験 値 を 上 回 る

資 料 5 体 を せ ん

断 強 度 が 測 定 さ

れ た と み な し 、

笑 験 値 と 計 算 値

の 比 を 整 理 し た 。

(4)  製 品 D

表 - 5 . 4 に は 、 デ ー タ ベ ー ス に 示 し た 本 補 強 材 を 有 す る 既 往 実 験

表ー5.4 最大強度測定値をせん断強度とみなした本補強材 資 料15休のうち、

を有する既往実験資料の強度比較ー製品 D 一 世lげ 強 度 計 算 値

が 最 大 強 度 実 験

値 を 上 回 る 資 料

7 体 を せ ん 断 強

度 がifll J定 さ れ た

と み な し 、 実 験

値 と 計$'):f 直の比

に つ い て 盤 蔑 し

た 結 果 を 示 す。

整理番号 うず

cQmu coQsu ，Qu 

%;  
( t )  ( t )  ( t )  

0 - 1  0. 33 40. 8 26 .2  30. 0 1. 15  

0 - 2  0. 33 54. 4 24 .9  29. 9 1. 20 

0 - 3  0. 33 54. 4 29 .7 33. 8 1. 14  

0 - 4  0. 33 54. 4 31. 6  36. 2 1. 15  

0 - 5  0. 33 54. 5 33. 6 40. 7 1. 21 

0 - 6  0. 22 54. 4 30. 0 34. 7 1.16  

0 - 9  0. 17 98. 8 72. 7 93. 0 1. 28 

平 均 値 1. 18  

(5)  製 品 E

表 - 5 . 5 に は 、 デ ー タ ベ ー ス 中 に 示 し た 本 補 強 材 を 有 す る 既 往 実

表ー5.5 最大強度測定値をせん断強度とみなした本補強材 験 資 料21休のう

を有する既往実験資料の強度比較ー製品 E ー ち 、 曲 げ 強 度 計

nイ直が最大強度

実 験 値 を 上 回 る

資 料 7 休 を せ ん

断 強 度 が illi J定さ

れたとみなし、

実 験 値 と 計 算 値

の 比 に つ い て 整

理 し た 。

聖主連番号 Eず

cQmu coQsu ，Qu  

226; 
( t )  ( t )  ( t )  

E  - 10  0. 33 42. 8 31. 9  39 . 1  1. 22 

E  - 11  0. 33 42. 8 35. 8 41. 5  1. 16 

E  - 12 0. 33 42. 8 36. 3 41. 3  1. 14 

E  - 16  0. 33 45. 6 33. 5 41. 5  1. 24 

E  - 17  0. 33 45 .6  33. 5 40. 6 1. 21  

E  - 18  0. 33 45. 6 33. 5 34. 0 1. 01 

E  - 19 0. 33 45. 6 33. 5 35 .5  1. 06 

平 均 値
1. 15  

S. 留意点および付言

各 製 品 に 対 す る 共 通 事 項 と し て 、 以 下 の(1) -(3)の 事 項 が 記 さ れ て

い る ほ か 、 製 品 に よ っては (4)、(5) の 事 項 が あ る の で 、 こ こ に 記 し て



お く 。 詳 細 は 各 製 品 の 「 評 価 書 」 を 参 照 さ れ た い 。

(1)  本 補 強 材 を 用 い た は り の 設 計 に 際 し て は 、 原 則l と し て 、 貫 通

孔 部 分 の せ ん 断 破 壊 が は り の 破 壊 モ ー ド に な る こ と を 避 け 、 は り の

曲 げ 降 伏 を 先 行 さ せ る こ と が 適 切 と 判 断 さ れ る 。

(2) 孔 中 心 位 置 が は り せ い 中 心 よ り 大 き く は ず れ る 場 合 、 ま た は

補強材と 主 筋 の 間 隔 が 大 き い 場 合 に は 、 適 切 な 検 討 が 必 要 と 判 断 さ

れる 。

(3) 本 補 強 材 に 対 す る 孔 周 囲 の コ ン ク リ ー ト の か ぶ り 厚 さ の 確 保

に つ い て は 、 十 分 考 慮 す べ き も の と 判 断 さ れ る 。

(4) 本 補 強 材 を 用 い た は り の 設 計 に 際 し て は 、 本 確 認 試 験 結 果 を

考 慮 す べ き も の と 判 断 さ れ る 。

(5) 本 補 強 材 の 出 荷 に あ た っ て は 、 機 械 的 性 質 な ど 十 分 な 品 質 管

理 が 必 要 と 判 断 さ れ る 。

6. 評 価 対 象 製 品 { 申 請 者 資 料 )

(l ) F Bユニット

表- 6 .1. 1 F  B ユニ ットの断面積

(c耐)

(2)ウ エ ブ レ ン

瞳霊。
標準型ウエブレン筋

表- 6 .2 ウエブレンの製品リスト 使用材質 J I S G3112 典形体鋼SD30A 0 10、0 13

孔径 A 世 B 骨 C 世 D骨 E 世

(重(ik枚g盆)  )  

was  1) ン711i 校 筋 かぶり厚

( 1枚 )

( mm)  ( mm)  ( mm)  ( mm)  ( 悶m) ( mm)  ( clll' )  (mm)  ( mm)  ( mm)  

150世 235 315 395 415 2. 39 2. 139 D10 D10 37. 5 

17591 260 340 420 440 2. 54 2. 139 D10 D10 37. 5 

2∞ 4  300 400 500 520 4. 66 3.801 D13 D10 43. 5 

25091 350 450 550 650 670 8. 44 5. 068 D13 D13 43. 5 

3∞世 400 500 6∞ 700 800 820 12. 10 6.335 D13 D13 43. 5 

350世 450 550 650 750 850 870 12.94 6.335 D13 D13 43. 5 

(3)ス パ ー レ ン

員百 A .，= J 吉 X a w 

淡タイプ 3 A 、 3 ｂ は鉄筋を Ｓｾ 巻 Ｈ 断面積計算

は 3 巻 ) したタイプで、それぞれ 010、 D13の

鉄筋で加工したスパーレンを示す.

表 - 6 . 3 . 2 スノ f ーレンのA w2

E スパーレン l枚断面積 aw

3  XO.  71 

3  X  1. 27 

一
不下以

量制

を
ト
A

F
お

有

心

の

C

の

る

角

を

る

筋

果

補

犯

の

様

保

中

向

、

筋

ま

直

積

れ

鉄

効

る

ー

ト

量

仕

m
w

孔

方

で

鉄

決

に

面

さ

有

強

い

し

筋

。

ン

の

ン

材

、

.

筋

の

で

線

断

咽

保

補

用

示

強

る

レ

材

リ

強

は

日

鉄

内

積

m

w

は

評

で

、

に

を

補

す

ブ

強

G

補

量

り

の

囲

商

品

筋

と

こ

は

測

量

の

と

ン

補

S

本

筋

よ

上

範

断

の

欽

一

市

こ

と

予

筋

囲

均

リ

本

川

鉄

部

線

の

総

こ

の

-
2

品

の

強

純

平

川

(cm' )  

製品番号

S G リングl 枚の保有鉄筋量 (mA w)

斜 筋 縦 筋

S DN- 100 1. 432 1 2/ 2XO. 28X5 ｾｘｏＮＴＴＲｘＲ＠

S DN- 125 1. 630 J τ / 2XO. 28X5 ｾｘｏＮＶＴｘＲ＠

S DN- 150 2.202 / 2/ 2XO. 442X5 ｾｘｏＮＴＴＲｘＲ＠

S DN- 175 3. 155 / 2/ 2XO. 442X6 ｾｘｏＮＶＴｘＲ＠

S DN- 200 4. 220 J 玄/ 2XO. 594X7 ｾｘｏＮＴＴＲｘＲ＠

S DN- 250 4. 447 J 玄/ 2XO. 64X7 ｾｘｏＮＶＴｘＲ＠

S DN- 300 5. 352 J 玄/ 2XO. 64X9 ｾｘｏＮＴＴＲｘＲ＠

S DN- 350 6. 897 J 吉/ 2XO. 64X11 ｾｘｏ Ｎ ＶＴｘＲ＠

S DA- 1∞ 0. 990 J τ / 2XO. 28X5 

S DA- 125 0 .990 / 2/ 2 X O. 28X5 

SDA- 150 0. 990 1 2/ 2XO. 285X5 

S D8- 175 1. 875 / 2/ 2XO. 442X6 

SD8- 2oo 2. 187 J 吉/ 2XO. 442X7

S D8- 250 2. 187 J 吉/ 2 X 0 .442X7

S DC- 300 4. 072 J 玄/ 2XO. 64X9

S DC- 350 4 .977 J 玄/ 2XO. 64X11

関口径世 8 0 - φ 175用

H R- 8 0- H R - 1 7 5  

a r =，fす x( 断 面A A) +( 断 面 B B )

関 口 径φ2 0 0 - φ3 5 0用

H R  - 2 0 0 - H R  - 3 5 0  

a r =，f玄x ! ( 断 面 A A ) +

( 断 面A' A' )I +  ( 断 面 B B)

2.3酬

寸「

表 - 6 . 5 リンブレンのリスト

l X 

関口径 内径 外寸 かよry厚さ
有 効 断 面 積a，(clll' )  

H (cm)  R  ( cm)  W( cm)  (cm)  断面 断面 断 面

ar 
A A  A' A'  B B  

H R- 80 8. 0 15. 0+
0
.
1  

27. 2+
0
.
3  

3. 50 1. 104 0. 276 1. 837 

H R- 100 10.0  17. 5+
0
.
1  

30. 7+
0
.
3  

3. 75 1.104 0. 299 1. 860 

トIR- 125 12 .5  20 .0+
0
.
1  

34. 4+
0
.
3  

3.80 1. 127 0. 322 1. 915 

H R- 150 15. 0 22. 6+
0
.
1  

38. 4+
0
.
3  

3. 75 1. 173 0. 345 2. 003 

H R- 175 17. 5 25. 1+
0
.
1  

43.0+
0
.
3  

3. 80 1. 357 0. 345 2 .264 

H R- 2oo 20.0  27. 7+
0
.
1  

47. 6+
0
.
3  

3. 85 1. 495 0. 345 0. 345 2. 947 

I-I R- 250 25 .0  32 .8+
0
.
1  

54. 8+
0
.
3  

3. 90 1. 495 0. 460 0. 460 3 .224 

H R- 3oo 30. 0 37 .9+
0
.
1  

62. 0+
0
.
3  

3. 95 1. 495 0. 575 0. 575 3. 502 

H R- 350 35. 0 42. 4+
0
.
1  

68. 4+
0
.
3  

3. 70 1. 495 0. 690 0. 690 3. 780 

7. 施 工 仕 様

各 製 品 ご と に 補 強 材 お よ び 閉 鎖 形 せ ん 断 補 強 筋 の 施 工 方 法 に つ い

て 、 留 意 事 項 が 「 評 価 書 」 中 に 述 べ ら れ て い る の で 、 注 意 す る 必 要

がある。詳細は、各製品の「評価i ! J : J を参照されたい。

8. メ ー カ ー 一 覧 表

製 品 名 メーカー 版 売 庖

F 8 ユニ ット 諏訪熔工側 諏iiM容工{ 附 T  E  L  06- 389- 7555 

ウエプレン テイエム技研附 関西 7 イエム販売( 槻 T  E  L  06- 357- 5100 

スパーレン 東京ガス圧接{ 附 小林産業側 T  E  L  06- 535- 3651 

S G リング 日銀建材工業側 日銭控材工業側 T  E  L  06- 222- 5381 

リンプレン 丸井産業附 丸井産業( 附 T  E  L  06- 309- 0101 

( ほかぞの たかし 株式会社大林組本庖建築設計第 6 部)
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各 論 口 構 造 パ ー ツ の 省 力 化 例- R C造 - 2

今後のフ。レキャストコン

クリート建築

徳 永 雄 一 郎

型枠大工の払底に始ま った建築労務者の不足は、まさに頂点に達

している感がある。それに応じて、再びプレキャストコンクリート

が脚光を浴びている 。 I再び」というのは、私の知る範囲でも幾度

かの建築ブームがあり、その都度プレキャストコンクリートのもて

はやされる状況があったからだ。 それら幾度かのブームの中で、プ

レキャスト中層壁式集合住宅が実用化された。これは、同じパターン

の建物が大量に継続的に建設されるという集合住宅の特性が、プレ

キャスト化に適していたためと思われる 。そしてまた、意匠材とし

てのコンクリートカーテンウオールが、不動の地位を築いた 。 しか

し全般的に見れば、プレキャストコンクリートは、スマート、斬新

そして作品というイメージの建築物に多< { ，変われてきた 。 これは、

プレキャストの経済性がまだ現場打ちより悪〈、経済性以外のメリ

ッ ト、たとえば装飾性を伴わないと採用され難かったためと思う 。

これに対して今回の状況は、倉庫、駐車場、工場などの笑用性に

主眼を置く建築物についても真剣にプレキャスト化が検討され、実

施に移されている 。 これは、現場打ちと プレキャストの経済性が均

衡してきており、プレキャスト指向が、建築の工業化という意味に

おいて本物になりつつあることを示していると考えられる 。

プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト の 利 点 と 欠 点

プレキャストコンクリートは、地上の安定した場所( 工場) で、

頑丈で精密な型枠を使って製造される 。 このため製品に複雑な曲面

を与えたり、細かい細工を加えることが可能である 。 これは、建築

物に個性や美しさを持たせる上て・有効て・ある。今までのプ レキャス

トの建築物には、この閣を買われた物が多か ったと，思う 。 また、こ

の頑丈な型枠を繰り返して使い、さらに作業の単純化、機械化を徹

底すれば、現場作業の減少やそれに伴う工期の短縮とあいま って経

済性の面からも現場打ちを凌げる可能性を持っている 。 さらに、品

質管理の面で優れていることは言を待たない 。

一方、現場打ちのコンクリートは、いかなる形状、大きさの物で

も一体に成形できるという、大きな特長を持 って いる 。プレキャス

トコンクリートはそれをわざわざ分割して作るわけだ 。そのため現

116 建築と社会/ 1989判 月号

地で一体に組み立てる必要が生じる 。 これは、プレキ ャスト コンク

リートの宿命である 。

プレキャストの大きさ

日本のように大地震の想定される地域では、接合音[1のディテール

が複雑で大きく、高価にならざるを得ない 。 また接合部が増えると

当然、現地作業も増える 。 そこで運搬や架設に支障のない範囲で、接

合昔日の少ない大きなプレキャスト部材が要求されることになる。

しかし一方でプレキャストは、型枠を繰り返し有劾に使う必要が

ある 。 そのためには同じ部材がいろいろな場所で使えなくてはなら

ない。音[1材の適合性を上げて種類を減らすためには、音[1材の区分単

位を 小 さくすることが、有効で・ある 。その面からは仕口の多い、 小

さな部材が要求されるわけである 。

できるだけ大きな部材を使いかつ部材の種類を減らす、つまり最

大公約数のユニ ッ トを見つけることがプレキャスト設計のポイント

である 。

レ デ ィ ー メ イ ド と オ ー ダ ー メ イ ド

部材の単位が小さいと、設計をプレキャストに合わせることが簡

単になる 。すなわちレディーメイドのプレキャストが可能になる 。

たとえば、コンクリートブロ ックは、部材を小さくして成功したレ

ディーメイドプレキャストの典型と言えるだろう 。 また特定の用途

を対象としたプレキャストもレディーメイド化が可能だろう。いず

れにしても、前も って計画的に作れるレディーメイド製品は工場の

繁閑の差をなくしてくれるので、工場を運営する上で大きなメリ ッ

トとなる 。 しかし建築物が作品であり、また敷地、用途、規模等の

さまざまなファクターに拘束され一つひとつ違うため、建築用レデ

ィーメイド製品の開発は、われわれ作る立場の者として難しい課題

である 。

だからと言 って、手作りのプレキャストに甘んじていては経済性

の追求はあま り期待できない。今後の方向として、仕口や断面形状

や配筋方法さらに作業手)1煩等を整理し、その標準的パターンを準備

し、マニュアル化する 。そして、建物の独自性を傷つけない範囲は

できるだけこれを設計に取り入れていただき、経済性の向上を計る 。

いわばプレキャスト音[1材のイージーオーダー化のようなことを考え

ている。

プ レ キ ャ ス ト を意 識 し た 設 計

プレキャス卜部材を有効に使い、かっ その経済性を上げるために

は、プレキャストを意識して設計する必要がある 。現場打ちでは簡

単にできることでも、プレキャストでやろうとすると大変な手間ひ

まがかかることがある 。たとえば、現場打ちでは一般に梁柱の断面

寸法を構造上の必要に応じて変える方が経済的になるが、プレキ ャ

ストて酬は前にも述べた通り 同じ型枠を繰り返し使う必要があるから、

普通、種類をあまり増やさないで断面の統ーを計る方が経済的にな

る。断面が同じで長さの違う 物は、端苦[1の型枠の位置を調整して使

うが、調整のたびにそれなりの費用がかかる 。通り芯や梁の位置等

を工夫して、部材長さの統ーを計ることも経済性に通じる 。 インサ

ートの位置なども統一性を持たせるべきであ る。 インサートは、鋼

製型枠にビスで止める 。つぎの音[1材を製作するときに、いらないビ

ス穴は、塞がなければならない 。

プレキャストの受ける制約には、 このほか に運搬や架設に伴う寸

法の制限や重量の制限、そして現場における施工性からくる諸問題

等、数多くあるが、その時々の状況によりいろいろ変わるので、臨



合卜周の中，心

前面の中{，'

扇形の平商は競技場としての用途上当然、必婆であるから、一段ごとの寸法の

違いは避けられない。しかし、隣り合う版の角度の遠いはプレキャストを意

識して訟計し、現場打ち躯休部分の寸法をわずかに調整すれば統一すること

ができる 。角度が同じであれば、隣り 合う版 lま端音11型枠の制強をしないで製

作できる 。しかし、角度が違うと長さの寸法の制第だけでなく、 ーグループ

ごとにわずかに寸法の異なる端部型枠を一つひとつ製作しなければならない。

図 - 1 競技場観覧席段床版の例

機応変に対応しなければならない 。と もかく、プレキャス卜の特長

を活かした 、無駄のな い経済的な建築物を 設計するためには 、計函

段階からプレキャストを意識することが重要だと考える 。

プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト と プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト

昭和30年 代 に プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 構 造 が 建 築 物 に 使 わ れ

始 め て 以 来 、 数 多 く の プ レ ス ト レ ス の プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 建

こ の 建物に使われた方式はプレグリ ッ ドシステムと名付けられ、ただ ｉ 極 ｾｩ

の十字型プレキャストコンクリートユニ y トを 2 方向に展開することにより 、

任意の床面を構成しようとするもので、広対象少部材を追求した、工業化を

強〈意識した方式と考えられる 。また、梁を岐に直接戦せずに、住から出た

十字の受け梁に載せている方式は、

l  柱に取り付〈十字ユニ ットを、他のものと同じにできる 。

2.  t . 主と梁の仕口が分散されるため、総工性が向上する 。

等の手IJ 点があり、大変参考になる工夫である 。

残念ながら、実際の施工で+ 字ユニ ントは、一方向連続十字型のプレテンシ

ョンの梁として製造された。これは、十字のままでは、現場での核合箇所が

多くなり過ぎることと、両方向をポストテンンヨンでつなぐことに物理的な

無裂があったためである 。このあたりに、前述したプレキャスト部材のユニ

y ト分けの難しさを感じる 。

プレグリ y ドシステムはその後、同 じ木村俊彦氏によって、大阪の万国博の

メインゲートと佐賀県立美術館てオ吏われた 。そのときの十字ユニ y トの製作

方法は確認していない。

図 - 2 千葉県立中失図書館( 木村俊彦氏一1967)

築 が 建 て ら れ て き た 。 プレストレスを使うと、ぱらぱらの部材を簡

単に一体化できる。プレストレスを使っと大スパンを容易に創り出

せる 。 プ レキ ャス ト建築を計画する上ていプ レス トレスが大きな威力

を発揮したからだろう 。 これらプレキャスト建築物の多くは、おの

おのそれなりに手作りプレキャストからの脱出を試み、経済性を追

求していたはずである 。 それらの試みの成否はさておいて、建築業

界の置かれる環境が大きく変わり、比較対照となる現場打ちの経済

性 が 落 ち つ つ あ る 現 在 、 そ れ ら に 含 ま れ る 「 考 え 方 」 を 再 度 見 直 す

ことは、今後のプレ キャスト建築を考える上で、大変役に立つと思

フ。

現 場 打 ち の 利 点 を 最 大 に 活 か す

現 場 打 ち のネックは 、型 枠 と 支 保 工 に か か る 技 能 労 働 者 の 不 足 で

あろう。一方、プレキャスト工法では、パラパラの部材を一体にす

る方法すなわち接合法が、ネ ックと言えるだろう。接合法としては、

① 部 材 に 埋 め 込 ん だ 鉄 と 欽 を 溶 接 ま た は ボルト等で接合する 、② プ

レストレスを利用して、部材同士を圧着する、 ③ 苦11材 か ら 出 た 鉄 筋

を互いに絡ませまたは接合し、コンクリートを 打 設して一体にする、

この三つが考えられる 。 コンクリートを糊のように使う三番目の方

法 は 、 一 見 工 夫 が な い よ う だ が 、 現 場 打 ち の 打 ち 継 ぎ と 同 じ 感 党 で

一体化が計れる 。 コンクリートと、鉄筋のみの値段では、やはり現

場 打 ち の 方 が プ レ キ ャ ス ト よ り も 安 い は ず で あ る か ら 、 糊 つ ま り 現

場打ちの部分をどんどん増やしていく、すなわち、型枠支保工とし

て必要な範囲をプレキャストコンクリートとし、残りはすべて現場

打ちコンクリートにする 。 もちろん必要に応じて鉄もプレストレス

も併用できる 。 このようにして、現場打ちとプレキャストがお互い

キ話担分コンクリート打

一般部モルタ M 吉

チャンネJは反

型枠チャンネl は反で釣る

岡山県の下水処理施設( 1950頃)。 チャンネノレ版で屋恨を形成する設計で、柱

上部に水平力負担用の梁が必要にな り、版で梁自重を支持して現場打ち P S

梁を 打設するよ う計画した。

図 - 3  チャンネル版にサンドイツチされた現場打ち梁

の欠点を補完し長所を活かす方法が、昔日材 のイージーオーダー化と

ともに、今後の実用的なプレキャスト建築の進む道、のみならずコ

ンク リート建築 の 進 む 道 で は な い か と 考 えている 。

あ と が き

プレキャストコンクリートはなかなか難しいものであるが、面白

いものでもある 。工夫のしがいがあるので、ご検討いただきたい 。

故後に、大切な紙面をいただきながら、未熟な内容に な ってしま

った ことをお詫びいたします。

参 考文献
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梁 貫 通 孔 せ ん 断 補 強 材1

特 長

① 複合形状による抜群の補強効果。

② 鉄筋の重複部分がなく、コンクリ ー卜廻わり良好。

③ 孔位置カミ梁せいの上、下端に偏心しても原型のま

ま補強可能。

④ 連続孔にも余裕のある鉄筋間隔。

⑤ かぶり厚30mm以上て: スターラッフ。の外付 O K。

⑥ 軽量だカ吋扱 L、やすく、取付簡単。

⑦ 大幅な鉄筋減量て: 超安価。

③ かさばらなL、平面形状なのて; 小口即納配送可。
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! 建築デザインのための|

須 賀 好 富 著
8 5判・ 216頁・ 2800円 (消費税抜)

建築技術選書

〈特装版〉

よ い デ ザ イ ン は 構 造 計 画 に よ っ て 支 え ら れ ， 構 造 計 画 は よ い デ ザ イ

ンの「かで」となる . 建 築 家 が 構 造 計 画 を 認 識 し ， 構造 家 の 計 画 案 が

建 築 家 の ア イ デ ア に 刺 激 を 与 え る こ と に よ り 始 め で 優 れ た 建 築 が 生

ま れ る . 建 築 家 と 構 造 家 の ギ ャ ップ を 埋 め る た め の 知 識 を 図 ・写 真

な ど の 最 新 情 報 を 載 せ で わ か り や す く ま と め た ， 両 者 待 望 の 技 術 書 .

テイエム授li1l のつ工ブレンは、育孔はりの補

強周配筋システムで、工場での一貫生産によ

り、画質ガ淘ーですから、施工精度ガ向上し、

僕査監理もスピ デ ィーにあこ怠え、工期

ガ短縮されると岡崎に、現場での手間ガ省け

ることによりコストダウンも図れます。
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となり ，現場技術者のコ ン

クリー トに対する知識の低

下 を招 き，施工不良による

欠陥精造物に つ な が りやす

くなってい る 本 書 では，

使用材料の選 定 か ら施 工欠

陥の補 修 までコンク リー卜

工事 に必婆な基本的事項 と

管理 のポ イ ン 卜を改訂され
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企 レポート ♀

十月八 日『木の日 』にちな んで

木材を構造用材料として見直そう

頴 川 五 郎

170人で、それぞれの比がほぼ 1 1 でした 。専

門家の方々に伺うと、コスト計算は場所場所によ

って条件が異なるようですが、このケースの場合、

未経験にもかかわらず、鉄骨スレートの建物と比

較して約20%安〈出来ました。

また、通常の工場建屋では鉄骨スレートで、内

装はしないのでみすが、この建物では、側面が合板

サイデイ ング、防水層、石高ーボード、屋娘が折版、

断熱材、合板野t也、と非常にグレードの高いもの

となっており、室内環境は大変よくなっています。

冬の寒さでも潜るものが l 枚違います。また、夏

の暑さでも涼しく過ごせます。これが私の実感で、

工場建屋としてはもったいない< . らいだと思って

います。 もし他の構造にしたときに、同等の居住

環境を作ろうとしたら、相当の費用がかかったと

思われます。これは、私が体験したほんの一例に

木材は、 ユニークな材料です。古来、われわれ バラツキを心配しなくても使える材料となってき しか過ぎませんが、木材の持つ特徴が非常に良く

の身の回りのいろいろな物、建築物、家具などに ました 。 このような特性を利用した大規模木造建 現れていると自負しています。

使われてきました 。そして、法隆寺や東大寺など 築物が各地に出来るのを見て、私も 300 坪の工場 軽くて強いのが木材の特徴と申し上げましたが、

の建物を残してきました 。 建屋を木造で建設することを計画し、出雲工場敷 木材の強度を比重で割った 比強度は、どの材料よ

しかし、昭和30年頃を墳として、木造の大規模 地内に苅工、昨年 12月に竣工しました。( 図 1 )  りも強いと考えて間違いありません。

建築物の建築は少なくなり、 S R Cや R C精進が 建設にあたって、私がとくに注目しましたのは、 木材は、セルローズとへミセルロース¥リグニ

中心になり、校舎も木造が見られなく なると同時 木造の経済性です。 もともと貯木池を埋め立てた ンを主材料として 出来ていますが、木材の其比重、

に、学校でも木構造を教えなくなりました 。 土地ですので、地盤が悪〈、重量のある鉄骨造で すなわち木材の細胞の内腔や細胞中の空隊を除い

ところが、最近、木鱗造がまた注目されるよう すと基礎にいくらかかるか分かりません。 ところ た木材笑質の比重は、 1.5であるにもかかわらず、

になっています。諸外国の資料を収集して見ます が木造ですと、ぬの基礎で建てられることが分か 木材の全乾比重 l立、パルサの 0. 1 からリグナムパ

と、日本で木構造が忘れられていた 40年の聞に、 りました 。 イタのの 1.3 までの範聞にあります。

欧米では技術進歩が著しかったことがよく分かり 和小屋とも思 ったのですが、木椛造は従来の方 木材には多くの空気が含まれており、これが断

ました。一例ですが、これらの国では、木村も構 法ですと何人役かかるか分かりません。非常に高 熱や吸湿の働きをするわけです。また、比強度も

造用の鋼材と同様に、ヤンク惑で分類して売 って いものとなってしまうと予想、しました 。そこで、 高めているのです。

いたのです。 日本でも、現在、構造用木材の日本 米国でよく使われている集成材によるポスト& ビ 木材細胞の構造は 図 2 のように三層の構造にな

農林規格の改定作業が行われており、含水準とヤ ーム法で設計し、資材も一部を除いて輸入するこ って おり、それぞれの椛成が鉄筋コ ンクリートに

ング率に よる分類と表示が行われるようになりま とにしました 。 似ています。結晶したセルローズ分子錆の束であ

す。や っと鉄やセメ ントと 同 じ土俵に 上がれる準 構造は、大断面術集成材の柱と梁、小梁には I るミクロフィプリルが鉄筋に相当します。 しかも

備が整いつつある のです。 ビーム、野地板は 30mmの合板によるシャーパネル このミクロフィブリルは、蝶旋状に配置されてい

木材は天然素材ですので、バラツキも大きいの を使 っています。 ます。 コンクリートに当たるものが、非結晶のへ

ですが、軽くて強いという特性があります。 また、 この工法でまず篤くことは、所要人役の少ない ミセルローズとリグニンよりなるマトリ ックスで

集成材や乾燥、防腐などの技術開発が進んでおり、 ことです。基礎と建て方など完成までの人役が約 す。ハイ テクの炭素繊維もこの燐造を再現してカ

図 1 集成材によるポスト& ビーム法で設計した工場建屋断面

ーポンシャフトやロケ y トのブースターを作 って

います。このように、木材は構造材料として適し

た細胞構造を持 っているのです。

その一方、木材はその生長過程のため三つの方

向、すなわち繊維方向、放射方向、接線方向にそ

れぞれ呉な った性質を示します。これを木材の異

方性といいます。たとえば引張強度で見ると、針

葉樹で22 : 1.5 :  1 ぐらいの 比が明らかにな って

います。この木材が製材品とな ったとき、 木 口、

柾目、板目という違いになって現れるのです。

木材は燃えますが、熱に対して非常に安定した

特性を示します。液化天然ガスのタンクを支えて
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いるのがパルサなどの木材であることが良い例で

す。鉄やコンクリートが熱によ って伸縮するのと

対照的な性質です。 ところが、水分によ って寸法

が変化します。したがって木材を使う場合、含水

率が重要なポイントになります。含水率とは、木

材中の水分量と木材の全乾重量の百分率です。

生の木材が乾燥していく過程を 図 3 で見ますと、

水分が少なくなりだした初期においては寸法の変

化は認められませんが、自由水がなくなり、細胞

壁から結合水が放出されると、収織が起こります。

この点を繊維飽和点といい、 25から 35%くらいの

ところにあります。製材の乾燥による収縮変形は 、

図 4 のようになります。

空気 中に置かれた木材は、その混度に近づいて

きます。 これを平衡含水率といい、 12から 18 %で

す。 日本全国の年間平均含水率は 15 .2 %です。日

本農林規格の構造用製材では、乾燥規格は 25、20、

15%の三極になる予定です。 また、合板やパーチ

クルボードでは、 12%以下とされています。

一度乾燥された木材は、吸湿性が変わ って寸法

変化が少なくなり、割れや狂いが起こりにくくな

っています。木材を使うとき、その用途によ って、

家具、内装、構造用とでは求められる含水率が異

なります。

木材は、このような特性のほかに、調 ifk、熱、

電気、音に対する特性や、表面性、色、光沢など

さまざまな特性があり、用途によ って樹樋を使い

分けしています。

今日までの日本の木材の使い方は 、感覚的なも

のでしたが、これからは、材料として必要な特性

を数値で捉えられようとしています。近々構造用

製材の日本農林規格も制定される予定ですが、現

在ある" * 成材の;規絡と同様にヤ ング率、含水率が

表示され流通することになります。

木材の持つ欠点やバラツキを除いた合板や集成

材も、また木質材料です。集成材では、スパン 100

m を超す建築用梁や橋梁などの例もあります。 多

分、スパン 8 mを超える梁の経済性は、比強度の

高さゆえに、木材が鉄に i愛るのではないかと思い

ます。

また、木材による I ビームやボ ックスビームな

ども実用化されており、 24mまでの補助ビームと

して使われています。

図 4
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欽と木村の比較については、鋼材倶楽部編「鉄

骨木材併用機造設計施工指針」に詳 しく紹介され

ています。 また、木構造のいろいろな問題につい

ては、 財 団法人日本住宅木材技術セ ンターか 、株

式会社国際木質文化研究所へお 問い合わせ下さる

のが一番だと思います。

今、木材は供給も多〈、価格も安定しています。

以前のように、木材は使いたいけど悩格が高いと

いうこともありません。ぜひ、木材も構造用材料

のーっとして考えていただきたいものだと，患いま

す。

(え がわ ごろう 大阪府森林師会委 ｊｾ 日 本 木 材 刊 )

年団体迎合会第28代会長 妹式会社大ー聞広取締役社長
フランス、ノルマンジーのショ ッピングセンター

パりのジョインピル地区の大型体育館
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郎 せ I

環 境 と し て の 建 築一 一 自然とテクノロジーの共存〔レンゾ・ピアノ展〕

一 一大 阪 ・ 名 古 屋 ・ 東 京

ポンピドーセンタ一、関西新空港などの設計で

しられるレンゾ ・ピアノが、このほど R I BA (王

立英国建築家協会) のゴールドメダルを受賞した。

それを契機に R I B Aにおいてレンゾ ・ピアノ展が

開催され好評を博した 。今 回開催される同展は 、

その展覧会に準じて、再編成したものである 。

レンゾ ・ピアノの一連の作品は、こまかなディ

テールへの気の配りや、建物を織成する各パーツ

の デ ザ イ ン の 美 し さ が 印 象 的 で あ る 。彼の特徴

は、建築の部分部分、いわば骨や関節ひとつひと

つをデザインし組み上げるという、ハンデイクラ

フト的なっくり方で進める。同展には、そうした

特徴を出している様々なパーツやジョイントの原

寸模型を数多〈展示している 。

- レンゾ ・ピアノ略歴

1937年 ジェノパ( イタリア) 生まれ。現在パリ

在 住

1964年 ミラノ ・ポリテクニ y ク建築学大学院卒

1965- 70年 ルイス ・カーン、 Z ・5 ・7 コウス

キーのもとで設計活動

I B M巡回展示パピリオン

1971年 リチヤード ・ロ ジャースと協働 作にあたり、同大建築学科委員会では、資金捻出

1977年 ピ ー タ ー ・ライスと協働 のためのスポンサー捜しをしている。企画 ・スケ

1980年 リチ ヤード ・フイ ンツジエラルドと協働 ジュール、募集要領はつぎのとおり。

・企画概要
現在、ジェノパ、パリ、大阪に事務所をもっ。

展示内容
企 画 名 エ ン ト ラ ン ス ・プロジェクト W

図面 ・ドローイング153点
設 置 場 所 大 阪 芸 術 大 学 11号館前

写真 234点 設 置 期 間 フ ラ イ パ ン カ ー ニ パ ル 期 間 中

企画主催 大阪芸術大学学科委員会
桜i型 ・モ ックア ップ 68点

ビデオ ( 3 / 4 U '7'チ ック 45分 ) 製作期間 平成元年 10月上旬~カーニパル前日

テーマ別構成 r CUL T URAL J r S OCI ALJ  ゲートができるまでの過程、デザイン案の模型

r NAT UR AL J  rT E C HNIC AL J  製作、会議風紫、作業内容を写真およびビデオに

・スウヅユ寸レ 織彩し、記録化する 。写真は、ゲート完成までを

大阪展 1989年 9 月26 日( 火 ) - 10月 5 日( 木) パネルにまとめ展示を予定している。

ン トラ ンス ・プ ロジェクトの歴史と内容
大阪 ・っかしんホール

第 l 回テー' 7 ' rカルチュアル ・スクラ ップー一文名古屋展 1989年 11 月 14 日( 水 ) - 11 月 19 日( 日)

名古屋・電気文化会鋭 化的廃棄物」

東京展 1989年 11 月24 日( 金 ) - 12月17 日( 日 ) 第 2 回テー' 7 ' r 自然」

東高現代美術館 第 3 回テー' 7 ' I Born一 一誕生前夜J

入 場 料 大 阪 展 一 般700円、学生400円 第 4 回 ( 今回 ) テー'7' I シルエット一一光と影の

名 古 屋 展 一 般700円、学生400円 たわむれJ ( コンセプト 一 一光と の会話を求め釜

東 京 展 一 般1，000円、学生600円 気の色を創出する 。折板緋造の木材でー構成し、鋭

スゲート周辺に常設展示、終了後進呈。

2 、タウン Z志に宣伝広告 ( B 5の泌サイズ) 掲載

カーニパル P R用の小冊子 ( B 5 版 ) 発行 部 数

12000部の 1 ページの泌に企業の希望にそ った内

容の広告を掲載。

・閉会せはつ ぎのと ころへ

大阪芸術大学学科委員会内エントランス ・プ ロジ

ェクト W ヘ ッ ド 水 津 孝 彦 、 広 報 花田幸雄

〒585 大阪府南河内郡河南町 東山 469 学内 13 - 11

T E L  0721- 93- 3781代( 内線213)

シンポジウム

一 一 日 本 建 築 学 会 近 畿 支 部

テーマ 設計用入力地 波動と地震応答解析一一笑

施設計の立場からの問題点一 一

主 催 日本建築学会近畿支部耐良構造研究部会

協 賛 日本建築構造技術者協会関西支部

と き 1989年 11 月29 日( 水 )PM1: 00- 5:  00 

ところ 大阪市立大学文化交流センターホール

( 大阪駅前第 3 ピル16F )

主 催 R E NZ O PI ANO展実行委員会 角な三角形を組んだ扇形を思わせる 2 つの半円を T E L 06- 344- 5425 

デルファイ研究所・西武美術館共催

後 緩 新 日 本 建 築 家 協 会 、 日 本 建 築 学 会 、 イ タ

リア大使館、フランス大使館 、朝日新聞

社

ス ポ ン サ ー 募 集

一 一大 阪 芸 術 大 学 学 園 祭

合わせた S 字形のトンネル状の形態をもっ。 スケ プログラム 司会 ・日下音11 馨

ールは縦横幅約 15m、最大検幅約20m、高さ約 5 1  . 主旨設明 竹内吉弘

m)  2. 耐渓設計について 回 中 宏

・スポンサー募集要領 3. 設計用入力地震動の設定 木林長仁

エントランスプロジェクトでは、ゲート製作の 4. 地渓応答解析の役割比問題点 斉藤幸雄

ための資金不足を 補 なうため、スポンサー募集を 5  パネル討論 久徳敏治、福 山国 夫

行な っている 。製作費80万円て¥各企業に一口 5 6 まとめ 若 林 百

万円で協力を依頼している 。協力企業に対しては、 参加料 無料、当日資料配布 ( 約 1，000円 )

次のようなサービスを予定している。 定 貝 100名 ( 先着順)

大阪芸術大学の学園祭「フライパンカーニパル l 、宣伝広告ノマネル ( A 1サイズ) 作成 問合 せ 日本建築学会近鍛支部事務局 児玉

'89J が、今年も 11月に催されるが、同事専のシンポ 企業の希望にそ った内容、レイアウトで、委員 T E L 06- 443- 0538 

ル的存在の入場門( エントランス ・ゲート) の製 会が/ { ネル作成し、カーニパル期間中、エントラ

建 築 と社会/ 1989年 9 月号 123 
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「天保山ノ、ーノてービレッジ水

族 館- 海 遊 館- J見 学 会

来春の「国際花と緑の博覧会」合わせて、世界

ーの水族館が大阪市港区海岸通 1 - 3 の天保山ハ

ーパービレッジにオープンする。

大阪ウォータフロント開発附と、外国の数多く

のコンサルタントの参入によって建設中の水族館

およびそのプロジェクトから、外国企業参入の問

題やウォーターフロント卒業の問題をも引き出し

たいという見学会が、日本建築学会の主催で行わ

れる 。参加I' [ l ( は無料。一般の参加も募っている。

日 時 平 成 元 年 10月21 日山14 : 00- 17 :  00 

ところ 天保山ハ ーパービレ ッジ水族館建設現場

集 合 「天保 山船客ターミナ ルJ 西側待合所に

13 ・45分に集合。時間厳守 ( 地下鉄中央線

「大 阪 港 駅j より北へ徒歩 6 分)

定 貝 45名( 各班 5 名)

申込先 往復ハガキ l 枚 で 2 名までとし、氏名・

年齢・勤務先および自宅の住所と1 1 l 話を、

返信ハガキには宛名を記入し、 10月13 日

までに日本建築学会近畿支部 ( 大阪市西

区制本町 1 - 8 - 4 ) へ。

「企業と芸術のいい関係~

これからの、コーポレイト・アートとは ?J 展

文化戦略という言葉が使われ始めてから久しい

が、文化や芸術を戦略的に企業イメージに取り込

んでいるところは 、 まだまだ少ないようだ。

そこで企画されたのが、企業にとっての芸術=

コーポレイト・アートを、よりオリジナルな方法

論で考え直してみようという、標記企画展である 。

肖{象J，¥I; 五)J 、ンンボノレ間3刻、オフィスビルエント

ランスにおける j東出、リフレ ッシュゾーンにおけ

るアート抜出の 4 つにテー? をしぼり、その具体

案が桜!:rl ・パース ・図面などで紹介されている 。

会 期! 平成元年 9 月 1 日幽- 12月 1 日幽

AM10  :  00- PM 5  :  OO( 土 ・日・干兄日は休み )

会 場 玄 E XH I BI T S P A C E  

兵庫県芦屋市川西町 2- 9 T.I 0797 - 31- 8445 

阪神電車 ・芦屋駅下車、徒歩 5 分

作 家 天 野 裕 夫 ( 彫刻J ) 、井上雅之 ( 彫刻J ) 、

岡本敦生 ( 彫刻 ) 、奥村召 司 ( 建築 ) 、

田中消隆 ( 造形 ) 、雨雲勝司 ( 照明 )

10月に違反建築防止週間

国民に建築基準法等の目的 内容についての周

知徹底を図るとともに、違反建築物に行政上の所

要の儲置を講じることによ って、良好な市街地の

環境の形成および建築物の質の向上に努める機運

を高めることを目的に、今年も 10月11 日( 村から 10

月17日( 刈まで、違反建築防止週間が始まる 。

この週間lには 、違反建築に対する一斉公開ノ マト

ロールが笑施され、各地て同講演会等が開催される 。
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国際デザイン・コンペティショ

ン、大賞は西独のホルガー

. ドレース氏ほか2名 の デ ザ

イナーの手に

Oa)国際デザイン交流協会主催の第 4 回国際デ

ザイン・コンペテインヨンのテーマ「火」に苦手せ

られた応募作品は、世界53カ国から 97点。去る 7

月24 日からの 3 日にわたる審査 ( 審査委只長: 消

家消) を経て、大1 ' 1 ・はホルガー ・ドレース氏らの

「太陽エネルギ一利用による洋上水素製造所J に

決定した 。

「太陽エネルギ一利用による洋上水素製造所」の

創作意図- H ドレース+u ライフ+ M.クーレスー

この作品は、膨大な i誌の再生可能な動力源を大

規模に保存するための世界的問題に取り組むもの

である 。現夜の知識に基づくと、水素は将来の唯

一の動力源である 。水紫は、太陽の火を利用した

太陽1t L 池を通して 、多量に得ることができる 。太

陽の火を地球のエネルギーと火のために使用する 。

水紫はそのiJ f. tであり、水素は水からできる 。 した

がってこのアイデアは、洋上水素製造所で水紫を

{ 乍るこ とである 。

重要なのは、洋上水紫製造所の移動性である 。

この製造所は終日太陽を追跡し、かっ季節i ごとに

位出を選択するので、普通の技術で日光を放通に

利用すること ができる 。

⑫脚 i叢業大陸賞 fバ プ1) "，/ '7 . ライ 7 ・ガー

ドマスク ｊ Ｏ 平岡隆 Ｈ 絵下ｬｴＧｴｾＺｦ Ｉ ほか

QT. . k: 阪耳持説I'1U センサーロポによる消火避

壁掛噂ンステムの従来J / 武正秀治( 日本' i ll '気

デザイ ンセンター) ほか

@ 大阪市長賞 「昔日市生活における火J / 栗図竜

博 (三前 E機) ほか

(5;1"'1際デザイ ン交流協会会長11: r火の上て悦用

する紙の調理総只J / 中川千忠夫() 1! l 硝子)ほか

Burnar  

一一{ ー一時
ー・} 一一回一

@  
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パンタドーム構法一 2 ー

シンガポール国立屋内

スタジアム
図 1 立面図

川 口 衛

シンガポールの中心から北東約 3 kmの所に、

Kal lang  地区と呼ばれる、かなり広い地域があり、

シンガポール政府はここにスポーツ文化施設を繋

備しつつあ って、すでにオープン ・スタジアムと

劇場が機能している。

図 2 地組みおよびリフトア ップ( 断函)

現在建設中の屋内スタジアムは、上記務保i計画

の一環として造られているもので、 3，000 01'のア

リーナと約 12，000席の観客スタンド、および付属

施設を内包する 。建築設計は丹下健三氏、大屋中艮

の構造設計は筆者が担当し、下音JIR C 構造の設計

は織本棋造設計研究所が担当した。施工Ｈ元ｾｾｦＩ

は韓国の草壁龍建設、鉄骨製作と組み立ては新日本

製鋭、リフトア y プ工事は川鉄機材工業が行 った。

この建物の特徴を簡単に述べれば、つぎのよう

である 。プラン上は、この建物は約 120mX 200m 

の巨大な菱形て¥スペース ・フレームの曲面大屋

恨によ っておおわれている 。屋根の基本形状は、

プランの菱形の一辺を母線とする、内側に凸の 4

個の円筒曲面で構成されている ( 図 1 )。 このよう

な曲面は、サスペンション構造 ( 中央に支柱があ

る場合 ) では見馴れた形であるが、 4 周だけで支

持されている曲面構造の形状としては珍しい。屋

根面全体をンエル構造と考えた場合、その応力特

性は 、いわゆるドームのそれと 比べると、やや不

在来工法

利 であるが、 十分なライズがあれば、やはりドー 図 3 リフトア ップ・プロセス ( C . O. )

ム効果を発揮することができる 。室内の音響効果 の屋綴について言えば、稜線 ( プランの対角線 )

の面では、この形は理想的であるし、造形上もド と4 周である 。 このような事情を踏まえて 、本設

ームに比してシャープなデザインが可能になる 。 計では稜線にダブルのキール ・トラスを、周辺に

いずれにしても、大屋恨はひとつの連続した椛 はテンション ・リングを配置して 、これらにカを

造体である必要がある 。 これに対して、下部のコ 集中させ、それらの部材は太径の溶接鋼管てF っく

ンクリート構造は、エキスパンション ・ジョイン ることとし、 これらに囲まれて、力があまり大き

トによ って全体が 4 等分されている 。 このような、 くなく、比較的均等に分布する領域に、スペース

大屋根とそれを支える下部構造との構成上の差異 ・フレーム ( N S トラス ) を用いることとした 。

は、混度応力の問題とも 関連して 、設計上の大き 緋造のシステムとエレクンヨンには、パンタド

な問題のひとつであ ったが、パンタドーム構法に ーム構法を用いることとした ( 図 2 、 3 、 4 )。 神

おける柱頭住脚のヒンジシステムが、この問題の 戸ワールド記念ホール、バルセロナ ・オリンピ y

解決にも有力な役割l を果たすこととなった 。 ク競技場について¥三番目の大空問機造への適用

構造設計上の今ひとつの特徴は、キール( 竜骨) である 。今回の大屋被は、前二者のいずれとも臭

繊造の採用である 。 この大屋根の構造は 、いわゆ なった形をしている 。検討の結果、ヒンジライン

るスペース ・フレームであるが、スペース ・フレ が直線上に並ぶため、製作、施工が単純で与あり 、

ームは元来、均等に近い応力状態に対して有効な いわゆるドーム形のものよりも、むしろこの鱗法

構造ンステムであり、とくに市販タイプのスペー に適していることが明らかになった 。 なお、建物

ス ・フレームを、大きな集 中応力の存在する領域 長手方向の 中央から離れた所では、ア リーナがな

に使用するのは得策でない 。他方、立体構造では いために床面が高〈、かつ屋根が低い 。 したがっ

稜線や縁部にカを集中させることによ って、高い て、この部分の屋根は在来工法で建方を行 った方

立体効果を発揮させられる場合が少なくない 。 こ が合理的であるので、リフトア ップ部分とは独立

言 #垣島

図 4 リフトア ップ・プロセス( 実物)

につくれるようにした( 図 3 )。 リフトア ップは 中

央12個所に押し上げ点を設け、各点当たり 150 t  

ジャ y キ 2 基を設mして行った 。パンタドーム構

法の特性から、本例でも、ステイケープル等、リ

フトア ップ中の横安定に対する方策は、一切必要

なか った。

パンタドーム締法は、通常のリフトア ップ工法

が適用できないような 、 ドーム状の大屋恨のため

に|湖発された構法であるが、本例でも前二例 と同

様、経済的で、工期が短〈 、安全で、品質管理上

も優れていることが笑証された 。

シンガポール屋内スタジアムは、 6 月に構造体

が完成し 、年内竣工に向けて 、仕上げ工事が行わ

れている 。 日本、スペイン、ンンガポールと 、国

情の呉なる地域で、しかも三者三様の形態の大空

間構造にパンタドーム締法を適用し、その有効性

を試すことができたのは、大きな喜びである。今

後、さらに多くの建築家たちがこの構法に 関心 を

持ち、新しい適用例にチャレンジされることを望

んでいる 。

( かわ ぐち まもる 法政大学教綬 )
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「特定フロン」を使用していない製品について

建築設備機擦の中でルームエアコン、パッケー

ジエアコン 、チリングユニ y ト、スクリュー冷凍

機、大型低温施設およびン ョーケース 、コンデ ン

シングユニ ッ ト等の製品は、規制対象外の「フロ

ン22J を使用している 。 しかし予 illi) され る地球温

暖化 の問題への対応等を含めて、冷媒の大気への

放出低減、冷媒使用量の低減のために、つぎのよ

うに製品改良に努力している 。

(1)機器か らの漏洩量の低減 ( 気密性の向 上)

(2) 冷媒過充填の防止 ( 計量に よる充填 )

(3) 冷媒充填量の低減 ( 熱交換様の性能向上)

ヘルシンキ会鎌

1989年5月

[宣言事頁]

今世紀末までに

直面玉三回

ヤ宇可

(2砂6削減)

¥ |(問 削 減)

モントリオール会議 1987年

1989年 7 月 l 日よリ

19お年レベルよリ規制スター卜
1 7 5  

建築設備のフロンガス対策問ン

ーフロン代替材料の開発の l∞

現状ー

ω

ω

ω

 

推

定

消

費

量

20 

「特定フロン」対策についての基本的考え方

フ ロ ンガスメーカーであり、ｾ調機 機器メーカ

ーでもあるダイ キン工業に おいては、今後の対応、

に重大な責任を感じつつ最重要課題として取り組

んで おり、 基本的には、 つぎのように 段階的に対

応することとしている 。

(1)早期対応

・規制対象外の既存フロンの利用と提供

・フロン回収、再生システムの開発

(2) 中 ・長期対応

・| 羽発中 の代替フ ロンの商業化 ( 毒性試験 ・環 境

への影響調査)

・フ ッ素アルコール等不燃洗浄斉1)の開発

元 兼桑幡

1960 1970 1980 1990 2α)() 2010  

規制対象フロンの削減スケジュール

建築設備機器と「特定フロン」

1950 

図 2

。

建築設備機器の 中で、フロ ンを使用し た機器は

表 2 空関機製品と使用冷媒の関係 ( 1988年概算)

製 ロロロ 生産量 使用冷媒 対 応

パ y ケージエアコン 70万 台 R - 2 2  対象外

ルームエアコン 450万 台 R - 2 2  対象外

チリングユニ y ト 1. 4万 台 R - 22 対象外

タ ー ボ 冷 凍 機 420台 R - 11 R - 123が有力

カーエアコン 765万 台 R - 12  検討中

家 庭 用 冷 蔵 庫 526万 台 R - 12  検討中

いわゆる「オゾン問題」は、 1974年にカリフォ

ルニア大学のローラント教授とモリーナ博士によ

って、フロンが対流圏に大量に放出され、分解し

ないまま成層圏まで上昇したとき、宇宙からの強

い紫外線によ って分解し、オゾン層の破療をひき

起こし、有害紫外線が増大し、皮膚ガンの発生を

助長するという学説を発表したことから、始まっ

た。( 図 1 )  

これを受けて、オゾン問題への関心が高まり、

さまざまな規制措註がとられるようになった 。

フロン代替材料の開発の現状

0 フロ ン11の - フロン 141 b  ( 発泡用 )

代符候補 - フロン 123(遠心式冷凍機用 )

0 7 ロン 12の . 7 ロン 134 a  

代告書候補 ( カーエヤコン、 冷蔵庫 ・冷4車庫用)

0 フロ ン113の . 5  F  P 、等 ( 洗浄剤 )

代答候補 ( 7 .，素アルコール系 ノン7 ロン)

フロン代替材料の開発表 3

上記のように、オゾン層を破壊させにくいフロ

ンを 中心に、また最 も大量に使用されている洗浄

用 ではノンフロンのフ ッ素アルコール系材料を、

代替材料として当社ではすでに開発し、市場評価

の段階であるが、一般的に、新しい材料を 商業化

するためには、生産技術を確立し、その毒性に関

する安全性や環境への影響についての評価 をした

上で、市場へ送り出す必要がある 。 このため、世

界のフロンメーカーと共同で計画的に調査 ・研 究

に取 り組んでいる 。

最後 に この「特定フロン 」問題の解決には、

先にのべたように非常に長時間の試験や調査 ・研

究が必要だが、その周辺技術、すなわち適合する

冷凍機 ilB ' 電気絶縁材料 ・パッ キン用材料等、関

係業界の協力を jflJ ぐことも併せて重要である 。

また、 既存設備か らの冷媒の回収 ・再生のため

には、関連法規の整備はもとより、 i仮売 ・流通業

界、工事 ・サービス業界、建築業界、自動車業界

等、多方面に関わるため、関係官庁の指導を得な

がら協調して対処しなければならないものだと考

えている 。

( くわ は た も 山 ダ イ 引 業 株 式 会 問 営 業 本 部 )

技術企画部技術企画謀長 /  

「空調機製品J であるが( 表 2 ) 、空調機製品の中

て¥規制対象となった「特定フロン 」 を使用した

機器は、特殊な空調機器を除くと遠心式冷凍機、

すなわちターボ冷凍機がその対象となる 。 これに

ついては使用冷媒そのも のは、全フ ロン量の 2 %

弱と少ないが、今後お のおの機械製造メ ーカーに

おいて、早急に対策を立てて取り組んでいかねば

ならない。

また、建築設備機器以外のカーエアコンや家庭

用冷蔵庫用フロンはもちろん、全フロン需要量の

大半を占める発泡用 ・洗浄用 ・エアゾール用フロ

ン等については 、最優先的に削減に取 り組まねば

ならないことは言うまでもない 。

建築設備機器の中で、大型ピル等の空調に使用

される遠心 式冷凍機、すな わちターボ冷凍機につ

いては、各メーカーとも、規制対象の「特定フロ

ン」を 使用している 。 このため、主旨に合った対

応に各メーカ とも取り組んでいるが、本年 7 月

3 日に、各メーカーの団体である (初日本冷凍空調

工業会より、本f牛に対する以下のような統一見解

が出された 。

(1)早期対応 ( - 1990)  

. 灯i耗査 の低減

・1鼠j曳量の低減

(2) 中期対応 ( 1991- 1993)  

. 充填量の低減

・最適冷媒回収装置の開発と利用の拡大

(3) 長期対応 ( 1994 - 1 996)  

・設通代替 冷媒 ( H C  F  C  123 等 ) の採用製品 の

市場投入

匝豆三ヨ

匪豆亙

4  

111. ｾ＠ 2' ｾｩＺ＠ :t l  

4  

l:t '/ /1i ..J Il I  

1  'le ［ｾ＠ 1$王E

4  

IJt Il 7I  ＯＧｬＡＧ ｾ Ｑ＠

遠心式冷凍機周冷媒に対する対応

オゾン層破壊に関する環境問題

日本においても「特定物質の規制等によるオゾ

ン層の保護に関す る法律j が1988年 5 月20 日に公

布され、 20種類あるフロンの中で、影響の高い 5

縫類のフロンが「特定フロン J として 1989年 7 月

1 日より規制開始され、削減スケジ ュールが決め

られた 。 ( 表 1 、図 2 )  

表 1 規制対象フロン用途と使用比率

図 1

5 種類の特定フロンが規制対象

用 途 最比率 %  

フロ ン11 - 発泡用 ( 72)  

- エアゾーノレ用 ( 15)  

19  

- 冷媒( ターボ冷凍機用 ) (  9 )  

- 他 (  4 )  

フロμ 12
冷媒 ( ヵ- 7 - 7 )  

( 56)  

家庭用冷凍 li l1

25 

- エ アゾーノレ用 ( 19)  

- 発砲用 ( 25)  

フロ ン113 - 洗浄用 (98)  

- 他 (  2)  

41  

フロン114 - 発t包用 ( 81 )  

- 他 ( 19)  

l  

フロ ン115 - 冷媒 ( 100)  

規制対象フロン合計 86 

〈参考> ( フロン2印 象 外 フ ロ ン 14  i  

ルームエアコン、パ y ケージエアコン 用 j  
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セラミック建材・大型陶板

小 川 正 巳

建築にもちいるセラミ ック建材では、陶磁器質

タイルがその代表の一つにあげられる 。陶磁器質

タイルは、優れた材料特性一耐久性、意匠性、メ

ンテナンスーをもち、 内装 ・外装を含めて、そ の

使用量は多い。

大型陶板は、従来のセラミ ックと同様の材料特

性をもち、原料の配合技術、製造技術の開発改良

および焼成技術により、とくに大型化した場合に

問題になる乾燥、焼成時のひずみを解決すること

で、サイズは 600mmx  600 mm - 900mm x  900 mmの大型

化を可能にした 。 そのサイズのもつ表現力で、新

たな建材としての魅力をもっ大型陶板は、粕薬に

より色、光択、テクスチュア等が自由に表現でき、

セラミ y クアート的な表現や、デザインの組み合

わせも可能である 。役物も整備し、コーナー曲面、

R 等で建物の表情を演出することもできる 。

大型陶板の形状、材料特性

大型陶板の生産は原料の粉砕、 j昆線、成形、乾

燥、施利、焼成まですべての工程が自動化され、

高い品質が保証されている 。工業生産品として、

強度のバラツキも石材に比べて小さく、量産ので

きる均質な安定した材料である 。大型陶板の材料

特性を 褒 1 に示す。

表 1 大型陶板の物性比較

項目

OT. セラミ ック

大理石 タイ ル

592輪X592鳴X8%(lIIiII サイズ)

かさ比重 2. 0- 2. 3 2. 7 1. 7- 2.4  

吸水車(%) 3. 0以下 0. 05 

0- 0. 5(磁器)

lト 15(糊;; : )

曲l河童皮(kgliぽ) 250- 3∞ 170 2∞- 500 

圧縮強度(kgl cm' ) 1300- 1500 1300 3∞- 2000 

オートクレープ 異常なし

試験 (JI S  A  5209)  

凍結融解試験

異常な以J IS A  5209. -20'(;. 

10回)( ASTMC6師 ー15. 40困

熱膨張係数 60- 80X 10-
7  

30- 80X 10-
7  

側五事事(kc・l紬 t ) 0. 8 2. 0 0.7 - 1. 1  

モース硬度 6. 0 3 - 5  6 - 8  

0. 03- 0. 06 

摩耗試験( g ) (J IS A  5209)  

要求値: 0. 1 g 以下)

- 量値はJI S A  52田 . JI S  R  2205.  JI S  R  2213に必づいて 算出

・眠検聞聞 滋 賀県立伺燦踊農民放所. 北海道立東地強I l i 研究所

大型陶板の施工法

大型陶板を建築材料として使うには、建物の用

途、使用部位、構造、下地に応じて、適切な施工

法を選択する必要がある 。

床には、下地コンクリートのクラ ックの影響を

受けないように裏面に緩衝府を設けて、樹脂モル

タルを使い、専用串目ゴテにて改良圧箔張りを行

う。内壁には、床と同じ工夫を行い、大型陶板側

に、樹脂モルタルを接着させるために専用マスク

を使用している 。 またボード下地などには、高モ

ジュラスの蝉性接着剤を用いた変形追随性の高い、

施工能率の良い工法もある 。外壁には、金物( ク

ランプ金具) を用いて機械的に取り付ける乾式工

法を使用している 。外壁に 1霊式工法、有機質接着

剤工法を採用していない理由としては、つ ぎの 3

点の問題による 。

① 大型陶板を大面積でコンクリート下地に現

場張りする場合、下地コンクリ- ｾ，下地モルタ

ルの精度に影響されやすく、張り付けモルタルで

面精度を出すことは困難である 。 また足場上で樹

脂モルタルを使って、均質な工事と大型陶板に樹

脂モルタルでる全面接着させることはむずかしく

できた空隊が長期的に外部の条件により、接着力

低下および剥離につながりやすい。

② コンクリート下地の収縮クラ ックおよび下

地の挙動、熱収縮の動き に対して、追随性のある、

安全な工法にするため。

③ 有機質接着剤は、接着カの耐久性について、

長期性能が十分に解明されていない。

上記の問題点を解決し、風圧による強度試験を

行い、下地の挙動による取り付け金物への応力集

中および長期的疲労に対して、十分耐久試験を行

い、安全性および経済性、施工性を考慮した工法

選択を行 っている 。

大型陶板の工法は、外装壁の高層建築物にも十

分使用できる工法の組み立てができ、規模の大き

い実方面例もふえている 。

施工例

外壁を中心として、代表的な 二つの工法と 、そ

の特徴、笑施例をご紹介する 。

大型陶板・打ち込み P C板工法 ( 図 1 、写真 1 )  

① 金物( クランプ金具) を機械的に大型陶板に

装着し、金物にて、外壁に要求される強度を得る 。

② 大型陶板の裏面に裏打ちシートを張り、下

地の挙動に対して追随性効果と 、万一破損時の飛

散防止をする 。

③ 大型陶板聞は、シーリング目 I也とする 。

二次防水として、弾性接着剤を白 地裂に 塗布す

ることにより目地部の長期的防水効来が得られる 。

シーJ レ

( ポリサルファイド果)

変性エポキシ4踊イ言
NA- 14- K  

変性エポキ刈峨量

NA- 14-K  

クラン治具( SUS訓 )

lω 

裏打ちンート 1= 1. 1イ 1I  

図 1 断面詳細4 |時4i !

• • • 
写真 1 MAR UHAT I 青山ビル

R C壁下地への乾式金物取り付け工法 ( 図 2 、 写

真 2 )  

① 金物( クランプ金具) を機械的に大型陶板に

装着し、金物にて、外壁に要求される強度を得る。

② 大型陶板の裏面に裏打ちシートを張り、万

一破損時の飛散防止の安全処置とする 。

③ 大型陶板間の目地は、下地の挙動を考慮し

て、シーリング目地とする 。

長尺 フレームB

M8角同且ボルト

セ J トナ y ト

A アングル

己占

裏打ちンート

OT セラミ y ク

シーリンクキオ

( gl )途)

クランプ金具

図 2

断面詳細図

写真 2 大塚製薬併戦力開発研究所

なお、乾式工法の防水上の注意点として、大型

陶板聞はシーリ ング目 地にて防水を行 うが、シー

リングの経年変化の劣化により水の授入が考えら

れる 。 したがって、万一水が浸入しても室内側に

悪影響が出ないように、下地面で防水処理、水抜

き処理を行 う。 とくに開口音I1廻りの防水処理を確

実に行うことが、乾式工法の場合、石張り工法と

同じく必婆になる 。

*  

型陶板の笑施に当たっては、用途別、下地別、

使用音I1位別、高さ別に要求される性能を十分に設

計段階より把握して、長期的耐久性の鋭点に立つ

ての事前検討と工法選択が必要である。

今後も、実績をもとに、さらに耐久性を加えた

信頼性の高いものへと品質ア ップを行い、建築家

の自由な発想、を表現できる建材に発展させたい。

( おがわ まさみ 大塚オーミ陶業株式会社工務総謀長代理)
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日本建築協会

月間の動き

平成元年 7 月分

企 画 委 員 会

第 2 回委員会

20 日 311寺- 5 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 佐 野会 長 薬 袋 副 会 長 三 品 委 員 長 ほ

か 5 名

殺事 第 2 回日本建築協会貨の実施について

会告案、募集規程案、実施日程案

選 考 委 只 会 構 成 の 検 討 他

編 集 委 員 会

第 2 団法令分科会

3 日 2 時 - 411寺 於 本 会 会 議室

出 席 者 大 前幹事ほか 3 名

殺事 (1)法令分科会委員補充の{ 牛

(2)f 法令コーナー」の企画

(3) 特集の件

第 4 回会員企画小委員会

4 日 611寺- 8 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 高 岡 高IJ 委只長ほか 4 名

議事 (1)  8 月号以降ーの シリーズもの掲載内容

第 3 回精進分科会

11 日 4 時 - 6 11寺 於 本 会 会 議室

出 席 者 徳 山 幹 事 ほ か 4 名

議事( l ) f構造の頁」の企画

(2) 9 月号 「構造の省力化J 特集の状況

第 4 回編集委員会

13 日 4 時 - 5 時 半 於 本 会 会 議室

出 席 者 鳩 . i度辺両副委員長ほか 4 名

議事 (1) 6 月号 「博覧会とまち づく りJ 特集報告

(2)  7 月号 「都市環境創造と設備 1 J 特集経

過報告

(3) 8 月号 「建築とアート 」特集経過報告

(4)  9 月号 「構造の省力化j 特集 ・ 「鹿島建

設大阪支庖50年設計部作品集」特集経過

報告

(5)10月号 「都市環境創造と設制mJ特集 ・「ユ

ーザー参加のハウジング」特集経過報告

(6)11月号 「第36回青年技術者」特集経過報

LI=.  

c  

(7)12月号 「最近の博覧会ノ マピリオン J 特集

経過報告

(8) 1 月号「商品化住宅のテ' サ' イン j 特集経

過報告

(9) 特集企画

(10) 収支状況報告

128 挫築 と社会/ 凶89判 月 号

第 4 回作品作風小委員会 |  稲本 直氏( アムジ一室内合

13 日 6 時半 - 8 時 於 本 会 会 議 室 |  奏団)

出 席 者 塘 副 委 員 長 ほ か 5 名 |  団側主査ほか 3 名

議事( l ) f新建築調査表J の 回 収 状 回 び に 作 品 川 議 事 (1)現在までの経過報告

選定 (2)講演内容及ぴ演奏曲目

(2)最近の掲載状況 ・予定の報告 | 第 3 回見学会小委員会

(3)f C all ery J 内容報告と今後の検討 6 日 6 時- 8 時 於 本 会 会 議 室

第 5 回施工材料分科会 |  出席者 伊東副委員長ほか 9 名

18 日 4 時- 7 時 於本会会議室 | 議事( 1)前回事業委員会の報告

出席者 志水幹事ほか 6 名 I  (2) 5 ・6 月の見学会の報告

議事 12月号施工材料特集 「最近の博覧会ノ マピリ I  (3)  7 月以降の見学会の予定

オン j の企函

9 月号「構造の省力化」特集編集幹彦会

20 日 4 時 - 6 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 福 山 幹 事 ほ か 5 名、辻英一氏、半田近

衛氏、高橋淳氏

議事 9 月号 「構造の省力化」特集の原稿内容の

検討

第 4 回広告企画小委員会

25 日 4 時 - 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者長谷部委員長ほか 6 名

議事 (1)  7 月号 「都市環境創造と 設備ー 1J 特集

広告収入報告

(2)  8 月号 「建築とアート J 特集広告収入途

中経過報告

(3) 9 月号 「構造の省力化j 特集 ・ 「鹿島建

設大阪支庖設計部作品集」特集報告

(4)10月号 「都市環境創造と設備 II J 特集 ・

「ユーザー参加のノ、ウジングj 特集報告

(5)平成元年度独自特集企画及び検討

(6)収支状況報告

第 4 回計画系ーインテリア・住宅一分科会

26 日 611寺半 - 10時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 加 藤 幹 事 ほ か 6 名

議 事 平 成 2 年 1 月号「商品化住宅のデザイン j

特集案検討

事 業 委 員 会

第 3 回若い会員の集い小委員会

4 日 6 時半 - 9 時 於 本 会 会 議 室

出席者 1吉野副委員長ほか 8 名

議事( 1 ) 前回事業委員会の報告

(2)f T he  KANSAI 21J  + 加藤晃規氏講演会

について

(3)f 音楽と建築J 講演会+ 演奏会について

(4)f 北村隆夫氏」個展 ・講演会について

(5)エコロ ジカルアーノぐンプランニングにつ

いて

(6)f 関西の祭事の研究j について

第 3 回広報小委員会

5 日 611寺- 8 時 於 本 会 会 議室

出席者 原見副委員長ほか 9 名

議事( 1)前回事業委員会の報告

(2) 研修分科会からの報告と今後の企画

(3) 教室分科会からの報告と今後の企画

第 5 回「音楽と建築」企画分科会

5 日 6 時半 - 8 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 ゲスト 渡部負清氏 ( 前 ・仁愛女子短

期大学教授 )

第 2 回教室分科会

14 日 61時- 8 時 於 本 会 会 議室

出席者 原見副委員長ほか 6 名

議事( 1)話題建築を聞く

(2) ビデオ映写会

「北村隆夫氏」企画分科会

18 日 6 時半 - 8 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 ゲスト 北村陸夫氏 (ZOOM計画工房 )

松本幹事ほか 4 名

議事 (1)個展 ・講演会のやり方

(2) 今後の作業予定

第 5 回「関西の祭事」研究会

19 日 6 時半 - 9 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 大 森 幹 事 ほ か l 名

議事 (1)基礎データのスト ック

(2) 今後の調査予定

第 3 回事業委員会

20 日 l 時40分 - 3 時 於 本 会 会 議室

出席者 西村委貝長ほか 6 名

議事 各小委員会からの報告と今後の企画

第 3 回エコロジカル企画分科会

27 日 6 時 半 - 911寺 於 本 会 会 議 室

出席者 富野副委員長ほか 4 名

議事 (1)企画テー7 の整理 ・検討

(2)企画のやり方 ・方法

第 2 回研修分科会

27 日 5 11寺- 8 時15分 於 本 会 会 議 室

出 席 者 ゲ ス ト 松本氏 ( 旭硝子 )

掃音11、寺井両幹事ほか 4 名

議事 講演会「これからの蛸子J ( 仮称) の企画

第 6 回「音楽と建築」企画分科会

28 日 6 時 半 - 91時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 ゲスト 渡部貞清氏 ( 前 ・仁愛女子短

Jtl l大学教授)

稲本 直氏 ( アムジ一室内合

奏団)

田畑主査ほか 3 名

議事 (1)会告原稿

(2) ポスター

建 材 委 員 会

第 4 回委員会

12 日 3 時半 - 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 金井委只長ほか 15名

材料説明 : デンジ カ y ト ( ' i R彼遮蔽ガ ラ ス ) /

猪野委員

今後の検討建材 : 予定なし

その他: 第 5 回委員会はビデオ映写会 ( 建築に



関する ) と する 。

出 版 委 員 会

第 4 回委員会

B 日 5 時 - 6 時 於 本 会 会 議 室

出席者 須賀委員長ほか 6 名

議事 (1)<プロのノウハウ〉と特装本の経過報告

(2) 今 後 の テ ー 7 と執f任者選定について

(3) プロのノウハウ講座シリ ー ズ第 2 回「建

築設備の健康診断」について

話題建築を聞 く会

第 7 回芦屋の個性 - AS HI Y A F L A T S  ほかー

22 日 2 時 - 4 時10分 於 本 会 会 議 室

講師 小林 恒/ 小林恒建築研究所

参 加 者 47名

ビデオ映写会

世界のウォーターフロント 開発

ポストン ( U.S. A) 、ポルティモア ( U.S .A) 、

コロンパス ( U.S .A ) 、パ ンクーノ〈ー ( カナダ) 、

トロ ン ト ( カナダ) 、ボンベイ ( インド ) 、上海

( 中国)

15 日 l 時半 - 5 時 於 本 会 会 議 室

参 加 者 48名

見

. . .  仇

守・

. 6. .  

:rI: 

兵庫県立こどもの館見学会

7 日 l 時 - 4 時半

参加者 102名

・建築概要

所在地 姫路市太市中915- 42

設計敗耳I l 安藤忠雄建築研究所+ 兵庫県都市住

宅昔日

施 工 鹿 島 建 設 ・竹中工務庖 ・立建設 J V  

関西国際空港建設工事見学会

25 日 2 時 半 - 5 1侍

参 加 者 32名

・2E港計画概要

位百笹宝 大阪湾南束苦部11の泉小州州州|トH、'Ii川li

規 様 面 積5引11山ha

連 絡 橋 道 路 ・鉄道併用橋3750m

神戸市新斤舎見学会

29 日 1  I時半 - 4 時

参加者 50名

・建築概要

所在地 神戸市中央区加 納 町 6 - 5 ー l

設 計 神 戸 市 住 宅 局 営 繕 部 ・日建設計

施 工 竹 中 ・大 成 ・熊谷 ・西 松 J V  

建 築 ク ラ ブ

第 207回朝食会

11日 8 時 - 9 時 半 於 大 阪 グ ラ ン ド ホ テ ル

参加者ー 66名

iiI( 組「アフリカの心」

講師 森 淳 氏 ( 大阪芸術大学教授 )

7 月の入会者 (敬柏崎)

〔団体会員 2 杜〕

側 栗 本 組 光明建設附

〔個人会員 7 名〕

射 場 保tt 松 長 智 子

小川 工 貫事)

( 野村越段工業) ( 野村健訟エ車) (;5; 雌電気

松 岡 窓 生 答野可世子 極上 元イ申

( 近倣屯気工事) 大安挫般) ( 熊谷制l )

音 田 武 生

( サ ントリー)

(  i使会民 3 名〕

安音11 告彦 池 田 教 子 川下 Jも

大 工 大) m成住専} ( 大 工 太 )

切剖全国書庖で好評発売中/

( 建築技術) 6 月増刊号

実践建築工事検査 I

調 査 ・仮設 ・土 ・地業 ・鉄 骨工事の検 査 ・試験方

j去を、それぞれ項 目をお っ て解説していく、 t 特 集 ⑨ これがいい、これが有効だ

品質確保の ため の必携マ ニ ュアル。

亀 田 泰 弘 監 修 A 4判 292頁 税込定価3，100円

10年の超ロングセラー /

建築構造問題快答集圃

各分野の専 門家が日常 業務の中で出会う数々

の疑 問に Q &A 形式で明快に回 答 する 設計者

必併の 実用書。

石黒徳商 監修 A 5判 36日頁税込定価4，100円

精算法へのアプローチ/

保有水平耐力入門閣

新 耐震 設計法のなかで義務づけられている保

有水平耐力の本質をやさしくまとめた 実用入

門書。 上巻も好評 発売 中 ，1

星 睦 庚 著 8 6判 128頁 税込定価1，350円

株 式 会 社 建 築 技 術

干 151 東京都渋谷区幡ケ谷 1- 1- 2 福西ビル

、，

、ー
んなとき

どうする?

1  . 施工中の対策

・建設作業騒音親指IJ基準の解説

・建設工事の近隣問題と刈策

・杭頭処理工法(1)

・杭頭処理工法(2)

・枕頭処理工法(3)

・銭土処耳J!.

. コンクリー卜打 設欠陥の術修

・P C版の補修

2. 建物完成後の対策

. GLボードに よる遮音性能 改善 例

・l次付 H 7Aベストの除去技術

・地盤沈下に伴う外憐の不具合対策

・給水配管の劣化対策

8. 居住環境の対策

・電磁波防護

. 1J !i 央 ( 現況 とIU雌点)

・汚水の土壌浄化処明1

・しろあり 対策
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連載⑨建築法令を考える

検証建築強度規定の変遷

と建築構造技術

e市 街 地 建 築 物 法 以 前)

一建築学会東京市建築条例案一
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空気調和・給排水・衛生・防災設備 設 計 ・施工

φ 2 5朝日Z 業 社

本 社 東 京 都 港 区 浜 松 町 卜 25- 7  11i話 (434 )6171(大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 ト 58- 59 電 話 ( 302)2271(代 )

支 庖 北 海 道 ・東 北 名 古 屋 ・ 中 園 田九 州

営 業 所 釧 路 ・函 館 ・盛 岡 横 浜 ・静 岡 ・京 都 ・神 戸

電気・空調・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

. ，ヲイヲ己株武会社

本車 ・大匝本社 干 650 大 阪 市 西 区江 戸端 1丁目9需25号 電 話 (06)44 1-8231

東 京 本 社 干 102 車 京 都 千 代 田 区 富 士 見2丁目 15需 10号 電話 (03)261-8231

支 社 名 古 屋 縮 問

宣 庖 札Ｇ見 ー 仙台新 両 大宮千ｾ横 浜金沢京 都神 戸天 理岡山

広 山 高 怯 熊本

営 車 所 帯 広 函 館 予f 謀 枇 田 盛 岡 前 借 庄 野 静 岡 担 凹 ilt . T. f 山

偏 井 徳 山 松 山 高 知 北 九 州 鹿 児 山 ・測1111

出 張 所 旭 川 ・ 編 品 川 崎 松江 健 尚 下 l捕 直 崎 太 分 H 崎

海 外 支 庖 シム〆 ガ ポ ー ル ーホ ン コ ノ

綾 簡 研 究 所 干354 埼玉 県入I i I lml 三 芳 町 大字 北 水 井390僻 地 電 附(0492) 58- 151 1

空気調和設備 / " X ' ¥ 産 業 設 備

合 非 水 設 備 1/冨¥1  * 処 理 施 設

電 気 設 備 マー---v 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長

大 阪 支 庖 長

白 谷 清 二

三 田 村 嘉 也

大阪支庖 大阪市 中央区北浜2- 2- 21 電 話06( 202)307l ( 代表 )

本 庖 東京都千代悶区有楽町1- 4- 1 電 話03( 502)6111( 大代)

支 唐 名古屋 ・九州 ・北海道 ・中国 ・東北 北陸 四 国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計施 工

φ 三建設備工業ヰ結審枇

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 +毎回r 3 番 5 号 電 話 (352) 1  1  3  1刊

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 惰 噺 殻 凹T 2  - 2 2  11J:訴 (667) 3431  ( 大 代 )

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札幌 ・ 広 島 ・ 橋 間 ・ 令 沢 ・ 新 潟 ・ 償 浜

。
空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

例会社三晃空調

本 社 大阪市中央区域見2丁目 l 番61号ツイン21Ml D1ワー 電話 06 - 949 - 1371 

束 京 本 広 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新宿住友ビ ノレ 包括 03 - 344 - 1911 

大 阪 本 庖 大 阪 市 北 区 西 天 満 4 丁目 6 番 18号 電 話 06- 363 - 1371

支 応 仙 台 市 背 葉 区 大 町 2 丁目 2 番 10 号 電 話022 - 261  - 3002 

名古屋市中村区名駅南 2 丁目 14番19号 電 話052 - 581- 8571 

広 品 市 中 区 紙 屋 町 l 丁目 2 番 22 号 包 括082 - 247 - 4535 

福 岡 市 中央区大名 2 丁目 4 得 22 号 包 括 的2- 761- 3795

営 業 所 札 幌 横 浜 京 都 神 戸 松 江

出 gG 所 i'rll 長 ・ 秋 田 盛 岡 大 宮 千 葉 ・川崎 1:1山 偏 労 和歌山

Ｈｾｊｦ ｾ＠ - 岡山 高松 ・下限J Ｍ 熊本 ・ 鹿児 ｌＵ ・ ｾ｛ ｉ｛ 制

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

伺9 よりよき環境へ技術で挑む一 一 一

- 株 式 会 社 精 研
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副防 ι ・ーー一

本 キj 大阪市中央区瓦屋町 2丁目111!'f 16号( オートセ ン7 ーピル1. 2階)

郵便番号542 ｾＱｩ話大阪 Ｈ ＰＶ Ｉ 768ー 5 0  3  1  代 表

メンテナノス 部 屯 話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 - 1 6 5 1  代 表

東京支 庖 東京都千代田区九段南2丁目 2祷5号( 九段ピ/ レ 2 - 4 階)

郵便番号 102 f1 i 話東京 (03) 262- 3  2  4  1 代 表

商昂は空気ですo ¥! ｾ＠
a・・・ 黙と空気のヱンジ二7戸ーーーー

主ー〈J 55t
・宮

空 気 調 和 どイト.......... 搬送機設備

給排水衛生 、てτ 7 設 計 施 工

人に優しい環境づくり

第一工難横式怠租

大 阪 支 庖 〒530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 6 番 1 4 号

電 話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 表 )

本 社 干100 東 京 都 千 代 田 区 丸の 内 3 丁 目 3 番 l 号

電 話 0 3 - 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代 表 )

ガス設備の設計・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社 ・ 大 阪 ガ ス 住 設 機 器 特 約 庖

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市北区西天満 5 - 1ト 12 ';1i 06- 313ー1846

大阪営業所

枚方営業所 枚 方 市 甲 斐 回 東 町 9 - 3  ｾ屯 ＰＷＲＰ Ｍ ＴＹ ー Ｒ Ｑ ＲＸ

「 側 陶 側b 空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 設 備

東 洋 線 工 . 織 豆 電 盆 艦 大 阪 安 倍

大 阪 市 西 区 靭 本 田T 3 ー 1 - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9 T  E  L  (562)  1  3  5  1  

支 庖 名 古 屋 稲 岡

給 ・排水 ・衛 生 ・消 火 ・空 調 設 備

お 25西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 北 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電 話大 阪 ( 458) 3628番

支 庖・ 営 業 所 福 岡 ・京 都 ・天理Il - 川西 ・神 戸

⑧ 韻 輪 組 合 祖

代表取締役社長 依 藤 孝 蔵

干534 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号 T E L ( 06)351- 5428附

F A X( 06)351- 5299 



Ｒ 毛ｾｾｉｪｩ副 ｓci'IpT 
⑨日本管工業株式会社

設計並施工

圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃E ・V 可: 1: 11 :1 : 1 

ー・5='"ー....
③時掛桂信事荘

京自11 市 南 区 西 九 条 盟 国 百T 2  0 番 地 の l

｜ＱｉｾＱｩ Ｈ ＶＸＱ Ｉ＠ 5  1  0  1  - 5  ・ 夜 ｬｬ｡ｾＱ 早用 Ｈ ＶＹＱ Ｉ 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 1- 5- 20 電 話 ( 06)352- 3501({ 1j

iU市 栄 町 2 ー 1 1  1  電 話 (0592)26 - 361  0日目

凶日，Ii 市 西 末 広 町 屯 話(0593)53- 7431刊

大 山 市 中 央 2 丁目 4- 28 包 括 (0775)22 - 9738({ 1j 

本社在京都支庖

大 阪 支 庖

三 重 支 J吉

四日市営業所

滋 賀 営 換 所

設 計 施 工

⑤ 

気 株

電 気 設 備

電 気 ・言十装 工 事 設 計 施工

栗 原 工 業 械 式 会 紅E之
社

ム一

A
式電陽朝

士

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ピ j レ TEL 大阪06 (385)1361(代)

大阪営業所 TEL 大阪06(385) 1361(代) 京都営業所 TEL 京都075(311)1185(代)

東京営業所 TEL 東京03(574) 0 6 6 5 福岡出張所 TEL 福岡092(771 ) 6 1 6 8  

立本代表取締役 山

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ビ ル T E L 0 6 - 3 1 3- 1101

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・舞 鶴 ・京 都 ・天 王 里

大 阪 商 ・神 戸 ・広 島 ・四 国 ・九 州

信原栗取締役社長-

e

，，

4

2

4

・

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸

電 気 工 事 設 計 施 工

社
ム一

A社興
株 式 会 社

専務取締役支社長

大 阪 市 中 央 区 間 麗 橋 4 丁目 3番7号 泣 話 大 阪 (202)0325- 9 格

本 社 東 京 都 千 代 悶 区 西 神 田 1 丁目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・仙台・; l L / 内・新宿・横浜名古屋 ・九 州

営 業 所 ・出張 所 全国主要都市32 ヶ所

代 表 取 締 役 土 井 敏 裕

大 阪 市 北 区 西 天 満 2 丁目 6 - 8  ( 盆ピル 7 階)

電 話 ( 361 ) 3  6  7  1  ( 代 )

東京高11 '1" 央 区 日 本 紙 柏 崎 町 20 番 5 号

電 話 (671) 1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 相 模 原 ・堺 ・滋 賀

ヰ土

庖

本

支

出 張 所

限 り な き ク リ ー ン に 挑 戦 す る H

電 気 設 備 ・ ク リ ン ル ー ム ・ 冷 暖 房 役 備

給 排 水 衛生 段 備 ・ 昔 十 装 制 御 股 備 ー 立 体 自 動 倉 庫

エ ネ ル ギ ー 集 中 監 視 シ ス テ ム ・ 回 転 式 自 転 車 置 場

Z量 骨十 施 工

誠実と技術でお応えする ー

。 住友電設株式会社

取締役会長 代 谷 正 元

取締役社長 相 馬 一 男
三 宝 電 機 械 式 会 社

取 締 役 社 民 主6 納 伝 三

干 530 大阪市北 1"- 阿 災 訓 2 - 6 - B ( 堂 ピ ル ) T E L  06( 364 )  1  4  7  1  

r E L E X  523- 3  2  B  7  

〒 105 車 京 摘 港 区 斬 惜2- 16( ニュー 斬 儲 ピ ル ) T E L  03( 504 ) 0 2 3 1  

T E L E X  222- 6  7  2  4  

干 462 名 古 島 市 北 区 金 城 三 1 日 12 - 14 T E L  052( 991)  5 1 3 1  

干657 神戸市商区悦慮中町 1 2  9( エピスビ J レ) T E L  07副 881) 5 5 7 1

&  

本 社

東 京 支 庖

名 古 車 支 広

神 戸 支 庖

. プラント工.

. 情絹システム工.

え" ，>1: ンステム工夢

C A T Vシステム工事

§ 喝アンテナ餐置工事

空 調 工 ・

暗 械 不 信，3: 工 事

刊 供 配 管 工 司匹

。間格III 自慢;r .

. ，全備工.

ビル. . 気位刷工'

工 ｾＮＮ雪ｾ ｉｬｬ 倫 工 ・

問"""1lI備工・
l' 後 工 ・

Board &Sl ate 

@明

宝胃

Standard 

タイル工事施工

⑩25 川 岸 窯 業 商 庖

業フタハ

⑤ 550 大阪市西区西本国T l - 13- 33

電 話 大 阪 06( 532)代0461 ⑤ 550

天 理 市 丹 波 市 新 町 50

ヰ土本

⑧日本写植印刷株式会社

代表取締役 神 田 都 義

nu6( ω6) 111 1代

告 側 2 ( 26) 4371 

会 揃 82 ( 4) 1771 

8 切88 ( 55) 61∞ 
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〒545 大阪市阿倍野区阪南町7- 5-30 

干892 鹿児島市名山田T4-7 三宝ビル

干708 ;章山市大手町B番5号4鄭町吉会館

干筑氾南風J東村兼滅 ，中縄印刷団地

本 社

日本写値センター

津山写植センター

沖縄写檀センター

あ ±

勺 J 叩

ゆ こー大

λ ーー 阪 フ

辺門 事 ア
2 ・J 川 包 ツ

恨 ζ ーi量 7

工 1i ，区 ス

吉辰雪主主

型式E77

12会話自

社 三ー五
市 号 六 四

天理営損所

‘  



Const r uct i on chemi s t r y f or t he f ut ure.  

Mast 割 Bu，l由時 Technol 勾 t田

凋 ｴ モＮｊ Ｂｉｊ コｾｾ煙量初愈ｾ重量 ｚ 画面企

日曹マスヲ Ｍｾ Ｎ ｊ ｡ＮＮヲ ｴ 弐株式会員

本 社 東 京 間 港 区 六 本 木 3 - 16  - 26 T  E  L03- 582- 8813  

大阪支底 大阪市中央区北浜3- 2- 23( 情量ピル) T  E  L06- 202- 3294 

••• 
・
・
圃

••••• ••••• •• •• 

特殊壁装材製造販売 和室に最適

問 一fJ:::17)練)iti!] : J : J ! ] D:2 

場

一

一

一

工

第

第

。長嶋代の断熱用シ- " n. . . . .

場長. - ' ¥' - r:.a.-dみ

目立バイナリーシート P

立バイナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポ リエチレンを独自

の貼り合わせ技術て潮 崎 した，二重構造の断熱兼用二重防水シートです。

目 豆 電 線 株 式 曾 祉 制 問 刊 困 区丸の内汀 目1書2号( 刊図ビル)

営 業 種 目

・防 水 工 事 塗布 防 水 ・ シ ー ト防水 ・モ ル タ ル 防 水

・樹 脂 注 入 接着 工 法 各観樹脂注入接活字ili 修 工 事

・亀 裂 補 修 工 事 各 般 樹 脂注 入 充 填 ・コーキ ン グ

ーシ ー リ ン グ 工 事 シ リコン ・チ オ コ ー ル ・ ウ レ タ ン ・アク リル

・吹 付 工 事 アクリノレ ・リシン . ｾｪｩｩ 性タイノレ ・ その他

。 建 設 業 許 可 大 阪 府 知 事 許 可 ( 般 ー 53) 第 51225号

。 日本 シ ー リン グ工事 業協 会 4 員

大阪市北区末広町T 3  - 2 1  刈晶、持. : 1 : . ' ) ; ヨトキー← I I I

.! iHl l 地 所 扇 町 ピ ル20 1S  ｜ｾＩイ τｔ ＢｙＮｸＭｩ門 Ｗ 倒 ＱＱＱ

T E L 06( 315)  0  7 0  1  ・ー・' ・マ. . . - 、. -...・

デンカC S Aファミリー製品

-ョーニJ nCSA ( 膨張性混和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

Ｍｔ ニ ｊｮ Ｎ，ｾ ，ヨニ ｊ Ｈ クラウト用無収縮材Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

ＮＺ［ＺＺＮＢｮ 守 Ｓ ー子 ｉＮｊ Ｇｊｾ Ｈ建設ー＿＿＿Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に

・雪ニJ nES(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・寄与nZl ooo(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土

T EL 本社 ・京都 ・制野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

抑制 ( 0773 ) 7 6 - 0 1 3 3  

4 合、

' A  式株業産

目士咽

方言Z浜
電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

A

会株浦
金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

ネ土

TEL 大阪 ( 0 6 )

式

4 4 3 - 6 1 8 1  

業産

TEL 大 阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T EL 東京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

/ 本 社
ゴト

式

社

様

. d.  

:  

--
ネ土

d 合、

A  式株産物主・光

TEL  i鼓れ ・守 山( 0 7 7 5 ) 8 3- 2 3 8 1  
2 5 2 - 6 0 0 0  ( 0  6 )  TEL 大 |坂

132 



"  

テトカッパー防水
.  防 判 明 石 川 経 験 カ ， ' i ' . i Lた す け し めJt，i…d トな l川 町

この l坊 木附 は ( 一 層 防 水 ) 地 r.するだけで、 II)j 水 は 克 明 で す。

r品以L此tυ!皮主変 f化ヒに ド仰仰iド1ぴ が な 〈、4柔ミ軟f刊uにニ}川.託f み、面耐f同般貴、由削.t ，梨草築L訂5.¥品l

カツパ一防水帯 1一- /パ，-一::よ て工法 肋

4 ク ロン防水平事 ノレノテク ト吹

一一一切ペハ建設

奥山化工業株式舎社
社 ｾ｛京都中央区担 ＱＱ Ｇ 8  - 4  9  ¥11，;，¥03 (571)  2703 

大fl <' l も問所 大阪市高川ば> I [ ' oI' 16 1  41 屯，./i 06 1391  )1081-2 

1命 1.吋 宜 叶 崎 U¥l 柚川市点 1 - 3  - 3U 電 ii!i0487(74 )2845・6

W 本11¥怯所 神南川県厚本 rli 世111259 屯，;，¥0462 (21)  1761  

冒. お申 込次第 カタログ進呈

れ ｍｩＺｕ 弘 司ｾ ｲＧｉｉｉｾｊｬ￭ｬ 釘ＱＧＨＱＧ， Ｑ［ ，町 ＳＳ iIt..l 052 (811) 3師。

九州 111松川 住 ｔｩ 県伎町都品市町 ｫＧｻＺｾｮｩ ［ ｴ ， ｉ Ｇ Ｔ ＵＰ '，s.，，!i凹52 (471 29，15  

τ § YS S h utter 

東洋シャッター株式会社

本 社 干 540 大 阪 市 中 央 区 常 盤 町 1 - 3 - 8 ( 日 本 生 命谷 町 ビ ル)

T E し ( 06) 94 3 - 6 5 7 1 ( 代:)

・東京/横浜/盛岡/仙台/水戸/静岡/岡崎/名古屋/富山/大r章/京都/神戸/広島/高松/福岡地全国主郵肺

特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料 Tl I J I レヲ! 乱暴ゆJl

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

長 尺 物 色 彩 豊 富 責 任 施 工

品 種・オリエンタルカラースーパーメタル ( CSPM)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( S T  L )  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

. 鋼板製オリエンタルフネンシングル
戸 フ タ ー ケ 戸 一 /

・ オ リ エ ン タ ル オ リ セ ラ ム

I IH反j凡絡 S 小 波 . s大 波 . V i皮・ボ γ ク ス 波 .w ジ ャン ボ IJ.主 . V テ ッ キ

ｓｖ ジャンボ波 ・ ボノレトレ スルーフ ｂ ｌ ・ ｾｻの他

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・堅樋・軒樋

各種換気装置 〔モニター・ベンチレーター・ムーバー・工キゾスター( 強制) J  

ボーロイド( 断熱材 ) D.G .K. ※ カ タ ロ グを 御 前 求 下 さ い

護島 市I J I !J 9J l J 9J l 製造緯式会祖

大 阪 本 社 干660 尼 崎 市H併日 南 通 り 3 - 26 松 本 ビ ル 屯 話 大 阪 (06 )412 - 5131 ( 代 )

大 阪 支 庖 及 工場 大 阪 ・) L州 ・名 古 屋 ・広 山 ・東 条 ・メIJ 谷 . ｾ ｊ Ｚￎ 路

東京本社及工場干 ＳＳＵ 政 市場Ｚ越 Ｕ 丁 ｊ ｾ ｉ 6 格 32 号 泣 話 戚 ( 0484 )42- 3115(代 )

支 后 及 工 場 東 北 ・* 京・|英l東・ 熊 谷
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ダイナミックな表情を生みだす

コンポジ、ツトタイプのメ力ニス‘ ム

シングル独自の柔らかい葺き昧に、

彫りの深い独特のパターンを展開する

タイナミックなメ力ニス、ム。

ニューインフレッショニィ/ がそこにある。

コンポジ、ツトタイプのニューシンクル

「三星プレミアー35J は、

二枚重ねの厚みがつくるリズミカルな陰影玄

立体的なアクセントを強調しま五

定 正街

価主11

九組

J¥議出

O ii 二

円 喜三

品 目
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其

干550 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 10  - 5  f i 06 (443)0431 

干730 広島市中区西平塚町8-13 立駐広島ヒル 窓口82( 246) 8625

干810 福 岡 市 中 央 区 港 2 - 1  - 29 f i 092( 712) 0800 

干 101 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 ー 11 - 14 f i 03 ( 862) 8531  
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